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史
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私
の
愛
す
る
友
た
ち
…
…
、
医
療
に
頼
り
、
助
か
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
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何
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し
な
さ
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家
や
庭
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通
り
を
燻
し
な
さ
い
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不

要
不
急
の
外
出
を
避
け
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人
と
会
う
の
も
避
け
な
さ
い
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…
…
ペ
ス
ト
も
木
材
や
藁
の
代
わ
り
に
体
や
命
を
燃
や
す
火
事
の
よ
う
な
も
の
だ

か
ら
で
す
。
…
…
そ
れ
で
、　

次
の
よ
う
に
考
え
な
さ
い
『
…
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空
気
を
浄
化
す
る
た
め
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燻
し
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医
療
に
頼
り
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必
要
の
無
い
場
所
や
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と
の
接
触
を
避
け
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自
身
を
蔑
ろ
に
せ
ず
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私
の
せ
い
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多
く
の
人
た
ち
を
感
染
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
私
の
不
注
意
で
隣
人
を
死
な
せ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
…
し
か
し
、
隣
人
が
私
を
必
要
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
人
も
場
所
を
避
け
る
こ
と
な
く
、
す
で
に
述
べ

た
通
り
、
進
ん
で
そ
こ
へ
行
き
、
助
け
ま
す
』
と
」

―
―
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
／
多
田
哲
・
訳
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人
は
死
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
」（
い
わ
ゆ
る
ル
タ
ー
の

ペ
ス
ト
書
簡
。
一
五
二
七
年
）
ル
タ
ー
研
究
第
一
七
巻
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特
集
・
宗
教
改
革
と
疫
病
」
二
二
～
二
三
頁
（
ル
タ
ー
研
究
所
紀
要
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発
売

元
・
リ
ト
ン
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二
〇
二
一
年
四
月
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〇
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感
染
症
法

　
　
（
イ
）　

感
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一　

問
題
の
所
在

（
1
）　

は
じ
め
に
―
―
本
稿
の
問
題
意
識

　

人
類
の
文
明
の
歴
史
は
「
感
染
症（（
（

」
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

二
〇
一
九
年
秋
、
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（SA

RS-CoV
-2

（
（
（

）
に
よ
る
新
た
な
感
染
症

（CO
V

ID
-19

。
以
下
「
本
感
染
症

0

0

0

0

」
と
い
う（

（
（

）
が
発
生
（
（
（
（
（

し
、
翌
二
〇
二
〇
年
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（pam

dem
ic

）
を
引
き
起
こ
し
た（（
（

。
本

感
染
症
の
真
最
中
に
、
人
は
中
世
の
「
ペ
ス
ト（（
（

」
を
連
想
し
て
か
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
ー
の
『
ペ
ス
ト
』
が
い
つ
に
な
く
売
れ

た
と
い
う
。
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
ま
で
も
、
百
年
ほ
ど
前
の
通
称
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
い
わ
れ
る
「
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ（（
（

」
ま
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
始
末
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
1
Ｎ
1
亜
型
。
い
わ
ゆ
る
「
豚
イ
ン
フ
ル
」）
が
流
行
し
た
。
こ
の
年
は
九
月
に
（
自
民

党
・
公
明
党
連
立
の
）
麻
生
内
閣
か
ら
（
民
主
党
、
社
会
民
主
党
、
国
民
新
党
連
立
の
）
鳩
山
内
閣
に
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か

く
、
わ
が
国
の
感
染
死
亡
者
が
他
国
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
こ
と
が
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
た（（
（

。
と
こ
ろ
が
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
い
て
、
中
央
政
府
（
以
下
「
政
府
」
と
い
う
）
も
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
自
治
体
」
と
い
う
）
も
、
格
別

二
〇
〇
九
年
の
経
験
や
記
録
を
表
立
っ
て
引
用
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
記
憶
は
、
大
袈
裟
に
い
え
ば
封
印
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い（（
（

。
む
ろ
ん
、
本
感
染
症
は
豚
イ
ン
フ
ル
と
は
異
な
る
の
で
、
単
純
な
比
較
や
類
推
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

割
引
い
た
と
し
て
も
、
二
〇
〇
九
年
の
出
来
事
を
継
承
し
尽
く
し
て
い
な
い
の
は
、
む
し
ろ
不
可
解
な
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
（
（
（
（

。

　

本
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
比
較
的
早
い
時
期
に
、
早
く
も
日
本
経
済
新
聞
滝
田
洋
一
編
集
委
員
に
よ
る
著
作
が
公
刊
さ
れ
た（（
（

。

今
後
も
、
本
感
染
症
が
武
漢
市
発
生
由
来
か
否
か
（
（
（
（
（

、
中
華
人
民
共
和
国
の
対
応
の
是
非
、
世
界
保
健
機
関
（
以
下
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
」
と
い
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う
）
の
中
立
性
、
わ
が
国
政
府
の
対
応
の
是
非
等
、
本
感
染
症
の
「
事
実
」
経
緯
に
関
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
含
む
国
内
外
の
公
的
機
関
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
に
よ
る
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
や
分
析
が
続
々
と
公
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
（
（
（
（

。
こ
れ
ら

「
事
実
」
の
解
析
結
果
が
出
揃
っ
て
か
ら
分
析
を
開
始
す
る
の
が
、
学
問
の
王
道
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
感
染
症
の
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
の
致
死
率
は
高
く
、
持
病
持
ち
な
ら
な
お
さ
ら
高
い
死
亡
リ
ス
ク
が
あ
る
と
聞

く
（
（1
（

。
お
ま
け
に
本
感
染
症
の
収
束
は
、
一
時
期
二
〇
二
〇
年
九
月
と
の
楽
観
的
予
測
も
聞
か
れ
た（（1
（

が
、
感
染
の
第
二
波
、
第
三
波
等

を
含
め
た
長
丁
場
で
、
越
年
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
予
測
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た（（1
（

。
学
生
時
代
に
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
ギ
ル
ド

「
新
宿
文
化
」
で
観
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
・
ベ
ル
イ
マ
ン
（Ingm

ar Bergm
an

）
監
督（（1
（

作
品
「
第
七
の
封
印
」
で
い
え
ば
、
後
期
高
齢

者
の
私
は
、
今
ま
さ
に
「
死
神
」
と
チ
ェ
ス
の
真
っ
最
中
に
あ
り
、
本
感
染
症
の
収
束
・
公
的
報
告
書
完
成
の
と
き
ま
で
悠
長
に
待

機
し
つ
づ
け
る
時
間
的
余
裕
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
、
わ
が
国
政
府
・
自
治
体
の
本
感
染
症
対
応
を
検
証
し
、
近
未
来
に
予

想
さ
れ
る
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
教
訓
（lesson

）
を
得
た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た（（1
（

。

　

そ
こ
で
ま
ず
（
落
語
調
）
不
定
期
連
載
「
町
内
会
長
が
み
た
行
政
法
・
新
型
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事
態
宣
言
！
」
を
二
〇
二
〇
年
四
月

一
一
日
に
脱
稿
し
た
。
と
こ
ろ
が
出
版
社
在
宅
勤
務
態
勢
も
手
伝
い
、
な
か
な
か
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
（
（
（
（1
（

。
そ
こ
で
や
む
を
得
ず
、

考
察
対
象
を
二
〇
二
〇
年
上
半
期
あ
た
り
で
区
切
る
論
文
の
執
筆
準
備
に
入
っ
た
も
の
の
、
本
感
染
症
対
策
の
問
題
点
、
論
点
は
、

五
月
頃
に
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
か
、
ま
た
は
出
尽
く
し
た
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
思
い
切
っ
て
本
稿
本
文
0

0

を
二
〇
二
〇
年
五
月
末

0

0

0

0

0

0

0

0

（
＝
六0

月
一
日
付
朝
刊

0

0

0

0

0

0

）
時
点
0

0

で
区
切
り
、
右
の
五
か
月
間
に
、
市
井
の
老
行
政
法
学
徒
が
感
じ
、
考
え
た
問
題
意
識
を
、
後
世
に
向
け
て

発
信
し
よ
う
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
執
筆
に
と
り
か
か
る
と
、
本
感
染
症
に
対
処
す
る
実
務
の
根
拠
法
で
あ
る
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
一
〇
法
律
一
一
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法

0

0

0

0

」
と
い
う
）、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
」（
平
成
二
四
法
律
三
一
号
。
以
下
「
特
措
法

0

0

0

」
と
い
う
）
等
に
つ
い
て
、
私
自
身
が
余
り
に
不
案
内
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
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た
。

　

と
い
う
の
も
、
い
さ
さ
か
私
事
に
わ
た
る
が
、
私
は
一
九
七
〇
年
に
塾
「
行
政
法
」
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
西
ド
イ
ツ
在
外
研

究
の
の
ち
一
九
七
七
年
以
降
は
、
全
人
類
的
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
が

主
た
る
関
心
事
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る

（
（
（
（1
（1
（
（
（1
（1
（
（
（1
（1
（1
（

。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
同
様
に
全
人
類
的
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
両
者

の
接
点
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い

（
（
（
（1
（1
（
（
（1
（1
（
（
（1
（1
（1
（

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
加
速
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
構
造
の
変
革
（
（
（
（1
（

等
に
つ
い
て
は
、
後
日
別
稿
で
詳
し
く
検
討
す
る
計
画
で
あ
る
（
（
（
（1
（

。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、「
残
さ
れ
た
時
間
と
の
闘
い
」
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
い
つ
も
の
癖
で
、
執
筆
中
に
浮
か
ん
だ
論
点
や
疑
問

を
残
し
た
く
な
い
と
い
う
「
凝
り
症

0

0

0

」
が
頭
を
も
た
げ
前
に
進
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
感
染
症
へ
の
政
府
等
の
対
応
の
報
道
に
接

し
て
憤
り
に
似
た
疑
問

0

0

0

0

0

0

0

を
感
じ
る
た
び
に
、
そ
の
原
因
が
、
①
関
連
法
令
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
想
定
し
た
「
つ
く
り
」
に
な
っ
て
い

る
の
か
？
、
②
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
規
定
や
罰
則
が
十
分
な
の
か
？
、
③
あ
る
べ
き
（
？
）
対
応
を
困
難
に

す
る
人
権
保
障
や
営
業
補
償
等
の
阻
害
要
因
が
あ
る
の
か
？
と
い
っ
た
既
存
の
法
典
自
体
に
内
在
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？
。
そ

れ
と
も
、
④
為
政
者
の
決
断
力
や
庶
民
感
覚
の
欠
如
な
の
か
、
⑤
東
京
五
輪
・
中
国
主
席
来
日
・
聖
火
リ
レ
ー
等
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
配

慮
な
の
か
、
⑥
そ
の
他
の
極
論
す
れ
ば
党
利
党
略
・
選
挙
対
策
上
の
利
害
調
整
等
に
よ
る
運
用
の
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
？
。

　

こ
れ
ら
疑
問
に
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
現
実
の
政
府
対
応
を
あ
る
意
味
評
論
家
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
気
が
進
ま
な
い
。
本
稿
で
は

法
律
家
ら
し
く
①
～
③
を
分
析

0

0

0

0

0

0

し
た
い
と
考
え
た
が
大
学
図
書
館
は
閉
鎖
、
一
部
開
館
後
も
ネ
ッ
ト
予
約
本
の
授
受
限
定
で
役
立
た

な
い
。
私
自
身
二
〇
二
〇
年
一
月
中
旬
以
降
は
自
宅
に
巣
ご
も
り
で
「
外
出
自
粛
」
を
続
け
て
お
り
、
散
乱
し
た
自
宅
書
斎

0

0

0

0

で
た
ま

た
ま
手
に
取
り
得
た
文
献

0

0

0

0

0

0

0

0

と
丸
善
及
び
出
版
元
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
注
文
で
の
和
書
、
新
聞
・
雑
誌
、
さ
ら
に
能
力
不
足
気
味
の
Ｐ
Ｃ
経
由

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
情
報

0

0

0

0

0

を
頼
り
に
す
る
し
か
な
い
状
況
下
に
あ
る
。
当
初
は
甘
く
考
え
、
二
〇
二
〇
年
夏
に
は
脱
稿
の
つ
も
り
が
、
六
月
以

降
の
炎
暑
に
加
え
持
病
薬
の
副
作
用
に
よ
る
胃
腸
障
害
で
体
調
が
狂
い
、
実
働
は
高
々
週
に
二
～
三
日
程
度
の
た
め
、
遂
に
は
越
年
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し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
う
え
二
〇
二
一
年
一
月
の
（
俗
に
「
第
三
波
」
と
い
う
が
、
私
の
基
準
で
は
）
感
染
第
二
波
到
来
に
よ
り
、
特
措
法
及
び
感
染

症
法
の
改
正
が
政
治
日
程
に
織
り
込
ま
れ
、
遅
筆
の
本
稿
は
、
余
り
の
「
間
延
び
」
に
よ
っ
て
「
お
蔵
入
り
」
の
憂
き
目
に
あ
い
そ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
急
き
ょ
本
稿
の
戦
線
を
縮
小
し
て
、
本
感
染
症
対
策
の
前
提
と
な
る
感
染
症
法
と
特
措
法
の
二
法
の
概
観
に

と
ど
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応

0

0

0

0

0

0

0

0

「
前
史
0

0

」
と
し
て
世
に
問
う
こ
と
と
し
た
。

（
2
）　

当
初
検
証
し
た
か
っ
た
命
題

　

右
の
次
第
で
、
本
稿
は
結
果
的
に
本
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
史
で
終
え
る
が
、
私
が
当
初
執
筆
を
思
い
立
っ
た
時
点
で
検
証
し

た
か
っ
た
八
命
題
（
こ
れ
ら
命
題
定
立
は
二
〇
二
〇
年
四
月
下
旬
頃
）
を
、
歴
史
に
対
す
る
責
任
と
し
て
こ
こ
に
記
録
と
し
て
残
す
わ

が
ま
ま
を
お
許
し
戴
き
た
い
。
便
宜
上
、
各
命
題
と
も
、
体
言
止
め
で
の
表
現
に
し
て
い
る
。

　

本
感
染
症
が
投
げ
掛
け
る
問
い
は
、
法
律
学
に
限
定
し
て
思
い
付
く
ま
ま
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
行
政
法
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
民

法
（
契
約
法
、
借
地
借
家
法
、
不
法
行
為
法
等
）、
会
社
法
（
入
場
者
抽
選
な
い
し
先
着
順
の
株
主
総
会
の
開
催
。
決
算
書
類
の
作
成
・
監
査

等
。
身
近
な
「
町
内
会
」
で
も
類
似
の
問
題
が
あ
り
「
書
面
」
総
会
で
代
替
）、
労
働
法
（
失
業
・
休
業
手
当
て
等
）
等
、
い
わ
ば
全
法
律

分
野
に
ま
た
が
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
は
当
初
行
政
法
を
核
に
し
た
社
会
科
学
的
分
析
を
意
図
し
、
私
の
関
心
事
に
的

を
し
ぼ
っ
て
命
題
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
命
題
：�

わ
が
国
は
発
症
者
が
早
く
出
な
が
ら
も
、「
初
動
体
制
」
の
遅
れ
に
加
え
て
、
感
染
検
査
態
勢
、
治
療
薬
ア
ビ
ガ
ン

の
承
認
の
遅
れ
等
も
あ
っ
て
、
発
症
は
後
発
で
あ
っ
た
欧
米
に
比
べ
、
一
周
な
い
し
二
周
以
上
の
遅
れ
。
加
え
て
、
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国
民
生
活
・
産
業
・
中
小
企
業
・
中
小
商
店
救
済
の
給
付
金
支
給
等
の
遅
れ
も
あ
り
、
国
内
経
済
は
疲
弊
。

　

第
二
命
題
：
政
府
と
国
民
と
の
間
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
。

　

第
三
命
題
：�

本
感
染
症
を
「
特
措
法

0

0

0

」
の
適
用
対
象
に
加
え
る
た
め
の
法
改
正
（
令
和
二
法
律
四
号
）
は
、
時
間
を
浪
費
し
た
だ

け
で
無
用
。

　

第
四
命
題
：�
本
感
染
症
対
策
に
関
し
て
政
府
対
策
本
部
（
特
措
法
一
五
条
一
項
）
は
、「
基
本
的
対
処
方
針
」（
特
措
法
一
八
条
一
項
、

二
項
三
号
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
対
策
本
部
（
二
二
、
二
三
条
）
へ
の
目
に
余
る
過
干
渉
。

　

第
四
命
題
の�

2
：「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
」（
特
措
法
六
条
五
項
）
及
び
「
基
本
的
対
処
方
針
等
諮
問
委
員

会
」（
同
法
一
八
条
四
項
）
の
議
事
録
は
公
に
さ
れ
ず
、「
政
府
行
動
計
画
」（
同
法
六
条
一
項
）
及
び
「
基
本
的
対
処

方
針
」（
同
法
一
八
条
一
項
）
策
定
手
続
の
透
明
性
・
事
後
検
証
可
能
性
の
欠
落
。

　

第
四
命
題
の�

3
：
朝
令
暮
改
の
協
力
要
請
対
象
施
設
（
同
法
四
五
条
二
項
、
同
法
施
行
令
一
一
条
）：「
理
髪
店
」「
パ
チ
ン
コ
屋
」

「
居
酒
屋
」「
博
物
館
、
美
術
館
又
は
図
書
館
」
等

　

第
五
命
題
：�

自
治
体
に
よ
る
感
染
防
止
の
た
め
の
施
設
の
使
用
制
限
・
停
止
要
請
（
特
措
法
四
五
条
）
に
つ
い
て
憲
法
上
の
「
補

償
」
で
は
な
い
事
業
者
へ
の
「
協
力
金
」。

　

第
五
命
題
の
2
：
協
力
金
は
「
営
業
自
粛
契
約
0

0

」
上
の
「
反
対
給
付
」
か
「
報
償
金
」
？

　

第
六
命
題
：
諸
外
国
な
み
の
厳
し
い
行
動
制
限
も
な
い
ま
ま
に
、
安
易
な
出
口
戦
略
。

　

第
七
命
題
：
現
行
憲
法
下
で
も
、
特
措
法
改
正
等
の
立
法
措
置
で
、
よ
り
強
力
な
行
動
制
限
や
私
権
制
限
可
能
。

　

第
八
命
題
：�

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
、
統
治
モ
デ
ル
の
転
換
を
加
速
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
象
徴
さ
れ
る
「
花
見
酒

0

0

0

の
経
済

0

0

0

」
は
終
息
。
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（
3
）　

本
稿
の
構
成

　

第
二
章
「
感
染
症
対
応
法
令
」
は
、
本
稿
の
中
核
部
分
で
あ
る
。
当
初
、
感
染
症
法
、
特
措
法
、
検
疫
法
の
三
法
を
中
心
に
分
析

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
検
疫
法
の
検
討
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

第
三
章
「
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
」
は
、
本
感
染
症
の
初
動
期
に
お
け
る
感
染
症
法
、
特
措
法
の
用
い
ら
れ
方
、
こ
と
に
二
〇
二

〇
年
の
特
措
法
改
正
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
稿
は
、
法
運
用
・
実
務
の
詳
細
、
功
罪
を
含
む
評
価
に
は
立
入
ら
な

い
。

　

第
四
章
「
結
び
」
は
、
第
二
章
、
第
三
章
と
、
将
来
の
「
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
の
「
橋
渡
し
」
と
し
て
、
残
さ
れ
た
課
題
と

今
後
の
展
望
を
略
述
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
本
文
0

0

と
同
様
に
註
も
0

0

、
二
〇
二
〇
年
五
月
末
時
点

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
い
っ
た
ん
区
切
り
、
六
月
一
日
以
降
の
情
報
は
、「
枝
番
号
の

0

0

0

0

註0

」
で
補
足
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
最
終
脱
稿
が
二
〇
二
一
年
七
月
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
引
用
資
料
に
は
、
現
時
点
で

検
索
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
得
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

（
1
）　

厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
監
修
『
詳
解
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
・
四
訂
版
』

五
二
頁
（
中
央
法
規
、
二
〇
一
六
）
に
よ
れ
ば
、「
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
等
の
病
原
体
が
人
体
に
入
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
疾
病
」
が
感
染

症
で
、
石
弘
之
『
感
染
症
の
世
界
史
』
三
頁
（
初
出
・
二
〇
一
四
。
角
川
文
庫
、
二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、「
微
生
物
が
人
や
動
物
な
ど

の
宿
主
に
寄
生
し
、
そ
こ
で
増
殖
す
る
こ
と
を
『
感
染
』
と
い
い
、
そ
の
結
果
宿
主
に
起
こ
る
病
気
を
『
感
染
症
』」
と
い
う
。

（
2
）　

二
〇
二
〇
年
二
月
一
一
日
、
国
際
ウ
イ
ル
ス
分
類
委
員
会
が
命
名
。「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
京
都
大
学
教
授
朝
長
啓
造
氏
に
聞
く
）
ウ

イ
ル
ス
の
構
造
と
そ
の
意
味
」
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
（
二
〇
二
〇
年
三
月
三
〇
日
）htpps://m

edical.nikkeibp.co.jp/leaf/all/report/
t344/202003/564951.htm

l?pr=1

、「
見
え
な
い
敵
の
真
実
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｑ
＆
Ａ
」
週
刊
東
洋
経
済
六
九
二
〇
号
四
七
頁
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（
二
〇
二
〇
年
五
月
）
参
照
。
二
〇
二
〇
月
五
日
一
七
付
日
本
経
済
新
聞
二
面
「『
欧
州
型
』
世
界
で
猛
威
―
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
情
報

分
析
」
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
配
列
調
査
の
結
果
、
中
国
型
、
欧
州
型
、
米
国
型
に
分
類
で
き
、
米
国
ド
レ
ク
セ

ル
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
ゲ
ノ
ム
変
異
の
違
い
を
指
紋
で
分
類
し
た
結
果
、
一
七
種
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
3
）　Corona, V

irus, D
isease, 

年
号
を
組
合
わ
せ
二
〇
二
〇
年
三
月
一
一
日
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
命
名
し
た
。https://w

w
w

.bbc.com
/

japanese/51470319

（
3
の
2
）　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
感
染
第
一
号
は
二
〇
一
九
年
一
二
月
武
漢
市
と
し
た
が
、
異
論
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
英
米
で
の
ゲ
ノ
ム
解
析
結
果

を
伝
え
る
二
〇
二
〇
年
六
月
二
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
二
面
「
中
国
感
染
昨
秋
か
ら
拡
大
か
・『
武
漢
発
生
源
』
異
論
も
」
参
照
。

（
4
）　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
、
本
感
染
症
が
欧
州
に
拡
大
し
た
二
〇
二
〇
年
三
月
一
一
日
よ
う
や
く
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
表
明

し
た
。https://m

edical.jiji.com
/topics/1576

（
5
）　

ペ
ス
ト
に
つ
い
て
、
加
藤
茂
孝
『
人
類
と
感
染
症
の
歴
史
―
未
知
な
る
恐
怖
を
超
え
て
』
三
一
頁
以
下
（
丸
善
出
版
、
二
〇
一
三
）、

石
・
前
掲
註（
1
）・
九
八
頁
以
下
参
照
。

（
6
）　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
つ
い
て
、
内
務
省
衛
生
局
『
流
行
性
感
冒
―
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
大
流
行
の
記
録
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
に
再
録
、

二
〇
〇
八
）、
速
水
融
『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
人
類
と
ウ
イ
ル
ス
の
第
一
次
世
界
戦
争
』（
藤
原
書
店
、
二
〇

〇
六
）、
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
「
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
精
密
分
析
」
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
五

六
巻
三
六
九
頁
（
二
〇
〇
五
）https://w

w
w

.tokyo-eiken.go./jp/sage/sage2005/

、
加
藤
・
前
掲
註（
5
）・
一
三
九
頁
以
下
、

石
・
前
掲
註（
1
）・
二
〇
一
頁
図
、
二
一
一
頁
以
下
、
二
一
五
頁
以
下
等
参
照
。

（
7
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
編
『
逐
条
解
説
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
』
四
―
五
頁
（
中
央
法
規
出
版
、

二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
、
国
内
で
約
二
千
万
人
が
罹
患
、
入
院
患
者
約
一
万
八
千
人
、
死
亡
者
二
〇
三
人
、
死
亡
率
〇
・
一
六
に
と
ど

ま
っ
た
。
加
藤
・
前
掲
註（
5
）・
二
〇
四
―
二
〇
五
頁
も
参
照
。

（
8
）　

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
「
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
」http://w

w
w

//kantei.go.jp/
jp/kikikanri/flu/sw

ineflu/

に
は
、
当
時
の
政
府
対
応
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
稿
執
筆

時
に
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
元
の
頁
が
本
感
染
症
対
策
に
塗
り
替
え
ら
れ
始
め
て
お
り
不
便
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
宮
村
達
男
監
修
・
和

田
耕
治
編
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）・
わ
が
国
に
お
け
る
対
応
と
今
後
の
課
題
』（
中
央
法
規
出
版
、
二
〇
一
一
）
は
、
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貴
重
で
あ
る
。

（
8
の
2
）　

よ
う
や
く
六
月
に
入
っ
て
「
検
証
コ
ロ
ナ
・
危
う
い
統
治
1
・
一
一
年
前
の
教
訓
放
置
」
二
〇
二
〇
年
六
月
九
日
付
日
本
経
済

新
聞
一
面
が
登
場
し
た
。

（
9
）　

滝
田
洋
一
『
コ
ロ
ナ
ク
ラ
イ
シ
ス
』（
日
本
プ
レ
ミ
ア
シ
リ
ー
ズ
。
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
二
〇
）。
滝
田
君
は
、
塾
在
学
中
に

私
の
ド
イ
ツ
法
文
献
講
読
等
を
受
講
し
た
。

（
9
の
2
）　

二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
一
面
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
武
漢
調
査
、
一
四
カ
国
が
『
懸
念
』。
遅
れ
や
透
明
性
問
題

視
」
参
照
。

（
9
の
3
）　

二
〇
二
〇
年
秋
に
な
っ
て
本
感
染
症
に
関
す
る
多
く
の
出
版
物
が
世
に
出
た
。
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
『
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
民
間
臨
時
調
査
会
調
査
・
検
証
報
告
書
』（
株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
。

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
に
強
制
力
を
伴
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
「
日
本
モ
デ
ル
」
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
を
関
係
者

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
め
て
検
証
す
る
も
の
だ
が
、
市
井
の
私
か
ら
す
れ
ば
腹
立
た
し
い
失
態
の
連
続
の
本
感
染
症
第
一
波
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
批
判
・
提
言
と
も
に
随
分
と
遠
慮
が
ち
な
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
単
著
の
も
の
と
し
て
竹
中
治
堅
『
コ
ロ
ナ
危
機
の
政
治
：

安
倍
政
権
vs
知
事
』（
中
央
公
論
新
社
、
同
年
一
一
月
）、
黒
木
登
志
夫
『
新
型
コ
ロ
ナ
の
科
学
：
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
そ
し
て
共
生
の
未
来

へ
』（
中
央
公
論
新
社
、
同
年
一
二
月
）
等
が
あ
る
。

（
10
）　

基
本
的
対
処
方
針
等
諮
問
委
員
会
第
4
回
配
付
資
料
・
参
考
資
料
2
「
基
本
的
対
処
方
針
に
係
る
背
景
資
料
」
よ
り
。https://

w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/yushikisyakaigi.htm

l＞

基
本
的
対
処
方
針
等
諮
問
委
員
会＞

開
催
状
況＞

第
4
回
資
料

（
11
）　
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
研
究
者
が
予
想
・
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
は
い
つ
か
」https://jp.sputniknew

s.com
/

covid-19/2020042777401588

参
照
。

（
12
）　

ハ
ー
バ
ー
ド
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
、R

eport: Projecting the transm
ission dynam

ics of SA
R

S-CoV
-2 through 

the postpandem
ic period, https://science.sciencem

ag.org/content/early/2020/04/14/science.abb5793.

要
約
がhttps://

w
w

w
.sankeibiz.jp/econom

e/new
s/200415/ecb2004151607012-nl.htm

　

ミ
ネ
ソ
タ
大
学
報
告
書CO

V
ID

-19 : T
he CID

RA
P 

V
iepoint, Part 1: T

he Future of the CO
V

ID
-19 Pandem

ic: Lessons from
 Pandem

ic Influenza　

概
要
がhttps://new

s.
yahoo.co.jp/byline/iizukam

akiko/20200502-00176425/

等
海
外
研
究
の
ほ
か
、「
今
求
め
ら
れ
る
対
策
は
？
」『
山
中
伸
弥
に
よ
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る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
情
報
発
信
」
二
〇
二
二
年
四
月
一
八
日https://w

w
w

.covid19-yam
anaka.com

/

「
二
〇
二
一
年
の
五
輪

開
催
、
有
効
な
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
な
け
れ
ば
難
し
い
＝
日
本
医
師
会
会
長
」https://jp.sputniknew

s.com
/japan/�

202004287403096/

等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
二
〇
二
〇
年
五
月
二
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
一
面
「
自
治
体
、
第
二
波
備
え
・
Ｐ

Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
・
政
府
の
動
き
に
先
行
」、
同
月
二
九
日
付
第
一
五
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
「
状
況
分
析
・

提
言
」
中
「
今
後
の
政
策
の
在
り
方
―
次
な
る
波

0

0

0

0

に
備
え
た
安
全
・
安
心
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」（
傍
点
引
用
者
）https://corona.

go.jp/expert-m
eeting/

、
同
月
三
〇
日
付
日
本
経
済
新
聞
二
面
「
感
染
『
第
2
波
』
警
戒
・
東
京
、
北
九
州
」、
出
村
政
彬
「
長
期
戦

略
の
模
索
―
第
二
波
に
備
え
る
」
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
五
〇
巻
七
号
五
六
頁
（
二
〇
二
〇
）
等
も
参
照
。

（
13
）　

藤
原
淳
一
郎
「
読
書
随
想
・
ベ
ル
イ
マ
ン
映
画
の
世
界
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
九
年
六
月
号
参
照
。

（
14
）　

デ
ン
ワ
ー
ス
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
息
へ
の
シ
ナ
リ
オ
」
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
・
前
掲
註（
12
）・
五
二
、
五
四
頁
に
よ
れ
ば
、
シ
カ
ゴ
大

学
疫
学
・
進
化
生
物
学
の
コ
ー
ビ
ー
氏
は
、「
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
ど
う
展
開
す
る
か
の
少
な
く
と
も
五
〇
％
は
社
会
と
政
治
の
問
題
」

と
い
う
。

（
14
の
2
）　

二
〇
二
〇
年
四
月
の
原
稿
は
、「
町
内
会
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
押
し
寄
せ
る
！
」
と
改
題
の
う
え
、
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
二
〇

二
〇
年
一
一
月
号
六
〇
～
六
五
頁
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
15
）　

二
〇
二
〇
年
七
月
一
二
日
付
藤
原
淳
一
郎
研
究
会
「
近
況
報
告
」
二
頁　

http://fujiw
arasem

inar.blogspot.com
/2020/07/�

202012.htm
l

（
16
）　

藤
原
淳
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
学
の
現
状
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
序
説
」
慶
應
義
塾
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
→

法
学
研
究
五
〇
巻
一
二
号
（
一
九
七
七
）
に
始
ま
り
、
比
較
的
最
近
で
は
同
「
三
・
一
一
以
後
の
電
力
市
場
序
説
（
一
）（
二
・
完
）」
同

誌
九
一
巻
九
号
・
一
〇
号
連
載
（
二
〇
一
八
）。

（
16
の
2
）　

右
の
法
学
研
究
九
一
巻
論
文
（
一
八
年
）
に
関
連
す
る
動
き
と
し
て
、
以
前
か
ら
の
悪
名
高
き
い
わ
ゆ
る
「
束
ね
法
案

0

0

0

0

」
で
あ

る
「
強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
二
〇
二
〇
年
六
月
五

日
成
立
し
た
。「
エ
ネ
強
靱
化
法
案
、
二
六
日
に
衆
院
通
過
へ
・
経
産
委
で
可
決
、
附
帯
決
議
も
」https://w

w
w

.denkishim
bun.

com
/archives/56577

、「
エ
ネ
供
給
強
靱
化
法
案
、
き
ょ
う
可
決
成
立
へ
・
参
院
経
産
委
、
附
帯
決
議
を
採
択
」
同
右
・/
archives/59031

、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靱
化
法
が
成
立
。
二
二
年
四
月
に
施
行
」https://w

w
w

.denkishim
bun.com

/sp/60613
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同
法
は
同
月
一
二
日
公
布
さ
れ
た
（
同
月
一
二
日
付
官
報
号
外
一
一
六
号
三
七
頁
。
令
和
二
法
律
四
九
号
）。
安
藤
利
昭
「
強
靱
か
つ

持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確
立
―
強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
立
法
と
調
査
四
二
三
号
一
七
頁
（
二
〇
二
〇
）、「
制
度
変
更
は
新
事
業
の
契
機
・
エ
ネ
強
靱
化
法
が
成
立
」
二
〇
二
〇
年
六
月

二
九
日
付
ガ
ス
事
業
新
聞
三
面
参
照
。

　

そ
の
後
、
同
年
七
月
一
日
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
が
再
開
さ
れ
、
配
付
資
料
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
現
状

と
課
題
」
の
目
次
に
、『
2
コ
ロ
ナ
を
起
因
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
変
化
』『
3
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
方
向
性
』
と
あ
る
。https://

w
w

w
.enecho.m

eti.go.jp/com
m

itettee/council/basic_policy_subcom
m

ittee/031/

「
コ
ロ
ナ
後
の
エ
ネ
政
策
、
基
本
政
策
分

科
会
で
審
議
へ
」
同
年
六
月
二
九
日
付
ガ
ス
事
業
新
聞
一
面
参
照
。

（
16
の
3
）　

藤
原
・
前
註（
16
）（
法
学
研
究
九
一
巻
）
論
文
は
、「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
原
子
力
と
石
炭
に
期
待
す
る
非
現
実
的
な
想

定
か
ら
の
脱
皮
」（
一
〇
号
二
七
～
二
八
頁
）、「
発
送
配
電
分
離
…
…
に
よ
る
副
作
用
に
警
鐘
」（
同
二
九
頁
）、「
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
主
役
に
す
え
る
シ
ス
テ
ム
改
革
」（
同
二
〇
、
三
一
～
三
二
頁
）
を
提
言
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
注
目
す
べ
き
二
報

道
が
あ
っ
た
。
第
一
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
再
生
エ
ネ
本
格
参
入
・
自
前
で
発
送
電
」
二
〇
二
〇
年
六
月
三
〇
日
付
日
本
経
済
新
聞
一
面
報
道
で
、

第
二
は
国
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
あ
げ
①
「
石
炭
火
力
抑
制
に
転
換
」
二
〇
二
〇
年
七
月
二
日
付
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
一
面
、
同
月
三
日

付
同
紙
三
面
、
同
日
同
紙
夕
刊
一
面
、
②
「
送
電
網
、
再
生
エ
ネ
優
先
」
同
月
三
日
付
同
紙
一
面
と
い
う
新
政
策
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
安
倍
晋
三
内
閣
を
引
継
い
だ
菅
義
偉
内
閣
は
、「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
ば
か
り
に
米
国
バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
に
追
随

す
る
形
で
、
脱
炭
素
政
策
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
。「
エ
ネ
政
策
不
作
為
の
一
〇
年
」
二
〇
二
一
年
三
月
一
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
三
面
、

「
脱
炭
素
［
二
〇
］
三
〇
年
目
標
壁
高
く
」
同
年
四
月
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
三
面
等
参
照
。
果
た
し
て
大
変
革
が
実
現
さ
れ
る
の
か
ど

う
か
を
含
め
て
、
藤
原
・
後
掲
註（
17
の
6
）で
予
告
済
み
の
別
稿
に
お
い
て
後
日
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
16
の
4
）　

藤
原
・
前
註（
16
）（
法
学
研
究
九
一
巻
）
論
文
に
お
い
て
指
摘
し
た
「
発
送
配
電
分
離
…
…
に
よ
る
副
作
用
」（
二
九
頁
）
に
関

連
し
て
、
た
と
え
ば
政
府
審
議
会
の
知
恵
袋
で
あ
る
松
村
敏
弘
「（
電
力
安
定
供
給
の
課
題
上
）
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
今
後
も
軸
に
」
二

〇
二
一
年
四
月
八
日
付
日
本
経
済
新
聞
二
五
面
は
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
下
旬
か
ら
二
〇
二
一
年
一
月
下
旬
に
か
け
て
の
電
力
卸
売
市
場

価
格
の
急
騰
は
、「
容
量
市
場
」
と
需
要
家
の
対
応
（
Ｄ
Ｒ
）
に
よ
る
需
要
抑
制
と
い
う
「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
対
応
可
能
と
し
て
、

「
需
要
逼
迫
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
行
き
過
ぎ
と
安
易
に
決
め
付
け
、
安
定
供
給
と
結
び
つ
け
て
国
民
の
不
安
を
あ
お
り
、
改
革
を
ゆ
が



56

法学研究 94 巻 12 号（2021：12）

め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
実
証
性
を
欠
く
単
な
る
理
論
上
の
「
仮
説
」
に
過
ぎ
ず
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す

れ
ば
万
事
め
で
た
し
め
で
た
し
と
の
経
済
学
者
の
モ
デ
ル
（
楽
観
的
シ
ナ
リ
オ
）
に
よ
る
「
決
め
付
け
」
で
は
な
い
か
ろ
う
か
。
慎
重
な

検
証
を
要
す
る
問
題
提
起
（
命
題
）
の
よ
う
思
わ
れ
る
。

（
17
）　

二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
［
Ｈ
5
Ｎ
1
］
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
同
年
二
月
一
七
日
）
は
、
離
島
・
山
間
部
等
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
「
地
域
封
じ
込
め
」

に
お
い
て
す
ら
、「
住
民
の
最
低
限
に
生
活
維
持
の
た
め
に
不
可
欠
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
、
電
気
0

0

、
ガ
ス
0

0

、
水
道
、
電
話
、
廃
棄
物

処
理
等
）
に
つ
い
て
は
、
提
供
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
（
傍
点
引
用
者
、
五
六
頁
）。http://w

w
w

.m
hlw

.
go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/09.htm

l

。
ま
た
本
稿
第
二
章
（
二
）
イ
で
述
べ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／

Ｈ
1
Ｎ
1
）
発
症
の
と
き
に
は
、
当
初
段
階
か
ら
「
基
本
的
対
処
方
針
」
に
お
い
て
「
電
気
0

0

・
ガ
ス
0

0

・
水
道
、
食
料
品
・
生
活
必
需
品
等

の
事
業
者
に
対
す
る
供
給
体
制
の
確
認
や
注
意
喚
起
」
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
（
傍
点
引
用
者
、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八
日
）http://

w
w

w
.kantei.go.jp/jp/kikikanri/flu/sw

ineflu/

〉
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
（
第
一
回
会
合
）
基
本
的
対
処
方
針
。

　

本
稿
第
二
章
（
二
）
ハ
で
述
べ
る
「
特
措
法
」
に
お
い
て
も
、
水
道
、
電
気
通
信
と
同
様
に
「
電
気
又
は
ガ
ス
の
供
給
…
…
そ
の
他
の

公
益
的
事
業
を
営
む
法
人
」
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
「
指
定
公
共
機
関
」（
二
条
六
号
）
又
は
知
事
指
定
の
「
指
定
地
方
公
共
機
関
」

（
二
条
七
号
）
に
該
当
す
る
も
の
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
電
気
及
び
ガ
ス
を
安
定
的
か
つ
適
切
に
供
給
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
（
五
二
条
一
項
）。

前
者
の
「
指
定
公
共
機
関
」
を
定
め
る
特
措
法
施
行
令
（
平
成
二
五
政
令
一
二
二
号
）
は
、
制
定
当
時
、
一
般
電
気
事
業
者
及
び
卸
電
気

事
業
者
（
同
令
三
条
一
九
号
ト
）、（
供
給
区
域
が
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
と
ど
ま
る
も
の
を
除
く
）
一
般
ガ
ス
事
業
者
（
同
号
チ
）

の
う
ち
「
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
し
て
公
示
す
る
も
の
」（
同
号
柱
書
）
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
規
制
改
革
に
よ
る
電
気
・
ガ
ス
両

事
業
法
の
改
正
に
よ
り
、「
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
し
て
公
示
す
る
も
の
」
と
の
条
文
柱
書
（
現
行
同
令
三
条
二
〇
号
）
は
変
わ
ら
な
い

が
、
電
気
は
一
般
送
配
電
事
業
者
（
電
気
事
業
法
二
条
一
項
九
号
）、
送
電
事
業
者
（
同
項
一
八
号
）
及
び
「
円
滑
に
実
施
さ
れ
な
い
こ

と
が
公
共
の
利
益
を
著
し
く
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
小
売
電
気
事
業
者
（
同
項
三
号
）
な
ら
び
に
発
電
事
業
者
（
同
項
一
五
号
）
と

改
正
さ
れ
（
現
行
特
措
法
施
行
令
三
条
二
〇
号
ト
）、
ガ
ス
は
、「
円
滑
に
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
が
公
共
の
利
益
を
著
し
く
阻
害
す
る
と
認

め
ら
れ
る
」
ガ
ス
小
売
事
業
者
（
ガ
ス
事
業
法
二
条
三
項
）、（
供
給
区
域
が
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
と
ど
ま
る
も
の
を
除
く
）
一
般
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ガ
ス
導
管
事
業
者
（
同
法
同
条
六
項
）、
ガ
ス
製
造
事
業
者
（
同
条
一
〇
項
）
へ
と
改
正
さ
れ
た
（
現
行
特
措
法
施
行
令
三
条
二
〇
号
チ
）。

　

こ
の
よ
う
に
電
気
及
び
ガ
ス
事
業
は
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
事
業
所
内
で
感
染
者
が
出
て
も
、
事
業
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

感
染
症
だ
け
で
も
大
変
だ
が
、
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
て
、
万
一
地
震
、
津
波
、
風
水
害
等
の
自
然
災
害
が
加
わ
れ
ば
、
事
業
者
は
感
染

予
防
を
は
か
り
つ
つ
も
復
旧
作
業
に
従
事
す
る
責
務
も
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
角
田
憲
司
「
地
方
ガ
ス
将
来
展
望
6
・
未
知
の
危
機

管
理
」
二
〇
二
〇
年
五
月
一
八
日
付
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
二
面
参
照
。

　

私
が
い
ま
思
い
付
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
社
会
変
化
の
ほ
ん
の
一
例
と
し
て
、
部
分
的
に
せ
よ
オ
フ
ィ
ス
勤
務
か
ら
在
宅
勤
務

へ
の
シ
フ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
を
問
わ
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
変
化
を
き
た
す
。
た
と
え
ば
都
心
中
心
の

地
域
熱
供
給
の
役
割
の
低
下
、
家
庭
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
戸
建
て
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
）
の
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
重
要
性
、
配
電
レ
ベ

ル
で
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
等
の
役
割
の
増
大
等
々
が
必
至
の
課
題
群
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

よ
り
長
期
的
視
点
と
し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
氏
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
週
刊
東
洋
経
済
六
九
二
〇
号
七
四
、
七
五
頁
に
お
い
て
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
息
後
は
「
生
命
経
済
」
こ
そ
が
長
期
的
課
題
で
あ
る
と
し
て
「
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
一
例
に
挙
げ
て
い
る
。

（
17
の
2
）　

電
力
規
制
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
、
旧
電
力
十
社
及
び
電
源
開
発
株
式
会
社
の
送
配
電
部
門
が
分
社
化

さ
れ
た
（
藤
原
淳
一
郎
・
前
掲
註（
16
）・
九
一
巻
一
〇
号
・
四
頁
参
照
）。「
法
的
分
離
」
の
形
態
は
、
先
行
の
東
京
電
力
（
同
・
七
頁
）

と
中
部
電
力
が
持
株
会
社
方
式
（
＝
送
配
電
は
持
株
会
社
の
子
会
社
）、
他
社
は
「
発
電
・
小
売
親
会
社
」
方
式
（
送
配
電
は
発
電
・
小

売
親
会
社
の
子
会
社
）
に
分
か
れ
た
。「
発
送
電
部
門
の
法
的
分
離
（
発
送
電
分
離
）
実
施
」
Ｅ
ｎ
ｅ
ｌ
ｏ
ｇ
四
二
号
（
電
気
事
業
連
合

会
、
二
〇
二
〇
年
）、
伊
藤
敏
憲
「
発
送
電
分
離
、
料
金
影
響
は
当
面
な
し
、
安
全
・
安
定
供
給
の
命
題
は
変
わ
ら
ず
」
同
右
・
所
収
参

照
。

（
17
の
3
）　

塙
和
也
「
再
生
エ
ネ
、
コ
ロ
ナ
下
で
脚
光
」
二
〇
二
〇
年
六
月
一
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
五
面
は
、
太
陽
光
・
風
力
等
は
、
火

力
・
原
子
力
発
電
に
比
べ
て
運
転
に
人
手
が
か
か
ら
な
い
利
点
も
あ
る
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
や
導
入
計
画
の
遅
れ
も
あ
っ
て

「
今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
変
化
が
新
常
態
と
な
る
か
は
不
透
明
」
と
指
摘
す
る
。

（
17
の
4
）　
「
コ
ロ
ナ
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
事
業
モ
デ
ル
に
影
響
大
」
二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
付
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
一
面
も
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
大
き
く
変
え
て
い
く
可
能
性
」
を
述
べ
る
。
金
田
武
司
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
・
業
界
に
も
た
ら
す
も
の
」
Ｅ
ｎ
ｅ
ｌ
ｏ
ｇ
・
前
掲
註（
17
の
2
）・
所
収
、
松
尾
博
文
「
経
営
の
視
点
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
条
件
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は
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保
の
新
常
態
」
二
〇
二
〇
年
六
月
八
日
付
日
本
経
済
新
聞
五
面
等
参
照
。

（
17
の
5
）　

第
九
回
公
益
事
業
学
会
政
策
研
究
会
（
電
力
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
電
力
自
由
化
二
〇
年
の
検
証
と
二
〇
五
〇
年
へ
の
展
望
・
抄

録
」（
二
〇
二
一
年
一
月
一
八
日
）http://w

w
w

.jspu-koeki.jp/sim
po/docs/20210118_sym

posium
.pdf

、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か

ら
穴
山
悌
三
「
マ
ク
ロ
制
度
設
計
（
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
）」http://w
w

w
.denkishim

bun.co/pb5012h/w
p-content/uploads/�

2021/01/20210118_003.pdf

、「
座
談
会
・
安
定
供
給
と
脱
炭
素
の
両
立
探
る
。
総
合
力
×
技
術
革
新
で
推
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
二
〇
二
一
年
三
月
三
〇
日
付
日
本
経
済
新
聞
二
四
～
二
五
面
等
参
照
。

（
17
の
6
）　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
八
日
付
藤
原
淳
一
郎
研
究
会
「
近
況
報
告
」http://fujiw

arasem
inar.blogspot.com

/2020/10/�
20201028.htm

l二　

感
染
症
対
応
法
令

　

本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
へ
の
初
動
態
勢
を
分
析
す
る
準
備
作
業
と
し
て
、
本
章
で
は
、
本
感
染
症
へ
の
対
応
に
も
用
い
ら
れ

た
代
表
的
な
い
く
つ
か
の
法
律
（
表
1
参
照
）
の
う
ち
、「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
「
感
染
症
法

0

0

0

0

」
と
い
う
）
及
び
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」（
以
下
「
特
措
法

0

0

0

」
と
い
う
）
の
二
法
に
限
っ

て
概
観
す
る
。

　

右
の
二
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
多
の
法
的
論
点
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
細
部
が
気
に
な
り
だ
す
と
切
り
が
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

本
感
染
症
と
の
関
連
性
を
意
識
し
、
そ
の
他
の
個
別
論
点
に
は
極
力
深
入
り
し
な
い
こ
と
に
し
た
い
。
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（
1
）　

感
染
症
法
（
一
九
九
八
年
）

（
イ
）　�

旧
・
伝
染
病
予
防
法
（
一
八
九
七
年
）
か
ら
感
染
症
法

へ

　

後
期
高
齢
者
世
代
に
と
っ
て
は
、「
伝
染
病
」
と
い
う
言
葉

か
ら
は
、「
行
政
法
総
論
」
の
教
科
書
に
お
い
て
「
即
時
強
制
」

の
項
で
旧
・
伝
染
病
予
防
法

0

0

0

0

0

0

（
明
治
三
〇
法
律
三
六
号
）
の
強

制
隔
離
・
交
通
遮
断
（
七
、
八
、
一
九
条
）、
強
制
入
院
（
七

条
）、
健
康
診
断
の
強
制
（
一
九
条
）
と
い
っ
た
こ
と
が
お
馴
染

み
で
あ
る（（1
（

。

　

と
こ
ろ
が
「
伝
染
病
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
行
法
典
で
は
家

畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
六
法
律
一
六
六
号（

（1
（

）
の
よ
う
に

「
農
業
・
家
畜
関
係
を
除
い
て
は
、
公
的
な
文
書
や
機
関
名
で

は
感
染
症

0

0

0

に
ほ
ぼ
統
一
」（
傍
点
引
用
者
）
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る（（2
（

。

　

ち
な
み
に
伝
染
病
概
念
と
感
染
症
概
念
と
の
関
係
は
、「
細

菌
、
ウ
イ
ル
ス
等
の
病
原
体
が
人
体
に
入
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
疾
病
」
が
「
感
染
症
」
で
あ
り
、
そ
の
感
染
症
の
う
ち
「
人

か
ら
人
へ
の
感
染
が
あ
る
疾
病
」
が
「
伝
染
病
」
で
あ
る（（2
（

。

感染症法
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成
10 法 114 号）

パンデミック特別法 新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24 法 31 号）

医療行為及び医療機関
医師法（昭和 23 法 201 号）
医療法（昭和 23 法 205 号）

医薬品（ワクチン・治療薬）
医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法
律

（題名の「薬事法」を平成 25 法 84 号により改めた）

予防接種及び健康被害救済

予防接種法（昭和 23 法 68 号）
新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等に関する特別
措置法

（平成 21 法 98 号。題名の「等」を平成 23 法 85 号により削除）

水際対策
検疫法（昭和 26 法 201 号）
出入国管理及び難民認定法（昭和 26 法 319 号）

休校措置
学校保健安全法（昭和 33 法 56 号）20 条。同条でいう「設置者」
について学校教育法（昭和 23 法 26 号）２条、地方教育行政の組織
及び運営に関する法律（昭和 31 法 162）21 条１号参照。

表 1　パンデミック対策関連の主な法律

（Ｃ）Copyright by Junichiro FUJIWARA, 2021　All Rights Reserved
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Ａ　

感
染
症
法
の
制
定
経
緯

　

第
一
次
橋
本
龍
太
郎
内
閣
（
菅
直
人
厚
生
大
臣
）
の
一
九
九
六
年
、
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
は
、
感
染
症
対
策
の
抜

本
的
見
直
し
を
図
る
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
、
同
年
、
同
部
会
に
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
設
け
た
。
第
二
次
橋
本
龍
太
郎
内
閣

（
小
泉
純
一
郎
厚
生
大
臣
）
に
か
わ
っ
た
翌
一
九
九
七
年
、
同
委
員
会
は
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
（
以
下
、「
小
委
報
告
書

0

0

0

0

0

」
と
い
う（

（2
（

）。

そ
の
翌
一
九
九
八
年
、
政
府
は
法
案
作
成
作
業
に
入
り
、
同
年
の
第
一
四
二
回
国
会
に
、
伝
染
病
予
防
法
、
性
病
予
防
法
（
昭
和
二

三
法
律
一
六
七
号
）、
後
天
的
免
疫
不
全
症
候
群
の
予
防
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
二
号
）
の
三
法
を
廃
止
し
「
感
染
症
法
」

に
統
合
す
る
と
い
う
「
感
染
症
法
案
」
が
上
程
さ
れ
た
（
同
法
案
附
則
三
条
）。
同
法
案
は
、
参
議
院
先
議
で
同
年
四
月
に
国
民
福
祉

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
法
案
一
部
修
正
の
う
え
委
員
会
及
び
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
五
月
に
衆
議
院
に
送
ら
れ
た
。
衆
議
院
は
厚
生

委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審
議
に
な
っ
た
。
同
年
九
月
、
小
淵
恵
三
内
閣
（
宮
下
創
平
厚
生
大
臣
）
の
第
一
四
三
回
国
会
で
、
衆
議

院
の
厚
生
委
員
会
及
び
本
会
議
で
感
染
症
法
案
を
一
部
修
正
の
う
え
可
決
し
、
修
正
案
と
と
も
に
再
度
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。
同

月
、
参
議
院
は
国
民
福
祉
委
員
会
及
び
本
会
議
で
、
衆
議
院
通
過
の
修
正
案
ど
お
り
感
染
症
法
案
を
可
決
し
、
成
立
を
み
た（（2
（

。
こ
れ

が
感
染
症
法

0

0

0

0

（
平
成
一
〇
法
律
一
一
四
号
）
で
あ
る
。

　

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
六
法
律
九
六
号
）
は
右
の
感
染
症
法
に
は
含
ま
れ
ず
、
別
個
の
法
律
と
し
て
存
続
し
た
。
二
〇
〇
六
年
、

第
三
次
小
泉
純
一
郎
内
閣
の
も
と
で
の
第
一
六
四
回
国
会
に
「
感
染
症
法
の
一
部
改
正
法
」
が
上
程
さ
れ
、
同
年
、
第
一
次
安
倍
晋

三
内
閣
の
も
と
で
の
第
一
六
五
回
国
会
で
成
立
し
（
平
成
一
八
法
律
一
〇
六
号
）、
結
核
予
防
法
は
、
改
正
法
附
則
二
条
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
て
、
結
核
は
感
染
症
法
の
「
二
類
感
染
症
」（
感
染
症
法
六
条
三
項
）
に
位
置
付
け
ら
れ
た（（2
（

。

Ｂ　

感
染
症
法
の
制
定
理
由

　

小
委
報
告
書
は
、
感
染
症
対
策
の
見
直
し
の
必
要
性
と
し
て
、
第
一
に
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
新
興
感
染
症
や
、
制
圧
し
た
と
考
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え
ら
れ
て
い
た
結
核
・
マ
ラ
リ
ヤ
等
の
再
興
感
染
症
が
世
界
的
に
問
題
と
な
り
、
国
際
交
流
の
活
発
化
・
航
空
機
に
よ
る
迅
速
大
量

輸
送
に
よ
っ
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
水
際
防
疫
に
よ
る
感
染
症
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
に

限
界
が
あ
る
等
の
「
感
染
症
の
発
生

0

0

0

0

0

0

・
拡
大
の
状
況
の
変
化

0

0

0

0

0

0

0

0

」、
第
二
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
始
め
と
す
る
感
染
症
患
者
へ
の
差
別
・

偏
見
の
反
省
、
過
去
脅
威
と
な
っ
て
い
た
感
染
症
へ
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
も
あ
り
、
一
律
の

0

0

0

「
隔
離
0

0

」
対
策
無
用

0

0

0

0

等
か
ら
、
良
質
か
つ

0

0

0

0

適
切
な
医
療
を
提
供
し
早
期
の
社
会
復
帰

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
仕
組
み
の
構
築
、
新
し
い
時
代
の
感
染
症
対
策
に
お
い
て
患
者
・
感
染
者
の
人
権
の
尊

0

0

0

0

重0

、
原
因
不
明
の
感
染
症
等
の
危
機
に
際
し
国
、
地
方
公
共
団
体
等
関
係
機
関
の
連
携
及
び
関
連
情
報
の
提
供
・
公
開
に
よ
り
一
般

国
民
、
医
療
関
係
者
、
報
道
機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
適
時
・
適
切
な
対
応
を
図
る
と
い
う
「
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
医
療
の

提
供
と
国
民
の
理
解
・
協
力
を
得
た
総
合
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
」、
第
三
に
「
現
行
伝
染
病
予
防
法
等
の
問
題
点
」
と
し
て
、

伝
染
病
予
防
法
は
制
定
後
百
年
経
ち
、
こ
の
間
、
国
民
生
活
・
公
衆
衛
生
水
準
の
向
上
、
国
民
の
健
康
・
衛
生
意
識
の
向
上
、
医

学
・
医
療
の
進
歩
、
高
齢
者
等
の
増
加
に
よ
る
感
染
者
の
増
加
、
人
権
の
尊
重
及
び
行
政
の
公
正
透
明
化
へ
の
要
請
等
、
諸
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め
、
現
行
法
体
系
で
は

0

0

0

0

0

0

0

、
新
し
い
時
代
の
感
染
症
対
策
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
指
摘
す
る

（
傍
点
引
用
者
）。

　

小
委
報
告
書
は
、
現
行
法
の
問
題
点
の
具
体
例
と
し
て
八
例
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
法
定
伝
染
病
と
し
て
の
対
応
が
不
要
と

な
っ
た
感
染
症
が
あ
る
一
方
で
、
危
険
が
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
性
出
血
熱
等
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二

に
法
定
伝
染
病
に
つ
い
て
、
法
文
上
は
発
動
す
る
措
置
が
一
律
で
硬
直
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
第
三
に
患
者
等
へ
の
行
動
制
限
に
際
し
、
人
権
尊
重
の

0

0

0

0

0

観
点
0

0

か
ら
の
体
系
的
手
続
き
保
障

0

0

0

0

0

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
第
四
に
原
因
不
明
の
感
染
症
の
発
生
や
感
染
症
集
団
発
生

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
っ
た
国

民
の
健
康
危
機
に
適
切
に
対
応
出
来
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
第
五
に
患
者
に
対
す
る
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
の
視

点
が
欠
け
て
い
る
。
第
六
に
動
物
由
来
感
染
症
に
係
る
対
策

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
第
七
に
検
疫
体
制

0

0

0

0

に
つ
い
て
、
国
内
制
度
と

の
連
携
。
第
八
に
、
個
別
の
感
染
症
ご
と
の
立
法
が
、
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
傍
点



62

法学研究 94 巻 12 号（2021：12）

引
用
者（

（2
（

）。

　

右
の
小
委
報
告
書
の
問
題
意
識
は
、
国
会
に
お
け
る
大
臣
の
感
染
症
法
案
提
案
理
由
に
、
ほ
ぼ
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
新
興
感
染
症
、
再
興
感
染
症
等
の
感
染
症
の
脅
威
を
背
景
に
、
伝
染
病
予
防
法
は
、
①
強
制
的
な
予
防

措
置
が
す
で
に
不
要
な
感
染
症
を
法
定
伝
染
病
に
位
置
づ
け
る
一
方
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
危
険
な

感
染
症
が
法
の
対
象
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
感
染
症
の
予
防
措
置
に
関
し
、
感
染
症
が
発
生
し
た
事
後
の
対
応
に
偏
っ
て
い
る

こ
と
、
③
患
者
に
対
す
る
行
動
制
限
に
関
し
、
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
の
体
系
的
な
手
続
保
障
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
等

の
点
で
「
時
代
の
要
請
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、「
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
感
染
症
予

防
対
策
の
推
進
と
、
こ
れ
に
伴
う
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
」
感
染
症
法
案
を
提
案
し
た
と
い
う
の
で
あ
る（（2
（

。
ま
た
逐
条
書
も
、

「
患
者
の
隔
離
と
い
っ
た
強
制
的
な
予
防
措
置
を
中
心
と
し
て
き
た
」
が
、「
感
染
症
の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
重
点
を
お

く
と
い
う
考
え
か
ら
、
患
者
に
対
し
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
提
供
し
、
患
者
を
早
期
に
社
会
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
視
点
［
の
欠

落
］
や
、
人
権
に
配
慮

0

0

0

0

0

し
た
適
正
な
手
続
き
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、「
感
染
症
法
に
お
い
て

は
『
感
染
症
』
の
患
者
に
関
す
る
医
療
』
の
提
供
を
例
示
的
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
法
律
の
名
称
を
『
感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
』
と
し
、
予
防
及
び
医
療
に
つ
い
て
規
定
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
（
（
（2
（2
（2
（

。

　

漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
の
旧
・
伝
染
病
予
防
法
か
ら
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
の
感
染
症
法
に
か
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
し
て
、

た
と
え
ば
入
院
措
置
規
定

0

0

0

0

0

0

を
み
る
と
、
旧
伝
染
病
予
防
法
は
「
伝
染
病
患
者
ヲ
伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎
其
ノ
他
適
当
ノ
場
所
ニ
入
ラ

シ
ム
ヘま
ま

シ
」（
旧
伝
染
病
予
防
法
七
条
）
と
の
み
規
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
感
染
症
法
は
、
入
院
勧
告
（
同
法
一
九
条
一
項
。
二
三
条

で
書
面
）
に
適
切
な
説
明
の
努
力
義
務
（
同
条
二
項
）
を
課
し
、「
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
に
初
め
て
「
入
院
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
条
三
項
。
二
三
条
で
書
面
）
と
規
定
す
る（（2
（

。
さ
ら
に
一
〇
日
以
内
の
入
院
延
長
の
と
き
に
は
、
入
院
勧
告

（
同
法
二
〇
条
一
項
。
二
三
条
で
書
面
）
と
説
明
（
同
条
六
項
）
の
ほ
か
に
、
意
見
聴
取
・
原
因
事
実
の
通
知
（
二
三
条
で
書
面
に
よ
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る
）・
聴
取
書
作
成
（
同
条
六
か
ら
八
項
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
述
の
新
感
染
症
（
六
条
九
項
）
に
つ
い
て
も
、
勧
告
（
四
六

条
一
項
）
と
説
明
（
同
条
五
項
）
の
ほ
か
に
、
入
院
延
長
の
と
き
と
同
様
、
意
見
聴
取
・
原
因
事
実
の
通
知
・
聴
取
書
作
成
（
同
条
五

か
ら
八
項
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）　

代
表
的
に
は
田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
上
巻
全
訂
第
二
版
』
一
八
二
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
七
四
）。

（
19
）　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
研
究
会
編
著
『
逐
条
解
説
家
畜
伝
染
病
予
防
法
』
四
頁
（
大
成
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
に
あ
る
よ
う
に
、
同
法

は
旧
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
大
正
一
一
法
律
二
九
号
）
を
全
面
改
正
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
豚
コ
レ
ラ
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
に
は
、
同
法
（
一
部
改
正
を
含
む
）
で
対
応
し
て
き
て
い
る
。
同
書
・
一
一
～
一
二
、
一
七
～
一
九
、
二
〇
～
二
一
頁
参
照
。
な
お

「
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
」（
同
法
二
条
一
項
表
一
五
）
の
う
ち
牛
に
か
か
わ
る
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
に
つ
い
て
は
、「
牛
海
綿
状

脳
症
対
策
特
別
措
置
法
」（
平
成
一
四
法
律
七
〇
号
）
が
あ
る
。

（
20
）　

石
・
前
掲
註（
1
）・
三
―
四
頁
。

（
21
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
五
二
頁
。

（
22
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
「
新
し
い
時
代
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
・
報
告
書
」（
一
九
九
七

年
一
二
月
八
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/w
w

w
1/shingi/s1208-1.htm

l

（
23
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
六
―
七
頁
。

（
24
）　

結
核
予
防
法
の
廃
止
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
・
同
右
・
一
三
、
三
八
八
～
三
八
九
頁
。
な
お
私
が
小
学
生
当
時
受
け
た
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
及
び
同
検
査
陰
性
者
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
、
す
で
に
結
核
予
防
法
時
代
に
緩
和
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
同
書
・
二
六
～
三

〇
頁
。

（
25
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
二
―
三
頁
。

（
26
）　

小
泉
大
臣
・
第
一
四
二
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
三
号
二
頁
（
一
九
九
八
年
五
月
二
二
日
）。

（
27
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
二
五
頁
。

（
27
の
2
）　
「
コ
ロ
ナ
が
映
す
法
の
穴
・
感
染
症
法
・
検
疫
法
」
二
〇
二
〇
年
七
月
八
日
付
日
本
経
済
新
聞
四
面
は
、「
感
染
症
法
は
総
則
で
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国
や
自
治
体
が
と
る
措
置
に
つ
い
て
人
権
の
尊
重
を
求
め
る
。
か
つ
て
患
者
を
強
制
的
に
隔
離
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
反
省
か
ら
、
私
権

制
限
に
抑
制
的
な
対
応
に
な
り
が
ち
」
と
い
う
。

（
28
）　

本
稿
で
は
詳
論
し
な
い
が
、
強
制
入
院
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
、
塩
野
宏
『
行
政
法
・
第
六
版
』
二
七
九
頁
註
（
1
）（
有
斐
閣
、
二

〇
一
五
）、
藤
田
宙
靖
『
行
政
法
総
論
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
三
）
三
二
一
―
三
二
二
頁
、
阿
部
泰
隆
『
行
政
法
再
入
門
上
・
第
二
版
』

三
七
六
頁
（
信
山
社
、
二
〇
一
六
）
等
参
照
。

Ｃ　

感
染
症
法
の
主
要
論
点

　

感
染
症
法
案
を
め
ぐ
る
国
会
審
議
の
委
員
会
会
議
録
を
読
む
と
、
総
論
的
な
意
味
で
法
案
の
法
的
論
点
と
し
て
は
、
①
感
染
症
の

分
類
学
（
類
型
論
）、
②
患
者
の
人
権
論
、
③
法
案
と
国
際
ル
ー
ル
と
の
整
合
性
と
い
う
三
大
論
点
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
う
ち
①
感
染
症
の
分
類
学
は
、
感
染
症
法
の
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
へ
の
適
用
の
場
面
で
も
本
稿
二
（
2
）
で
検
討
す
る

特
措
法
と
の
関
連
で
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
②
人
権
論
は
、
感
染
症
の
分
類
学
に
よ
る
入
院
を
含
む
「
行
動
制
限
」
と
関
連
す
る

同
じ
く
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
会
審
議
で
は
目
だ
っ
た
質
疑
は
な
か
っ
た
が
、
本
稿
二
（
2
）
で
述
べ
る
特
措
法
と
の

関
係
で
い
え
ば
、
本
感
染
症
の
よ
う
な
集
団
発
生
の
と
き
の
対
応
を
ど
の
程
度
想
定
す
る
か
も
、
論
点
に
な
ろ
う
。

（
ａ
）　

感
染
症
の
分
類
学
（
類
型
論
）

　

ま
ず
一
九
九
七
年
の
小
委
報
告
書

0

0

0

0

0

は
、
感
染
症
の
感
染
力
・
重
篤
性
に
応
じ
た
医
療
の
提
供
と
感
染
症
発
生
・
拡
大
防
止
の
た
め

の
必
要
最
小
限
で
均
衡
の
と
れ
た
行
動
制
限
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
感
染
症
類
型
の
再
整
理
が
必
要
と
し
て
、
類
型
化
の
案
を
示
し

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
危
険
性
が
高
く
な
く
入
院
勧
告
・
入
院
命
令
に
基
づ
く
感
染
症
指
定
病
棟
（
床
）
へ
の
入
院
は
必
要
な
い
が
、
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国
等
の
発
生
動
向
調
査
結
果
に
基
づ
く
情
報
を
国
民
や
医
療
関
係
者
に
提
供
・
公
開
し
、
発
生
・
拡
大
を
防
止
す
べ
き
「
一
号
感
染

症
」。
例
と
し
て
、
Ａ
群
溶
連
菌
咽
頭
炎
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
症
、
破
傷
風
、
百
日
咳
等
。

　

②
同
じ
く
感
染
症
指
定
病
棟
（
床
）
へ
の
入
院
は
必
要
な
い
が
、
特
定
の
職
種
へ
の
就
業
に
よ
っ
て
感
染
症
の
集
団
発
生
を
起
こ

し
得
る
た
め
、
就
業
制
限
す
べ
き
「
二
号
感
染
症
」。
例
と
し
て
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
。

　

③
感
染
力
・
重
篤
性
等
の
総
合
的
観
点
か
ら
危
険
性
が
高
く
、
状
況
に
応
じ
て
入
院
勧
告
又
は
命
令
に
基
づ
く
感
染
症
指
定
病
棟

（
床
）
へ
の
入
院
を
求
め
る
「
三
号
感
染
症
」。
例
と
し
て
、
コ
レ
ラ
、
細
菌
性
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
ジ
フ
テ
リ
ア
等
。

　

④
感
染
力
・
重
篤
性
等
の
総
合
的
観
点
か
ら
危
険
性
が
極
め
て

0

0

0

高
く
、
原
則
と
し
て
入
院
勧
告
又
は
命
令
に
基
づ
く
感
染
症
指
定

病
棟
（
床
）
へ
の
入
院
を
求
め
る
「
四
号
感
染
症
」。
例
と
し
て
、
ペ
ス
ト
、
ラ
ッ
サ
熱
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
。

　

⑤
上
記
の
各
感
染
症
類
型
に
規
定
さ
れ
る
感
染
症
を
含
め
た
既
知
の
感
染
症

0

0

0

0

0

0

で
は
な
い
が
、
感
染
力
が
強
く
か
つ
症
状
が
重
篤
で
、

予
防
・
治
療
法
が
決
定
さ
れ
な
い
「
原
因
不
明
の
感
染
症
」。

　

翌
年
の
感
染
症
法
案

0

0

0

0

0

は
、
①
小
委
報
告
書
の
四
号
感
染
症
を
「
一
類
感
染
症
」、
②
三
号
感
染
症
を
「
二
類
感
染
症
」、
③
二
号
感

染
症
を
「
三
類
感
染
症
」、
④
一
号
感
染
症
を
「
四
類
感
染
症
」
と
し
、
一
類
か
ら
三
類
は
法
文
上
感
染
症
名
を
限
定
列
挙
す
る

（
六
条
二
か
ら
四
号
）。
四
類
に
限
っ
て
感
染
症
名
は
例
示
に
と
ど
ま
り
「
そ
の
他
の
感
染
性
の
疾
病
で
あ
っ
て
、
国
民
の
生
命
及
び

健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
省
令
で
定
め
る
も
の
」（
同
条
五
号
）
と
す
る
。
そ
し
て
感
染
症

の
分
類
の
順
序
が
小
委
と
法
案
と
で
逆
転
し
て
い
る
の
は
、
政
府
答
弁
に
よ
れ
ば
、「
限
定
列
挙
で
き
る
類
型
を
先
に
明
記
す
る
と

い
う
こ
と
が
基
本
的
な
［
立
法
］
技
術
で
あ
る
と
の
法
制
局
の
意
見
」
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
す
る（（2
（

。

　

小
委
報
告
書
で
は
五
番
目
に
「
原
因
不
明
の
感
染
症
」
を
掲
げ
た
が
、
法
案
は
⑤
「
感
染
性
の
疾
病
（
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染

症
及
び
三
類
感
染
症
を
除
く
0

0

）
で
あ
っ
て
、
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
準
用
し
な
け
れ
ば
、
国
民
の
生

命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る

0

0

0

0

0

0

」
指
定
感
染
症

0

0

0

0

0

（
法
案
同
六
項
。
現
・
八
項
）、
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⑥
「
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
で
あ
っ
て
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
症
の
疾
病
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
病
状
又
は
治
療
の
結
果

が
明
ら
か
に
異
な
る

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で
、
当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
程
度
が
重
篤

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
疾
病
の
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
新
感
染
症

0

0

0

0

（
同
条
七
項
。
現
・
九
項
）
の
二
類
型
を
加

え
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
一
類
か
ら
四
類
ま
で
の
四
分
類
に
つ
い
て
、
妥
当
な
分
類
か
ど
う
か
の
質
問（（3
（

に
対
し
て
参
考
人
は
、「
今
現
在
の
時
点

で
は
妥
当
」
だ
が
、
病
原
体
は
大
変
な
勢
い
で
変
化
す
る
た
め
、
変
化
が
起
こ
っ
た
と
き
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い（（3
（

と
答
え
て
い
る
。
ま
た
病
名
に
よ
る
類
型
化
か
、
症
候
群
に
よ
る
類
型
化
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
質

問
（
（3
（

に
対
し
て
、
政
府
は
、
病
名
に
よ
る
類
型
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
法
律
が
対
象
と
す
る
感
染
症
が
明
確
に
分
か
る
こ
と
、
②

発
生
動
向
調
査
を
通
じ
、
一
般
国
民
や
医
療
関
係
者
が
、
感
染
症
の
流
行
［
状
況
］・
予
防
を
容
易
に
判
断
出
来
る
こ
と
、
③
就
業

制
限
・
入
院
勧
告
の
際
に
不
必
要
な
行
動
制
限
を
強
い
る
危
険
性
が
な
い
こ
と
、
④
入
院
勧
告
に
基
づ
く
入
院
患
者
に
最
も
効
果
的

な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
⑤
病
名
診
断
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
⑥
個
別
感
染
症
に
つ

い
て
危
険
な
疾
患
と
の
認
識
が
生
ま
れ
や
す
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
他
方
、
症
候
群
に
よ
る
類
型
化
は
［
病
名
に
よ
る
類
型
化
の
裏
返

し
で
］、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
症
状
で
判
断
出
来
る
た
め
、
判
断
ま
で
の
時
間
が
短
い
こ
と
、
②
個
別
感
染
症
に
つ
い
て
危
険
な

疾
患
と
の
認
識
が
生
ま
れ
に
く
い
こ
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
③
法
律
が
対
象
と
す
る
感
染
症
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
、
④
発
生

動
向
調
査
を
実
施
し
て
も
、
一
般
国
民
や
医
療
関
係
者
が
、
ど
の
よ
う
な
危
険
性
を
有
す
る
感
染
症
が
流
行
し
て
い
て
ど
の
よ
う
な

予
防
を
行
う
べ
き
か
判
断
出
来
に
く
い
こ
と
、
⑤
就
業
制
限
・
入
院
勧
告
の
際
に
不
必
要
な
人
に
行
動
制
限
を
強
い
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
を
挙
げ
る（（3
（

。
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（
ｂ
）　�

感
染
症
の
分
類
学
そ
の
2

―
―
指
定
感
染
症
と
新
感

染
症
に
特
化
し
て

　

法
案
に
お
け
る
感
染
症
の
分
類

学
に
つ
い
て
、
議
会
の
質
疑
で
最

も
議
論
を
呼
ん
だ
の
が
、
指
定
感

0

0

0

染
症
0

0

（
法
案
六
条
六
項
）
と
「
新0

感
染
症

0

0

0

」（
同
条
七
項
）
の
そ
れ

ぞ
れ
の
「
定
義
が
大
変
あ
い
ま
い

に
過
ぎ
る（（3
（

」
と
い
う
こ
と
や
、
両

概
念
の
関
係
を
含
め
両
概
念
の
理

解
の
仕
方
で
あ
る
。

　

予
め
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る

の
は
、
指
定
感
染
症
と
新
感
染
症

と
は
、
当
該
疾
病
が
「
既
知
」
か

「
未
知
」
か
だ
け
で
は
な
く
、
人

的
及
び
物
的
に
と
り
得
る
「
措

置
」
に
差
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

表0

20
に
示
す
よ
う
に
、「
指
定
感

分類 指定方法 対人措置 対物措置

一類感染症
（6 条 2 項）

「法律」
エボラ出血熱、

ペスト等

原則入院
（19 〜 20 条）

消毒等（27 条等）
例外的に建物立入制限・禁止

（32 条 ）、 交 通 制 限・ 遮 断
（33 条）

二類感染症
（6 条 3 項）

「法律」 状況に応じて入院（26 条で
準用）

消毒等
（27 条等）

三類感染症
（6 条 4 項）

「法律」 特定職種の就業制限（18 条） 消毒等
（27 条等）

四類感染症
（6 条 5 項）

「法律例示」
＋省令

発生動向調査

指定感染症
（6 条 6 項）

「政令」 一類から三類に準じた対人・対物措置。
適用措置は政令で限定。
延長含めて最長 2 年間（7 条）

新
感
染
症
（
7
項
）

症例積
重ね前

当初は知事 知事の対応（45 〜 49 条。50 条による 27 〜 33 条等準用）
について、厚生大臣が個別に指導・助言（51 条）

症状等
の特定
可能な
段階

「政令指定」
（53 条）

一類感染症に準じた措置（53 条 1 項）。
適用措置は政令で限定。
当初 1 年以内。
期間の再延長は何度でも可能（53 条 2 項）

表 2　感染症の分類学（感染症法制定の 1998 年現在）

＊�　法改正により 2020 年現在、二類感染症のうち急性灰白髄炎、ジフテリア以外は、二類から「三類
感染症」に、四類感染症のうち黄熱、Ｑ熱、狂犬病、マラリア以外は、四類から「五類感染症」に
分類替えされている。

＊�　厚生労働省『詳解感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律・四訂版』56 頁
（2016 年）及び同省参考資料「感染症の分類と考え方」をもとに、本稿執筆者が、法制定時（1998
年）に即して作成し直した。

（Ｃ）　Copyright by Junichiro Fujiwara, 2021　All Rights Reserved
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染
症
」
は
、
一
類
感
染
症
か
ら
三
類
感
染
症
の
ど
の
レ
ベ
ル
の
措
置
か
政
令
で
定
め
る
。
他
方
、「
新
感
染
症
」
は
、
エ
ボ
ラ
出
血

熱
等
の
一
類
感
染
症
レ
ベ
ル
に
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

話
を
分
類
学
に
戻
す
と
、「
指
定
感
染
症

0

0

0

0

0

」
に
つ
い
て
、
法
文
括
弧
書
き
に
「
一
類
・
二
類
・
三
類
を
除
く
」
と
あ
る
の
で
、
四

類
を
含
む
全
て
の
感
染
症
が
入
る
の
か
と
の
質
問（（3
（

に
対
し
、
委
員
会
で
の
参
考
人
は
、［
論
理
的
に
は
］
四
類
を
含
む
全
て
の
感
染

症
が
入
る
。
た
だ
法
文
に
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
」
と
あ
り
、
病
原
微
生
物
を
考
え
る
と
、
重

篤
な
菌
（
国
民
の
生
命
に
重
大
）
で
感
染
力
が
強
い
（
健
康
に
重
大
）
と
い
う
意
味（（3
（

で
、「［
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
］
既
に
感
染
症
と

し
て
教
科
書
に
記
載
…
…
な
り
学
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
で
非
常
に
重
篤
で
感
染
力
が
強
く
な
っ
た
場
合
」
と
説
明
す
る（（3
（

。
地

域
医
療
の
立
場
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
（
た
と
え
ば
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
想
起
）、
Ｏお
ー

一
五
七
感
染
症
等
「
い
ろ
ん
な
事
象

が
起
こ
っ
た
と
き
に
［
こ
の
指
定
感
染
症
に
よ
っ
て
］
あ
る
程
度
対
応
出
来
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

　
「
新
感
染
症

0

0

0

0

」
は
小
委
報
告
書
で
い
う
「
原
因
不
明
の
感
染
症
」
で
あ
る（（3
（

。
未
知
の
感
染
症
の
全
て
が
法
案
の
「
新
感
染
症
」
に

な
る
の
で
は
な
く
、
法
文
上
「
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
り
、
か
つ
当
該
疾
病
の
ま
ん
延
に
よ
り

0

0

0

0

0

0

国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

影
響
0

0

を
与
え
る
お
そ
れ
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
縛
り
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
「
未
知
の
感
染
症
の
多
く
は
こ
の
法
案
で
い
う
新
感

染
の
定
義
に
は
合
わ
な
い
」
と
み
ら
れ
る
。
未
知
の
感
染
症
が
出
現
し
て
も
、
感
染
力
が
弱
い
と
か
危
険
性
が
な
い
も
の
は
「
新
感

染
症
」
の
対
象
外0

に
な
る
の
で
あ
る（（4
（

。

　

参
考
人
及
び
政
府
答
弁
に
よ
れ
ば
、
未
知
の
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
原
体
等
の
究
明
を
速
や
か
に
行
っ
た
上
で
、
病
原
体
が
確
定

し
既
知
の
感
染
症
と
な
っ
た
段
階

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
そ
の
性
状
に
応
じ
て
、
入
院
等
の
対
応
や
消
毒
の
措
置
が
必
要
な
ら
、
公
衆
衛
生
審
議
会
に

諮
っ
た
上
で
「
指
定
感
染
症
」
に
指
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
危
険
性
が
低
く
て
こ
う
し
た
対
応
も
必
要
と
せ
ず
に
、
発
生
動

向
調
査
を
進
め
る
べ
き
場
合
と
に
わ
か
れ
て
い
く
と
い
う（（4
（

。
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（
ｃ
）　

感
染
症
の
分
類
学　

そ
の
3
―
―
指
摘
さ
れ
た
問
題
点

　
「
指
定
感
染
症
」
に
は
法
案
第
三
章
（
情
報
収
集
・
公
表
）、
四
章
（
健
康
診
断
、
就
業
制
限
、
入
院
）、
五
章
（
消
毒
そ
の
他
）、
六
章

（
医
療
）
ま
で
の
全
て
の
強
制
的
措
置
が
と
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
（
本
稿
表
2
参
照
）
が
、
委
員
か
ら
、
何
が
「
指
定
感
染

症
」
か
は
政
令
指
定
で
あ
り
国
会
が
関
知
で
き
な
い
点
を
問
題
視
す
る
指
摘
が
あ
っ
た（（4
（

。

　

次
に
「
新
感
染
症
」
に
移
る
と
、
そ
の
要
件
に
「
…
…
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
（
法
案
六
条
七
項
）
が
、

参
考
人
か
ら
、
よ
り
明
確
な
要
件
を
立
て
る
必
要
性
の
指
摘
が
あ
っ
た（（4
（

。
ま
た
委
員
か
ら
は
、「
未
知
の
感
染
症
」
の
う
ち
極
め
て

恐
ろ
し
い
も
の
を
「
新
感
染
症
」
に
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
直
ち
に
は
「
指
定
感
染
症
」
に
し
な
い
こ
と
の
確
認
が
必
要
と
の
意

見
が
あ
っ
た（（4
（

。
さ
ら
に
事
実
確
認
と
し
て
、
過
去
の
事
例
と
し
て
、
未
知
の
感
染
症
が
発
生
し
て
か
ら
病
原
体
が
判
明
す
る
ま
で
に

要
し
た
期
間
の
質
疑（（4
（

が
あ
っ
た（（4
（

。

　

法
案
の
法
文
か
ら
は
、「
新
感
染
症

0

0

0

0

」
の
判
断
権
者
及
び
判
断
の
プ
ロ
セ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
、
必
ず
し
も
釈
然
と
し
な
い
点
が
残
っ
て
い
る
と

い
う
趣
旨
の
質
疑
が
相
次
い
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
「
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
症
の
疾
病
と
…
…
明
ら
か
に
異
な
る
」（
法
案
六
条
七
項
）、
換
言
す
れ
ば
既
知
の
感
染
症
で
は

な
く
未
知
の
「
新
感
染
症
」
で
あ
る
と
判
断
す
る
主
体

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
で
あ
る（（4
（

。
政
府
答
弁
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
新
感
染
症
と
分
か
ら
な

い
病
気
が
発
生
し
た
と
き
に
健
康
診
断
、
入
院
、
食
品
等
の
物
品
の
検
査
・
処
分
、
消
毒
、
万
が
一
の
交
通
遮
断
等
の
対
応
は
、
現0

地
の
実
情
に
即
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

き
め
細
か
く
行
う
必
要
が
あ
り
、
国
が
ど
う
対
応
す
る
か
、
現
場
の
知
事
に
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
法
律
上
、
知
事
を
第
一
次
的
判
断
権
者
と
し
た
と
い
う（（4
（

。
た
だ
、
病
像
の
解
明
に
際
し
て
は
最
新
の
高
度
な
医
学
的
知
見

が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
知
事
が
新
感
染
症
に
か
か
わ
る
措
置
を
実
施
す
る
場
合
は
、
予
め
厚
生
大
臣
と
密
接
な
連
携
を
図
っ

た
上
で
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
際
大
臣
は
、
公
衆
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
知
事
に
技
術
的
指
導
、
助
言
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
と
い
う（（4
（

。
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こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
、
知
事
に
判
断
さ
せ
る
の
は
非
常
に
酷
な
難
し
い
話
で
あ
り
、「
国
が
全
面
に
出
て
判
断
す
る
方
が
、

責
任
の
所
在
も
は
っ
き
り
す
る
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
た（（5
（

。
た
と
え
ば
法
案
四
六
条
見
出
し
に
は
「
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る

者
の
入
院
」
と
あ
る
が
、
当
該
疾
病
に
対
す
る
知
見
の
蓄
積
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
ど
う
や
っ
て
知
事
は
判
断
出
来
る
の
か
と
の

疑
問
も
発
せ
ら
れ
る（（5
（

。
こ
れ
へ
の
政
府
答
弁
は
、
現
場
の
医
師
→
保
健
所
→
知
事
に
報
告
さ
れ
、
知
事
の
要
請
に
基
づ
き
厚
生
大
臣

が
専
門
家
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
現
地
派
遣
・
調
査
し
、
デ
ー
タ
が
揃
っ
た
段
階
で
公
衆
衛
生
審
議
会
に
諮
り
、
大
臣
か
ら
知
事
に
具

体
的
な
知
事
の
対
応
措
置
の
内
容
を
伝
え
、
保
健
所
長
が
実
施
す
る
と
い
う
手
順
を
考
え
て
お
り（（5
（

、
入
院
か
ら
退
院
ま
で
一
貫
し
て

知
事
と
国
と
が
協
力
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
、
技
術
面
は
国
が
全
面
に
出
る
形
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う（（5
（

。
こ
れ
に
対
し
て
「
新
感

染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
厚
生
大
臣
と
知
事
の
責
任
の
所
在
が
非
常
に
あ
い
ま
い
」
で
、「
知
事
の
対
応
に
問
題
が
あ
っ
た
と
き

に
、
大
臣
そ
し
て
知
事
の
ど
ち
ら
に
第
一
次
的
責
任
が
あ
る
の
か
明
確
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
疑
問（（5
（

は
、
事
案
に
よ
る
と

は
い
え
、
な
か
な
か
氷
解
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

政
府
は
、
法
文
上
は
知
事
が
第
一
次
判
断
者
・
国
が
技
術
的
指
導
助
言
と
い
う
形
で
整
理
は
し
て
い
る
が
、
知
事
が
勝
手
に
対

人
・
対
物
措
置
を
と
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
知
事
は
必
ず
実
質
的
に
は
厚
生
省
に
連
絡
し
、
国
が
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
技
術

指
導
す
る
こ
と
を
想
定
し
、「
都
道
府
県
は
必
ず
厚
生
省
と
相
談
を
し
、
対
応
を
き
ち
っ
と
と
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
」
と
答

え
て
い
る（（5
（

。
こ
れ
ら
政
府
答
弁
は
、
国
と
現
場
の
都
道
府
県
と
の
蜜
月
関
係
を
前
提

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
た
予
定
調
和
的
楽
観
シ
ナ
リ
オ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
疑
問

を
ぬ
ぐ
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
府
は
、
未
知
の
感
染
症
に
対
す
る
知
事
に
よ
る
過
度
の
対
応
へ
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
読
め
る
箇
所
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
風
評
被
害
等
を
お
そ
れ
て
の
知
事
の
消
極
的
対
応
も
起
こ
り
得
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は

複
数
の
都
道
府
県
で
多
発
し
た
と
き
に
、
我
が
国
全
体
と
し
て
、
整
合
性
の
と
れ
た
対
応
を
と
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
消
え
な
い

だ
ろ
う
。

　

私
の
見
落
と
し
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
稿
表
2
に
も
あ
る
新
感
染
症
の
「
政
令
指
定
」（
法
案
五
三
条
）
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
そ
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の
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
て
格
別
の
質
疑
が
目
に
付
か
な
か
っ
た
の
は
、
意
外
な
感
じ
が
す
る
。

（
29
）　

伊
藤
雅
治
政
府
委
員
（
厚
生
省
保
険
医
療
局
長
）・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
二
七
頁
（
一
九
九
八
年
九
月

一
六
日
）。

（
30
）　

久
保
哲
司
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
五
号
一
七
頁
（
同
年
五
月
二
九
日
）。

（
31
）　

竹
田
美
文
参
考
人
（
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長
）・
同
右
・
一
七
頁
。

（
32
）　

櫻
井
充
委
員
・
第
一
四
三
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
四
号
九
頁
（
同
年
九
月
二
四
日
）。

（
33
）　

伊
藤
雅
治
政
府
委
員
・
同
右
・
九
頁
。

　

法
案
は
病
名
に
よ
る
類
型
化
を
採
用
し
て
は
い
る
が
、
こ
と
「
新
感
染
症
」
は
、「
地
球
上
で
初
め
て
の
病
気
が
例
え
ば
我
が
国
で
起

き
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
」
す
る
た
め
、
そ
う
い
う
感
染
症
の
把
握
に
つ
い
て
は
「
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
は
っ
き
り
と
し
た
診
断
基
準

な
ど
が
な
い
段
階
で
は
症
候
群
に
よ
る
報
告
方
式
と
い
う
も
の
も
…
…
採
用
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
て
い
る
。
伊
藤
政
府
委
員
・
第
一

四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
三
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
34
）　

岡
崎
ト
ミ
子
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
七
号
八
頁
（
同
年
四
月
一
四
日
）。

（
35
）　

西
山
登
紀
子
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
九
号
一
一
頁
（
同
年
四
月
二
一
日
）。

（
36
）　

清
水
喜
八
郎
参
考
人
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
客
員
教
授
）・
同
右
・
一
一
頁
。

（
37
）　

竹
田
美
文
参
考
人
・
同
右
・
二
一
頁
。

（
38
）　

小
池
麒
一
郎
参
考
人
（
日
本
医
師
会
常
任
理
事
）・
同
右
一
二
頁
。

　

な
お
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
五
四
頁
は
、「
指
定
感
染
症
と
は
、
現
時
点
で
は
［
一
類
か
ら
三
類
に
該
当
せ
ず
］
法
的
な
対
応

は
必
要
な
い
と
さ
れ
る
感
染
症
が
集
団
発
生
等
し
、
緊
急
に
強
権
的
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
等
に
政
令
で
指
定
さ
れ
る

感
染
症
」
と
い
う
。

（
39
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
（
厚
生
省
生
活
衛
生
局
長
）・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
七
号
一
五
頁
（
一
九
九
八

年
四
月
一
四
日
）、
新
美
育
文
参
考
人
（
明
治
大
学
法
学
部
教
授
）・
同
会
議
録
九
号
一
七
頁
（
同
年
同
月
二
一
日
）
参
照
。

（
40
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
七
号
八
頁
（
同
月
一
四
日
）、
同
会
議
録
一
〇
号
二
頁
。
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（
41
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
八
号
一
四
頁
（
四
月
一
六
日
）、
一
〇
号
二
頁
（
同
月

二
八
日
）、
第
一
四
二
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
三
号
三
頁
（
同
年
五
月
二
二
日
）、
清
水
喜
八
郎
参
考
人
・
第
一
四
二
回
国
会

参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
九
号
三
頁
（
同
年
四
月
二
一
日
）
等
。

　

な
お
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
五
五
頁
は
、
新
感
染
症
の
「
重
篤
」
要
件
は
、「
病
状
が
重
篤
で
な
け
れ
ば
、
原
因
を
究
明
し
た

上
で
指
定
感
染
症
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
で
対
応
が
可
能
」
と
述
べ
る
。
表
2
に
あ
る
よ
う
に
指
定
感
染
症
に
と
り
得
る
措
置
に
は
一
類

か
ら
三
類
の
選
択
肢
が
あ
り
弾
力
的
で
は
あ
る
が
、
期
間
は
最
長
二
年
に
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
仮
に
恒
久
的
あ
る
い
は
連
続
的
に
対
策
が

必
要
な
ら
、
当
該
感
染
症
名
を
一
類
か
ら
三
類
等
ど
れ
か
に
位
置
づ
け
る
法
改
正
が
考
え
ら
れ
る
。
厚
生
労
働
省
・
同
右
・
一
九
八
頁
。

　

ま
た
竹
田
参
考
人
は
、
水
島
裕
委
員
の
「
重
篤
以
外
の
未
知
の
感
染
症
」
は
「
指
定
感
染
症
に
も
新
感
染
症
に
も
指
定
し
な
い
で
、
公

衆
衛
生
審
議
会
で
意
見
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
一
類
か
ら
三
類
あ
る
い
は
四
類
に
入
れ
る
と
い
う
解
釈
で
す
ね
」
と
尋
ね
ら
れ
、「
私
は
そ

う
理
解
」
と
回
答
す
る
。
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
九
号
二
一
頁
（
同
年
四
月
二
一
日
）。

（
42
）　

児
玉
健
次
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
二
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
43
）　

新
美
育
文
参
考
人
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
九
号
一
七
頁
（
同
年
四
月
二
一
日
）。
実
は
指
定
感
染
症

に
も
「
お
そ
れ
」
と
あ
る
が
、
参
考
人
は
、
新
感
染
症
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
44
）　

水
島
裕
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
〇
号
一
頁
（
同
月
二
八
日
）。
こ
の
点
は
、
後
述
の
法
案
の

修
正
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）　

水
島
委
員
・
同
会
議
録
同
号
二
頁
（
同
日
）、
児
玉
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
一
頁
（
同
年
年
九

月
一
六
日
）。

（
46
）　

た
と
え
ば
一
九
七
六
年
エ
ボ
ラ
出
血
熱
で
三
か
ら
四
か
月
、
一
九
六
九
年
ラ
ッ
サ
熱
で
二
か
月
を
要
し
、
一
律
に
は
評
価
で
き
な
い

が
、
医
学
の
進
歩
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
迅
速
な
病
原
体
の
確
定
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
う
と
答
弁
し
て
い
る
。
小
林
秀
資
政

府
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
〇
号
二
頁
（
同
年
四
月
二
八
日
）、
ほ
ぼ
同
旨
・
伊
藤
政
府
委
員
・
第

一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
一
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
47
）　

清
水
澄
子
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
七
号
一
四
頁
（
同
年
四
月
一
四
日
）、
福
島
豊
委
員
・
第
一

四
二
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
一
三
号
一
三
頁
（
同
年
五
月
二
二
日
）。
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（
48
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
・
同
会
議
録
同
号
一
四
頁
、
同
政
府
委
員
・
同
会
議
録
八
号
一
四
頁
（
同
年
四
月
一
六
日
）、
同
政
府
委
員
・

同
会
議
録
一
一
号
三
頁
（
同
月
三
〇
日
）、
伊
藤
政
府
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
四
号
一
〇
頁
（
同
年

九
月
二
四
日
）。

（
49
）　

小
林
政
府
委
員
・
同
会
議
録
七
号
一
四
頁
（
同
年
四
月
一
四
日
）、
同
政
府
委
員
・
同
会
議
録
一
一
号
三
頁
（
同
月
三
〇
日
）
等
。

（
50
）　

西
山
登
紀
子
委
員
・
同
会
議
録
一
一
号
三
頁
（
同
月
三
〇
日
）
等
。

（
51
）　

児
玉
健
次
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
〇
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
52
）　

伊
藤
政
府
委
員
・
同
会
議
録
同
号
三
〇
頁
。

（
53
）　

伊
藤
政
府
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
四
号
一
〇
頁
（
同
年
九
月
二
四
日
）。

（
54
）　

櫻
井
充
委
員
・
同
会
議
録
同
号
一
〇
頁
。

（
55
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
一
三
号
一
三
～
一
四
頁
（
同
年
五
月
二
二
日
）。

（
ｄ
）　

感
染
症
法
の
人
権
論

　

小
委
報
告
書
で
は
「
患
者
・
感
染
者
の
人
権
の
尊
重

0

0

0

0

0

」
と
表
現
す
る（（5
（

。
と
こ
ろ
が
法
案
二
条
は
、「［
患
者
等
の
］
人
権
に
配
慮

0

0

0

0

0

」

（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
、
何
故
か
と
の
疑
問
が
、
委
員
か
ら
発
せ
ら
れ
た（（5
（

。
政
府
は
、
感
染
症
予
防
の
た
め

の
必
要
な
施
策
実
施
に
当
た
っ
て
患
者
等
の
権
利
に
一
定
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
人
権
尊
重
の
要
請
と
の
間
で
最
大

限
の
調
和
を
図
る
た
め
、
他
の
価
値
と
比
較
し
て
よ
り
人
権
を
重
ん
じ
る
と
い
う
意
味
の
「
尊
重
」
で
は
な
く
、「
人
権
に
配
慮
」

の
語
を
法
案
の
基
本
理
念
に
用
い
た
と
答
弁
し
て
い
る（（5
（

。

　

参
考
人
か
ら
は
、
強
制
的
な
健
康
診
断
（
一
七
条
二
項
）
及
び
入
院
（
一
九
条
二
項
、
二
〇
条
二
項
）
に
つ
い
て
、
手
続
き
的
保
障

が
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
類
感
染
症
患
者
の
入
院
勧
告
（
二
〇
条
一
項
）・
入
院
期
間
延
長
（
同
条
四
項
）
判
断
の
際
の
保
健
所
単

位
の
診
査
協
議
会
（
同
条
五
項
）
構
成
員
に
医
師
（
二
四
条
四
項
）
は
あ
っ
て
も
法
律
専
門
家
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
を
疑
問
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視
す
る（（5
（

。
ま
た
別
の
参
考
人
は
、
法
案
は
公
権
力
行
使
へ
の
救
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
点
で
憲
法
、
国
際
人
権
自
由
権
規
約
等
違
反
と
か
、

「
強
制
措
置
必
要
最
小
限
の
原
則
」
を
宣
言
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
法
案
の
入
院
に
関
す
る
規
定
に
は
、
小
委
報
告
書
に
あ
っ

た
協
議
会
に
よ
る
強
制
入
院
の
事
後
評
価
や
協
議
会
自
ら
が
判
断
す
る
旨（（6
（

の
規
定
が
な
く
、
審
査
請
求
（
二
五
条
）
は
あ
っ
て
も
独

立
か
つ
公
正
な
審
査
機
関
で
の
審
査
を
認
め
て
い
な
い
と
批
判
す
る（（6
（

。
ま
た
、
四
月
七
日
付
の
日
本
弁
護
士
連
合
会
意
見
書
案（（6
（

を
援

用
す
る
委
員
は
、
小
委
報
告
書
が
当
然
の
前
提
と
し
た
患
者
等
へ
の
健
康
診
断
、
入
院
勧
告
に
関
す
る
「
十
分
な
説
明
と
同
意（（6
（

」
が
、

法
案
で
は
欠
落
し
て
い
る
と
指
摘
す
る（（6
（

。

　

小
委
報
告
書
に
も
関
与
し
た
あ
る
参
考
人
は
、
先
の
小
委
報
告
書
に
お
け
る
人
権
の
中
心
課
題
は

0

0

0

0

0

0

0

0

「
患
者
を
強
制
的
に
入
院
さ
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
か
0

0

」
否
か
0

0

に
あ
り
、
極
め
て
危
険
性
の
強
い
感
染
力
の
強
い
患
者
に
強
制
的
に
入
院
さ
せ
な
い
で
感
染
症
を
予
防
す
る
こ
と
は
医

学
的
に
は
で
き
な
い
が
、
他
方
、
感
染
力
が
強
く
な
く
治
療
出
来
る
疾
患
に
関
し
て
は
入
院
措
置
は
必
要
で
は
な
い
と
い
う
意
味
合

い
で
書
い
た
と
答
え
る（（6
（

。
ま
た
別
の
参
考
人
は
、
表
現
を
か
え
て
、
小
委
報
告
書
の
趣
旨
は
、
公
衆
の
健
康
に
対
す
る
危
険
性
が
大

の
と
き
は
人
権
制
約
の
度
合
い
が
大
で
や
む
を
得
な
い
、
し
か
し
公
衆
の
健
康
に
対
す
る
危
険
性
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
き
、

個
人
の
人
権
制
約
は
極
力
小
さ
い
も
の
に
す
べ
き
で
、「［
人
権
を
］
制
約
す
る
度
合
い
が
大
き
く
て
も
許
さ
れ
る
の
か
、
小
さ
く
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
も
の
と
答
え
る（（6
（

。

　

参
考
人
は
、
小
委
で
は
、
決
し
て
人
権
の
尊
重
と
危
機
管
理
が
二
律
背
反
で
議
論
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
人
権
の
議
論
の
と

き
は
四
類
感
染
症
を
の
こ
と
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
危
機
管
理
の
と
き
一
類
感
染
症
の
こ
と
を
議
論
」
し
て
お
り
、［
こ
の

よ
う
に
］「
人
権
」
を
議
論
す
る
と
き
は
、
何
を
［
議
論
の
対
象
に
］
考
え
る
か
を
分
け
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
る（（6
（

。
む

ろ
ん
一
類
で
あ
ろ
う
が
四
類
で
あ
ろ
う
が
「
患
者
の
人
権
尊
重
は
当
然
の
こ
と
」
で
あ
る
と
も
補
足
す
る（（6
（

。
そ
こ
で
い
う
「
人
権
」

は
、
憲
法
典
で
は
な
く
Ｗ
Ｈ
Ｏ
国
際
保
健
規
則
が
想
定
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
、
差
別
さ
れ
な
い
権

利
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
、
入
院
の
手
続
保
障
の
権
利
の
四
つ
と
理
解
し
て
い
る
と
述
べ
る（（6
（

。
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伝
染
病
予
防
法
、
性
病
予
防
法
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
予
防
法
等
を
廃
止
し
て
新
し
い
感
染
症
予
防
・
医
療
法
体
系
に
す
る
法
案
は
、
前
進
か

後
退
か
を
委
員
か
ら
問
わ
れ（（7
（

、
参
考
人
は
、
現
行
の
感
染
症
関
連
法
に
比
較
し
て
「
人
権
の
配
慮
お
よ
び
適
切
で
良
質
な
医
療
体
系

の
提
供
と
い
う
点
に
お
い
て
も
前
進
」
と
し
て
、
た
と
え
ば
第
一
に
伝
染
病
予
防
法
は
［
現
在
死
語
の
］
避
病
舎
へ
の
隔
離
が
主
体

で
あ
っ
た
が
、
法
案
に
は
そ
の
よ
う
な
類
い
の
隔
離
は
想
定
せ
ず
、
医
療
体
系
の
近
代
化
・
良
質
な
医
療
の
提
供
に
言
及
し
て
い
る

こ
と
、
第
二
に
伝
染
病
予
防
法
は
コ
レ
ラ
・
赤
痢
等
の
国
内
で
の
伝
染
病
ま
ん
延
防
止
が
基
本
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
国
外
か
ら

入
っ
て
く
る
疾
病
を
ど
う
す
る
か
を
視
点
に
お
い
て
い
る
と
答
え
て
い
る（（7
（

。
別
の
参
考
人
は
、
一
番
き
つ
い
制
約
を
受
け
る
人
に
ポ

イ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
従
来
の
法
律
と
変
わ
る
点
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
も
答
え
て
い
る（（7
（

。

（
56
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
四
、
一
二
頁
。

（
57
）　

石
毛
金
英
子
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
四
号
六
頁
（
一
九
九
八
年
五
月
二
七
日
）、
児
玉
委

員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
三
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
58
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
四
号
六
頁
（
同
年
五
月
二
七
日
）、
同
・
第
一
四
三

回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
三
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
59
）　

新
美
参
考
人
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
九
号
一
七
頁
（
一
九
九
八
年
四
月
二
一
日
）。

（
60
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
一
四
頁
。

（
61
）　

光
石
忠
敬
参
考
人
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
人
権
擁
護
委
員
会
委
員
）・
第
一
四
二
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
五
号
三
頁

（
同
年
五
月
二
九
日
）。

（
62
）　

日
本
弁
護
士
連
合
会
Ｈ
Ｐ
に
は
意
見
書
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
63
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
一
四
頁
は
、「
入
院
勧
告
又
は
命
令
が
必
要
な
場
合
の
発
動
の
方
法

に
つ
い
て
、
説
明
と
同
意
に
基
づ
い
た
当
該
患
者
の
自
覚
に
基
づ
く
入
院
を
基
本
に
考
え
る
方
向
性
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

（
64
）　

西
山
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
一
号
四
頁
（
一
九
九
八
年
四
月
三
〇
日
）。
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（
65
）　

竹
田
美
文
参
考
人
・
同
委
員
会
会
議
録
九
号
二
四
頁
（
同
年
四
月
二
一
日
）。

（
66
）　

新
美
参
考
人
・
同
会
議
録
九
号
二
四
頁
。

（
67
）　

竹
田
参
考
人
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
五
号
一
〇
～
一
一
頁
（
同
年
五
月
二
九
日
）。

（
68
）　

竹
田
参
考
人
・
同
会
議
録
一
五
号
一
三
頁
。

（
69
）　

竹
田
参
考
人
・
同
会
議
録
一
五
号
一
一
、
一
三
頁
。

（
70
）　

安
部
正
俊
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
九
号
二
〇
頁
（
同
年
四
月
二
一
日
）。

（
71
）　

竹
田
参
考
人
・
同
会
議
録
九
号
二
〇
頁
。

（
72
）　

新
美
参
考
人
・
同
会
議
録
九
号
二
〇
頁
。

Ｄ　

法
案
修
正

　

法
案
に
対
し
て
両
院
で
若
干
の
修
正
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
前
文
」
の
追
加
と
、
前
款
（
本
稿
二
（
1
）（
イ
）
Ｃ
）
で

検
討
し
た
二
論
点
に
限
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

（
ａ
）　
「
前
文
」
の
追
加

　

第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
で
の
自
由
民
主
党
、
民
主
党
、
平
和
・
改
革
、
自
由
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
の
五
派
共
同
提

案
に
よ
る
修
正
案
に
お
い
て
も
、
日
本
共
産
党
提
案
の
修
正
案
の
い
ず
れ
に
も
、「
前
文
」
の
追
加
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
前
者
（
五
派
共
同
提
案
）
の
趣
旨
は
「
人
権
の
尊
重
と
感
染
症
予
防
と
が
対
立
す
る
か
の
よ
う
な
社
会
防
衛
を
中
心
と
し
た

政
策
か
ら
脱
し
、
人
権
と
公
衆
衛
生
の
両
立
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
国
際
的
共
通
理
念
に
立
脚
す
る
と
い
う
…
…
理
念
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
解
釈
・
運
用
に
当
た
り
、
そ
の
趣
旨
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
よ
う
前
文
を
加
え
る
」
も
の
で
、「
特
に
過
去

に
お
け
る
［
ハ
ン
セ
ン
病
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
］
感
染
症
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が
存
在
し
た
と
い
う
事
実
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
を
教
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訓
と
し
て
今
後
に
生
か
す
こ
と
が
必
要
［
で
］
…
…
感
染
症
の
患
者
等
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
良
質
か
つ

適
切
な
医
療
の
提
供
を
確
保
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（（7
（

。

　

後
者
（
日
本
共
産
党
提
案
）
の
趣
旨
は
「
過
去
の
感
染
症
施
策
に
対
す
る
深
い
反
省
の
上
に
立
ち
、
感
染
症
患
者
等
の
人
権
を
尊

重
し
、
適
切
な
医
療
の
提
供
を
確
保
し
つ
つ
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と
の
制
定
の
理
念
を
宣
明
す

る
た
め
、
前
文
を
加
え
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（（7
（

。

　

両
者
提
案
は
、
表
現
ぶ
り
に
微
妙
な
差
が
あ
る
も
の
の
、
前
文
の
趣
旨
は
共
通
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
結
果
的
に
は
五
派

共
同
提
案
を
可
決
、
共
産
党
提
案
を
否
決
し
、
法
案
・
法
案
修
正
案
と
も
に
（
先
議
の
）
参
議
院
に
再
送
付
し
た
。

（
ｂ
）　

感
染
症
の
分
類
学

　

第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
（
先
議
）
で
可
決
0

0

さ
れ
た
自
由
民
主
党
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連
合
か
ら
の
法
案
修
正
案
の
う
ち
、
感

染
症
の
分
類
学
に
関
す
る
も
の
は
、
四
類
感
染
症
及
び
指
定
感
染
症
の
範
囲

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
「
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
症
」
の
疾
病
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
法
案
六
条
五
項
及
び
六
項
の
「
感
染
症
」
を
「
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
症

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
改
め
る

0

0

0

0

も
の
で
あ
る（（7
（

。

　

ま
た
否
決
さ
れ
た
日
本
共
産
党
の
修
正
案
の
う
ち
、
感
染
症
の
分
類
学
に
関
す
る
も
の
は
、
指
定
感
染
症
を
「
当
該
疾
病
の
感
染

力
が
強
く
、
か
つ
当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
り
」
に
限
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（（7
（

。

　

こ
れ
に
よ
り
法
案
と
と
も
に
右
の
修
正
案
が
、
衆
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
で
可
決
さ
れ

た
自
由
民
主
党
、
民
主
党
、
平
和
・
改
革
、
自
由
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
の
五
派
共
同
提
案
に
よ
る
修
正
案
に
は
、
感
染

症
の
分
類
学
に
関
す
る
新
た
な
条
文
修
正
は
含
ま
れ
て
い
な
い（（7
（

。
他
方
、
否
決
さ
れ
た
日
本
共
産
党
の
修
正
案
の
う
ち
、
感
染
症
の

分
類
学
に
関
す
る
修
正
案
は
、
参
議
院
と
同
文
で
あ
る（（7
（

。
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右
の
法
案
修
正
に
よ
り
、
未
知
の
感
染
症
を
い
き
な
り
四
類
感
染
症
や
指
定
感
染
症
に
指
定
で
き
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
明
文
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
既
知
の
感
染
症
と
未
知
の
感
染
症
と
の
線
引
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
裏
返
せ
ば
、
未
知
の
感
染
症
は
、
既
知
の

感
染
症
に
な
っ
た
時
点
以
降
に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
新
感
染
症
と
し
て
と
ど
ま
る
ほ
か
、（
省
令
に
よ
り
）
四
類
感
染
症
、（
政
令

に
よ
り
）
指
定
感
染
症
、（
法
改
正
に
よ
り
）
一
類
感
染
症
・
二
類
感
染
症
・
三
類
感
染
症
に
移
行
で
き
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
と

い
え
よ
う
（
表
2
参
照
）。

（
ｃ
）　

人
権
論

　

第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
（
先
議
）
で
可
決
0

0

さ
れ
た
自
由
民
主
党
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連
合
か
ら
の
法
案
修
正
案
の
う
ち
、
人

権
論
に
関
す
る
も
の
は
、
ま
ず
法
案
三
条
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）
一
項
「［
患
者
等
の
人
権
の
保
障
に
］
留
意
し
な
け
れ

ば
］」
を
「［
患
者
等
の
人
権
の
保
障
に
］
配
慮
0

0

し
な
け
れ
ば
［
な
ら
な
い
］」
に
修
正
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
法
案
九
条
二
項
の
国
が

定
め
る
「
基
本
方
針
」
に
「
感
染
症
の
病
原
体
等
の
検
査
に
関
す
る
事
項
」（
新
六
号
）
を
加
え
、
七
号
「
感
染
症
に
関
す
る
啓
発

及
び
知
識
の
普
及
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
患
者
等
の
人
権
の
配
慮

0

0

0

0

0

」
を
加
え
て
こ
れ
を
八
号
と
す
る
も
の
で
あ
る（（7
（

。

　

ま
た
否
決
さ
れ
た
日
本
共
産
党
の
修
正
案
の
う
ち
、
人
権
論
に
関
す
る
も
の
は
、
法
案
二
条
（
基
本
理
念
）
の
「［
患
者
等
の
人

権
］
に
配
慮
し
つ
つ
」
を
「［
患
者
等
の
人
権
］
を
尊
重
し
つ
つ
」
に
、
法
案
三
条
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）
一
項
「［
患
者

が
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
］
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
講
じ
な
け
れ
ば
［
な
ら
な
い
］」
に
、

同
項
後
段
「［
患
者
等
の
人
権
の
保
障
に
］
留
意
し
な
け
れ
ば
］」
を
「［
患
者
等
の
人
権
の
保
障
に
］
配
慮
し
な
け
れ
ば
［
な
ら
な

い
］」
に
修
正
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（（8
（

。
こ
の
う
ち
、
三
条
一
項
後
段
の
修
正
案
は
、
可
決
さ
れ
た
自
民
党
ら
の
修
正
案
と
同
文

で
あ
る
。

　

第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
自
由
民
主
党
、
民
主
党
、
平
和
・
改
革
、
自
由
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
の
五
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派
共
同
提
案
に
よ
る
修
正
案
に
は
、
人
権
論
に
関
す
る
新
た
な
条
文
修
正
は
含
ま
れ
て
い
な
い（（8
（

。
他
方
、
否
決
さ
れ
た
日
本
共
産
党

の
修
正
案
の
う
ち
、
人
権
論
に
関
す
る
修
正
案
は
、（
第
一
四
二
回
参
議
院
で
修
正
さ
れ
た
三
条
一
項
後
段
部
分
を
除
い
て
）
第
一
四
二

回
国
会
参
議
院
の
も
の
と
同
文
で
あ
る（（8
（

。

　

人
権
論
に
つ
い
て
「
人
権
の
尊
重
」
か
「
人
権
に
配
慮
」
か
華
々
し
い
論
争
が
あ
っ
た
割
に
は
、
穏
健
な
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

後
日
談
に
な
る
が
、
二
〇
〇
六
年
に
な
っ
て
、
旧
結
核
予
防
法
の
廃
止
を
含
む
感
染
症
法
の
一
部
改
正
法
案（（8
（

に
よ
っ
て
、
患
者
の

「
人
権
尊
重
」
の
観
点
か
ら
、
感
染
症
法
の
人
権
規
定
に
メ
ス
が
振
る
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
同
法
案
は
、
右
の
第
一
四
二
回
及
び
一

四
三
回
国
会
で
議
論
に
な
っ
た
条
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
条
の
「［
人
権
］
に
配
慮
し
つ
つ
」
を
「［
人
権
］
を
尊
重
し
つ
つ
」
に
、

三
条
一
項
の
「［
人
権
］
の
保
護
に
配
慮
し
［
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
］」
を
「［
人
権
］
を
尊
重
し
［
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
］」
に
、
九

条
二
項
九
号
の
「［
人
権
の
］
配
慮
」
を
「［
人
権
の
］
尊
重
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
ほ
か
、「
就
業
制
限
、
入
院
勧
告
等
の
感
染
症

予
防
の
た
め
の
措
置
に
関
し
て
、
必
要
最
小
限
の
原
則
、
感
染
症
診
査
協
議
会
の
関
与
の
確
保
、
同
協
議
会
へ
の
法
律
専
門
家
の
参

画
、
患
者
の
意
見
陳
述
手
続
、
苦
情
処
理
制
度
の
創
設
な
ど
、
人
権
の
尊
重
の
観
点
か
ら
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
」
も
の
で

あ
っ
た（（8
（

。
同
法
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た（（8
（

（
平
成
一
八
法
律
一
〇
六
号
）。

（
73
）　

金
田
誠
一
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
七
、
五
六
頁
（
一
九
九
八
年
九
月
一
六
日
）。

　

な
お
家
西
悟
委
員
が
、
民
主
党
の
「
過
去
の
反
省
を
盛
り
込
ん
だ
前
文
」
提
案
に
つ
い
て
、
参
考
人
に
意
見
を
も
と
め
た
と
こ
ろ
、
松

田
正
己
参
考
人
（
静
岡
県
立
大
学
看
護
学
部
教
授
）
と
早
川
雅
人
参
考
人
（
東
京
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
原
告
団
事
務
局
長
）
は
賛
成
し
、
小
池
麒

一
郎
参
考
人
（
日
本
医
師
会
常
務
理
事
）
は
、
反
省
文
は
旧
枢
軸
国
の
憲
法
に
も
載
っ
て
い
な
い
と
の
理
解
の
も
と
、
反
省
文
に
反
対
と

述
べ
て
い
る
。
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
五
号
一
一
頁
（
同
年
五
月
二
九
日
）。

（
74
）　

児
玉
委
員
・
同
会
議
録
五
号
三
七
～
三
八
、
五
六
頁
。
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（
75
）　

尾
辻
秀
久
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
一
号
四
頁
、
七
頁
（
同
年
四
月
三
〇
日
）。

（
76
）　

西
山
委
員
・
同
会
議
録
一
一
号
五
頁
、
七
頁
。

（
77
）　

金
田
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
七
、
五
六
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
78
）　

児
玉
委
員
・
同
会
議
録
五
号
三
七
、
五
六
頁
。

（
79
）　

尾
辻
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
一
号
四
頁
、
七
頁
（
同
年
四
月
三
〇
日
）。

（
80
）　

西
山
委
員
・
同
会
議
録
一
一
号
五
頁
、
七
頁
。

（
81
）　

金
田
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
七
、
五
六
頁
（
同
年
九
月
一
六
日
）。

（
82
）　

児
玉
委
員
・
同
会
議
録
五
号
三
七
、
五
六
頁
。

（
83
）　

衆
議
院
Ｈ
Ｐ＞
立
法
情
報＞

議
案
情
報＞

第
一
六
四
回
国
会
議
案
の
一
覧＞

議
案
本
文
情
報
一
覧＞

閣
法
七
六
号
。

（
84
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
四
二
、
一
三
～
一
四
頁
。

（
85
）　

第
一
六
五
回
国
会
参
議
院
［
本
会
議
］
会
議
録
一
六
号
一
七
頁
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
）。

Ｅ　

附
帯
決
議

　

本
法
案
と
同
時
提
出
の
「
検
疫
法
及
び
狂
犬
病
予
防
法
の
一
部
改
正
法
案
」
を
あ
わ
せ
て
、
衆
参
両
院
で
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
。

以
下
、
二
論
点
に
限
定
し
て
そ
の
内
容
を
記
し
て
お
き
た
い
。

（
ａ
）　

感
染
症
の
分
類
学

　

第
一
四
二
回
国
会
で
は
、
先
議
の
参
議
院
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
、
民
主
党
・
新
緑
風
会
、
公
明
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連
合
、

自
由
党
及
び
二
院
ク
ラ
ブ
の
各
派
共
同
提
案
に
よ
る
附
帯
決
議
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
第
二
項
は
、「
感
染
症
の
新
た
な
分
類
に
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
て
0

0

、
国
民
や
医
療
関
係
者
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
そ
の
定
義
の
明
確
化

0

0

0

0

0

0

に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
本
委
員
会
に
報
告

す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
新
た
な
差
別
や
偏
見
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る（（8
（

。
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第
一
四
三
回
国
会
で
は
、
衆
議
院
で
自
由
民
主
党
、
民
主
党
、
平
和
・
改
革
、
自
由
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
の
五
派
共

同
提
案
に
よ
る
附
帯
決
議
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
第
六
項
は
、「
感
染
力
の
強
さ
を
含
め
た
、
新
感
染
症
及
び
指
定
感
染
症
の
要
件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
よ
り
明
確
化

0

0

0

0

0

0

し
、
地
方
公
共
団
体
や
医
療
機
関
な
ど
、
関
係
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
新
感
染
症
に
つ
い
て
の
取
扱

い
が
、
迅
速
、
か
つ
公
正
・
的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
が
積
極
的
な
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
地
方
公
共
団
体
と
密
接
な
連
携
を

と
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る（（8
（

。

　

次
い
で
参
議
院
で
は
、
自
由
民
主
党
、
民
主
党
・
新
緑
風
会
、
公
明
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連
合
、
自
由
党
及
び
二
院
ク
ラ
ブ
・

自
由
連
合
の
各
派
共
同
提
案
に
よ
る
附
帯
決
議
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
第
二
項
は
、
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
の
附
帯
決
議
の
第
二

項
と
同
文
で
あ
る（（8
（

。

（
ｂ
）　

人
権
論

　

第
一
四
二
回
国
会
で
の
先
議
の
参
議
院
に
お
け
る
附
帯
決
議
の
第
三
項
は
、「
健
康
診
断
、
入
院
、
移
送
等
が
、
患
者
等
の
人
権

0

0

0

0

0

0

に
配
慮

0

0

0

し
、
客
観
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
手
続
の
明
確
化

0

0

0

0

0

0

を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
手
続
、
退
院
の
請
求
、
審
査
請
求
等
に
つ

い
て
、
患
者
等
に
対
し
て
十
分
な
説
明

0

0

0

0

0

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
等
に
お
け
る
通
信
等

0

0

0

の
自
由
を
保
障
す
る
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
必
要
な
措
置

0

0

0

0

0

を
講
ず
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、
第
六
項
は
、「
感
染
症
の
患
者
及
び
感
染
者
に
対
し
、

そ
の
人
権
に
配
慮
し
た
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
が
提
供

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
る
よ
う
、
医
師
、
看
護
婦
等
の
医
療
従
事
者
の
教
育
・
研
修
、
感
染
症

専
門
医
の
育
成
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
や
大
学
病
院
の
充
実
・
活

用
を
含
め
、
人
材
・
設
備
の
両
面
か
ら
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る
。

　

第
一
四
三
回
国
会
で
の
衆
議
院
に
お
け
る
附
帯
決
議
の
第
二
項
は
、「
本
法
が
目
的
と
す
る
感
染
症
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
今

後
具
体
的
な
政
策
形
成
を
行
う
に
当
た
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
感
染
症
の
患
者
等
の
意
見
を
十
分
に
徴
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
。
特
に
、
法
の
定
め
る
『
基
本
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指
針
』、『
特
定
感
染
症
予
防
指
針
』
な
ど
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
の
意
見

0

0

0

0

0

の
十
分
な
反
映
を
図
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、

第
三
項
は
、「
感
染
症
の
患
者
及
び
感
染
者
に
対
し
、
そ
の
人
権
に
配
慮
し
た
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
が
提
供

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
る
よ
う
、
医
師
、

看
護
婦
等
の
医
療
従
事
者
の
教
育
・
研
修
、
感
染
症
専
門
医
の
育
成
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
、

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
や
大
学
病
院
の
充
実
・
活
用
を
含
め
、
人
材
・
設
備
の
両
面
か
ら
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
」（
傍

点
引
用
者
）、
第
七
項
は
、「
患
者
に
対
す
る
説
明
と
理
解
を
尊
重
し
た
医
療

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
実
現
す
る
よ
う
、
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。
そ

の
際
、
患
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
、
医
師
が
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出
を
行
っ
た
場
合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
は
、
当
該
患
者
等
ま
た

は
保
護
者
へ
当
該
届
出
の
事
実
等
を
通
知
す
る
よ
う
に
徹
底
を
図
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、
第
八
項
は
、「
健
康
診
断
、
入
院
、
移

送
等
の
措
置
が
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
患
者
等
の
人
権
を
尊
重

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
厳
格
か
つ
客
観
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
手
続
の
明
確
化

0

0

0

0

0

0

を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
係
る
手
続
や
、
退
院
請
求
、
審
査
請
求
な
ど
の
不
服
申
立
手
続
き
に
つ
い
て
、
患
者
等
に
十

分
に
趣
旨
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
説
明

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
行
わ
れ
る
よ
う
徹
底
さ
せ
る
こ
と
、
実
際
に
、
入
院
患
者
が
退
院
請
求
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
判
断
は
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、
第
九
項
は
、「
感
染
症
の
診
査
0

0

に
関
す
る
協
議
会

0

0

0

は
、

患
者
の
入
院
の
必
要
性
等
を
診
査
す
る
機
関
で
あ
る
と
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
そ
の
構
成
員

0

0

0

で
あ
る
『
医
療
以
外
の
学
識
経
験
を
有

す
る
者
』
と
し
て
は
、
患
者
・
感
染
者
等
の
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
人
材

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
選
ば
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、

趣
旨
の
徹
底
を
図
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、
第
一
〇
項
は
、「
入
院
時
の
通
信
0

0

・
面
会
の
自
由

0

0

0

0

0

が
保
障
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
等
、
入
院
患
者
の
処
遇

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
明
確
化
す
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、
第
一
一
項
は
、「
感
染
症
情
報
の
収
集
・
公
表

に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護

0

0

0

0

0

0

0

に
万
全
を
期
し
、
無
用
な
不
安
や
不
当
な
差
別
。
偏
見
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努

め
る
こ
と
。
特
に
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
常
時
、
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
誤
っ
た
情
報
や
不
適
切

な
報
道
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
訂
正
す
る
報
道
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
そ
の
他

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る（（9
（

。
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第
一
四
三
回
国
会
参
議
院
の
附
帯
決
議
の
第
三
項
及
び
第
七
項
は
、
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
の
附
帯
決
議
の
第
三
項
及
び
第
七

項
と
同
文
で
あ
る（（9
（

。

　

こ
と
に
衆
議
院
の
決
議
案
は
、
委
員
会
審
議
に
お
い
て
法
案
及
び
そ
の
運
用
の
問
題
点
と
し
て
委
員
が
指
摘
し
た
人
権
論
を
反
映

し
た
、
と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
る（（9
（

。

（
86
）　

水
島
裕
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
一
一
号
五
～
六
頁
（
一
九
九
八
年
四
月
三
〇
日
）。
厚
生
労
働

省
・
前
掲
註（
1
）・
七
〇
七
頁
に
採
録
。

（
87
）　

佐
藤
静
雄
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
五
号
三
九
～
四
〇
頁
（
同
九
月
一
六
日
）。
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註

（
1
）・
七
〇
九
～
七
一
〇
頁
に
採
録
。

（
88
）　

清
水
澄
子
委
員
・
第
一
四
三
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議
録
四
号
二
五
～
二
六
頁
（
同
年
同
月
二
四
日
）。
厚
生
労
働

省
・
前
掲
註（
1
）・
七
一
一
頁
に
採
録
。

（
89
）　

水
島
委
員
・
前
掲
註（
86
）・
六
頁
、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
〇
八
頁
に
採
録
。

（
90
）　

佐
藤
委
員
・
前
掲
註（
87
）・
三
九
～
四
〇
頁
、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
〇
九
～
七
一
〇
頁
に
採
録
。

（
91
）　

清
水
委
員
・
前
掲
註（
88
）・
二
六
頁
、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
一
一
～
七
一
二
頁
に
採
録
。

（
92
）　

こ
と
に
衆
議
院
附
帯
決
議
第
七
項
、
第
九
項
等
。
な
お
第
一
一
項
は
、
今
日
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
拡
散
す
る
情
報
と
い
う
厄
介
な
代し
ろ

物も
の

を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

（
ロ
）　

新
し
い
感
染
症
へ
の
対
応
例

Ａ　

新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
二
〇
〇
三
年
～
）

　

二
〇
〇
二
年
、
中
国
広
東
省
で
重
症
な
非
定
型
性
肺
炎
が
集
団
発
生
し
、
翌
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
ア
ジ
ア
諸
国
等
で
拡
大
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
二
日
、
右
肺
炎
に
つ
い
て
地
球
規
模
で
警
戒
す
べ
き
原
因
不
明
の
感
染
症
と
し
てGlobal A

lert



84

法学研究 94 巻 12 号（2021：12）

を
発
し
、
同
月
一
五
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Severe A
cute Respiratory Syndrom

e

以
下
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

0

0

0

0

」

と
い
う
）」
と
の
疾
病
概
念
を
提
唱
し
て
、
各
国
か
ら
情
報
提
供
を
求
め
た
。
翌
四
月
に
は
、
病
原
体
と
し
て
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
属
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（（9
（

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
同
年
四
月
一
五
日
、
こ
れ
を
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ
と
命
名

し
た（（9
（

。
そ
の
後
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
渡
航
自
粛
勧
告
等
に
よ
り
流
行
は
収
束
に
向
か
っ
た（（9
（

。
わ
が
国
で
は
、
同
年
五
月
に
観
光
目
的
で
関

西
・
四
国
を
旅
行
し
た
台
湾
の
医
師
が
、
帰
国
後
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
疑
い
で
隔
離
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
医
師
と
の
接
触
可
能
性
の

あ
っ
た
六
〇
四
名
中
、
疑
わ
し
い
症
状
の
あ
っ
た
二
名
も
抗
体
・
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
結
果
が
陰
性
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
そ
の

後
も
、
わ
が
国
で
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
は
ゼ
ロ
に
お
わ
っ
た（（9
（

。

（
ａ
）　

新
感
染
症
か
ら
指
定
感
染
症
へ

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
対
す
る
政
府
対
応
を
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
水
際
対
策
を
別
に
し
て
、
二
〇
〇
三
年
四
月
三
日
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
感
染
症

法
上
の
「
新
感
染
症

0

0

0

0

」
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
、
厚
生
労
働
省
結
核
感
染
症
課
長
名
で
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
「
新
感
染
症

0

0

0

0

と
し
て
取
扱

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
通
知
し
た（（9
（

。
そ
も
そ
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
原
因
不
明
の
「
病
名
」
不
明
の
未
知
の
「
症
候
群
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
重
症
リ
ス
ク
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
稿
二
（
1
）（
イ
）
Ｃ
（
ｂ
）（
ｃ
）
及

び
表
2
の
「
感
染
症
の
分
類
学
」
で
い
う
「
新
感
染
症
」（
感
染
症
法
六
条
七
項
・
現
九
項
）
に
分
類
す
る
こ
と
に
、
何
ら
不
思
議
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

感
染
症
法
制
定
時
の
国
会
審
議
で
は
「
新
感
染
症
」
の
判
断
権
者
及
び
判
断
プ
ロ
セ
ス
が
論
点
化
し
て
い
た
（
本
稿
二
（
1
）

（
イ
）
Ｃ
（
ｃ
））
が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
国
内
感
染
が
ゼ
ロ
に
終
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
私
の
調
べ
た
範
囲
で
は
、
今
回
の
判
断
プ

ロ
セ
ス
を
記
し
た
資
料
に
は
遭
遇
し
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
新
感
染
症
に
分
類
し
た
わ
ず
か
一
二
日
後
の
同
月
一
五
日
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
病
原
体
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
断
定
し
た
。
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と
な
る
と
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
も
は
や
未
知
の
症
候
群
で
は
な
く
「
既
知
」
の
症
候
群
で
あ
り
、
法
文
の
定
義
規
定
か
ら
い
っ
て
、「
新
感

染
症
」
か
ら
外
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

事
実
、
厚
生
労
働
省
は
、
四
月
一
六
日
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
「
指
定
感
染
症

0

0

0

0

0

」（
感
染
症
法
六
条
六
項
・
現
八
項
）
に
指
定
す
る
方
針
と

報
じ
ら
れ
て
い
た（（9
（

。
と
こ
ろ
が
指
定
感
染
症
に
切
換
え
る
の
に
手
続
き
的
に
時
間
を
要
し
た
の
か
、
二
か
月
以
上
経
っ
た
七
月
一
日

に
閣
議
決
定
、
同
月
四
日
公
布
、
同
月
一
四
日
施
行
の
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
を
感
染
症
法
第
六
条
第
六
項
の
指
定
感
染
症
と

し
て
定
め
る
等
の
政
令
」（
平
成
一
五
政
令
三
〇
四
号
）
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
よ
う
や
く
「
指
定
感
染
症

0

0

0

0

0

」
に
指
定
さ
れ
た
の
で

あ
る（（9
（

。

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
新
感
染
症
か
ら
指
定
感
染
症
へ
の
分
類
変
更
に
時
間
を
要
し
て
い
る
も
の
の
、
新
感
染
症
で
あ
れ
指
定
感
染

症
で
あ
れ
、
対
人
・
対
物
と
も
に
最
も
重
篤
性
・
危
険
性
の
高
い
「
一
類
感
染
症
」
に
準
じ
た
対
応
を
行
え
る
点
に
お
い
て
は
両
者

に
差
異
は
な
い
た
め
、
結
果
的
に
格
別
の
実
害
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
仮
に
当
初
新
感
染
症
と
し
て
一
類
感
染
症
級
の
対
応
を
し
て
い
た
が
、
既
知
の
感
染
症
に
な
っ
て
か
ら
、
対
応
レ
ベ
ル

を
一
類
感
染
症
か
ら
二
類
感
染
症
級
に
引
下
げ
る
等
の
必
要
が
出
て
く
れ
ば
、
こ
れ
は
速
や
か
に
指
定
感
染
症
に
指
定
替
え
し
て
対

応
レ
ベ
ル
を
引
下
げ
る
必
要
が
で
て
く
る
。
こ
う
し
た
煩
わ
し
い
問
題
を
抱
え
込
ん
で
い
る
の
は
、
感
染
症
法
の
分
類
学
が
、
人
権

尊
重
・
予
見
性
・
透
明
性
の
確
保
の
裏
返
し
も
あ
っ
て
か
、
融
通
の
き
き
に
く
い
硬
直
的
な
立
て
付
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｂ
）　
「
一
類
感
染
症

0

0

0

0

0

」
へ
―
―
感
染
症
法
改
正
（
二
〇
〇
三
年
）

　

小
泉
純
一
郎
内
閣
（
坂
口
力
厚
生
労
働
大
臣
）
時
代
の
二
〇
〇
三
年
九
月
、
感
染
症
法
の
一
部
改
正
法
案
が
、
第
一
五
七
回
臨
時

国
会
に
上
程
さ
れ
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
・
可
決
、
次
い
で
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
・
可
決
し
成
立
し
た
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（
平
成
一
五
法
律
一
四
五
号（

（10
（

）。
こ
れ
に
よ
り
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
）」
が
一

類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
た
。
右
の
法
改
正
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
応
問
題
に
は
と
ど
ま
ら
な
い（（10
（

。
国
会
審
議
で
委
員
か
ら
は
、
今
回
の
法

改
正
の
モ
チ
ー
フ
が
、「
施
行
後
五
年
」
の
見
直
し
条
項
（
感
染
症
法
附
則
二
条
一
項（

（10
（

）
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
応
か

ら
の
み
な
の
か
と
質
問
さ
れ（（10
（

て
、
大
臣
は
、
台
湾
の
医
師
が
五
月
に
関
西
・
四
国
を
旅
行
し
帰
国
後
に
発
病
し
た
件
で
、
国
内
旅
行

先
が
五
府
県
に
ま
た
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
府
県
に
よ
る
意
見
の
食
い
違
い
も
あ
り
調
整
に
手
間
取
っ
た
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
応

の
ほ
か
に
、
痘
瘡そ
う

の
問
題
が
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る（（10
（

。
後
者
の
痘
瘡
と
い
う
の
は
、
現
在
は
撲
滅
は
し
て
い
る
も
の
の
、
米
国
疾
病

管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
最
優
先
で
バ
イ
オ
テ
ロ
対
策

0

0

0

0

0

0

0

の
必
要
性
を
指
摘
す
る
病
原
体
の
一
つ
で
あ
り
、
法
改
正
に
よ
り
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
と
と
も
に
「
一
類
感
染
症
」
に
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
痘
瘡
の
ほ
か
、
感
染
症
法
で
一
類
感
染
症
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
ペ
ス
ト
、
ウ
イ
ル
ス
性
出
血
熱
の
ほ
か
「
炭
疽そ

、
ポ
ツ
リ
ヌ
ス
、
野
兎と

病
」
の
三
者
も
テ
ロ
対
策
病
原
体
に
挙
げ

て
い
る
。
そ
こ
で
改
正
法
案
は
、「
四
類
感
染
症
」（
例
示
＋
省
令
指
定
）
を
「
四
類
感
染
症
」（
例
示
＋
政
令
指
定
）
と
「
五
類
感
染

症
」
と
に
改
組
し
、
右
炭
疽
、
ポ
ツ
リ
ヌ
ス
、
野
兎
病
の
三
者
を
、
消
毒
等
の
対
物
処
理
を
と
れ
る
新0

「
四
類
感
染
症

0

0

0

0

0

」
に
位
置
づ

け
る
の
で
あ
る（（10
（

。
そ
し
て
法
案
の
「
五
類
感
染
症
」
は
、
旧
・
四
類
感
染
症
の
例
示
か
ら
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
中
、
新
四
類
感
染

症
の
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（（10
（

を
除
き
、「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」
中
、
新
四
類
感
染
症
の
Ｅ
型
肝
炎
及
び
Ａ
型
肝
炎
を
除
き
、

新
四
類
感
染
症
に
移
行
す
る
「
黄
熱
、
Ｑ
熱
、
狂
犬
病
」
を
削
除
す
る
も
の
で
あ
る（（10
（

。

　

国
会
審
議
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
エ
ボ
ラ
出
血
熱
・
ペ
ス
ト
並
の
「
一
類
感
染
症

0

0

0

0

0

」
に
分
類
し
た
根
拠
を
問
わ
れ
た（（10
（

の
に
対
し
て
、
政
府

は
、
罹
患
の
致
死
率
が
一
〇
％
く
ら
い
で
重
篤
の
部
類
で
あ
る
こ
と
、
飛
沫
感
染
の
た
め
エ
ボ
ラ
出
血
熱
・
ペ
ス
ト
よ
り
も
感
染
力

が
比
較
的
強
い
こ
と
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
へ
の
対
応
と
し
て
、
海
外
で
は
患
者
は
原
則
入
院
、
建
物
へ
の
立
入
制
限
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
最
も
重
篤
な
一
類
感
染
症
に
位
置
付
け
た
と
答
え
て
い
る
（
表
2
参
照（

（10
（

）。
こ
の
ほ
か
、
一
類
感
染
症
か
ど
う
か
が
検
疫
法

（
昭
和
二
六
法
律
二
〇
一
号
）
で
い
う
「
検
査
感
染
症
に
入
る
か
ど
う
か
…
…
区
別
が
」
出
て
く
る
と
の
委
員
質
問（（11
（

が
あ
る
。
検
疫
法
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制
定
時
に
は
、
検
疫
対
象
の
「
検
疫
伝
染
病
」
を
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
等
の
個
別
疾
病
名
で
限
定
列
記
し
て
い
た
（
同
法
二
条（

（11
（

）
が
、

一
九
九
八
年
の
感
染
症
法
制
定
時
に
、
同
条
の
見
出
し
を
「
検
疫
感
染
症
」
に
改
め
、
検
疫
対
象
疾
患
を
一
類
感
染
症
（
同
条
一

号
）、
コ
レ
ラ
（
同
条
二
号
）、
黄
熱
（
同
条
三
号
）
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
類
感
染
症
は
検
疫
感
染
症
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
同
法
二
条
の
二
に
よ
っ
て
、
一
類
感
染
症
及
び
コ
レ
ラ
に
限
り
、「
疑
似
症
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
」
に
も
検
疫
法
を
適

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た（（11
（

。

　

法
案
に
よ
る
と
今
回
の
改
正
内
容
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
教
訓
か
ら
、
第
一
に
緊
急
時
に
お
け
る
感
染
対
策
の
強
化
と
し
て
、
厚
生
労

働
大
臣
（
以
下
「
大
臣
」
と
い
う
）
自
ら
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
状
況
等
の
調
査
（
一
五
条
関
係
）、
大
臣
の
「
基
本
指
針
」
及
び
知

事
の
「
予
防
計
画
」
の
中
に
緊
急
時
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
等
に
関
す
る
事
項
の
追
加
（
九
、
一
〇
条
関
係
）、
大
臣
に
よ
る
都
道

府
県
知
事
の
事
務
に
対
す
る
指
示
権
限
の
創
設
（
六
三
条
の
二（

（11
（

）、
第
二
に
、
動
物
由
来
感
染
症
対
策
の
強
化
、
第
三
に
感
染
症
法
の

対
策
疾
病
及
び
疾
病
分
類
の
見
直
し
等
と
し
て
、
既
述
の
感
染
症
の
類
型
の
見
直
し
（
六
条
関
係
）、
都
道
府
県
知
事
等
が
、
市
町

村
に
指
示
す
る
だ
け
で
な
く
自
ら
消
毒
及
び
ね
ず
み
等
の
駆
除
の
措
置
等
を
行
う
こ
と
（
二
七
～
二
九
条
）、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
感
染
症
発
生
状
況
等
の
調
査
の
た
め
、
他
の
都
道
府
県
等
に
対
し
検
査
研
究
機
関
の
職
員
の
派
遣
等
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
（
一
五
条
関
係
）、
第
四
に
、
検
疫
と
の
連
携
（
一
五
条
の
二
）、
第
五
に
罰
則
の
整
備
で
あ
る（（11
（

。

　

国
家
審
議
の
結
果
、
法
案
に
衆
議
院
で
五
項
目
、
参
議
院
で
十
項
目
の
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
こ
と
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

に
関
し
、「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
係
る
感
染
症
法
上
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
解
明
、
病
態
・
感
染
経
路
の
解
明
を
急
ぎ
、
治
療

薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
等
な
ど
の
医
療
の
状
況
を
含
め
医
学
的
知
見
の
集
積
等
を
踏
ま
え
、
二
年
毎
の
見
直
し（（11
（

を
行
う
こ
と
」
と
決

議
し
た（（11
（

。

　

な
お
一
九
九
八
年
の
感
染
症
法
制
定
時
の
国
会
附
帯
決
議
に
は
、「
保
健
所

0

0

0

が
地
域
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
中
核
的
機
関
と
し

て
十
分
に
機
能
で
き
る
よ
う
、
そ
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
。
参
議
院
附
帯
決
議
第
五
項（

（11
（

）
と
あ
っ
た
が
、
国
会
審
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議
で
、「
む
し
ろ
保
健
所
の
統
廃
合
の
中
で
縮
小
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た（（11
（

。
こ
の
指
摘
に
対
し
て
大
臣
は
、「
保
健
所
の
体
制
と

0

0

0

0

0

0

0

い
う
の
は

0

0

0

0

…
…
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
予
防
措
置

0

0

0

0

…
…
を
中
心
0

0

と
し
て
で
き
上
が
っ
て
い
る
」
の
で
「
感
染
症
の
問
題
が
生
じ
ま
し
た

と
き
に
、
そ
れ
は
そ
の
職
員
の
中
で
対
応
す
る
と
い
っ
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
は

0

0

0

私
は
無
理
な
面
が
あ
る
と
思
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

お
り
ま
す
。
問
題
は
、
何

か
が
発
生
し
た
と
き
…
…
そ
の
県
内
な
ら
そ
の
県
の
中
で
専
門
家
に
要
請
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

か
ど
う
か
」
で
あ
っ
て
「
保
健
所
の
人
数
の
問
題
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
、
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
一
に
掛
か
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
と

の
医
師
な
ら
で
は
の
興
味
深
い
答
弁
を
残
し
て
い
る（（11
（

。

（
ｃ
）　
「
二
類
感
染
症

0

0

0

0

0

」
へ
―
―
感
染
症
法
改
正
（
二
〇
〇
六
年
）

　

第
三
次
小
泉
純
一
郎
内
閣
の
二
〇
〇
六
年
、
感
染
症
法
の
一
部
改
正
法
案
が
、
第
一
六
四
回
国
会
に
上
程
さ
れ
、
審
議
未
了
・
継

続
審
議
で
、
同
年
、
第
一
次
安
倍
晋
三
内
閣
（
柳
澤
伯
夫
厚
生
労
働
大
臣
）
で
の
第
一
六
五
回
国
会
（
臨
時
）
で
審
議
・
可
決
さ
れ
た

（
平
成
一
八
法
律
一
六
〇
号
）。

　

こ
れ
に
よ
り
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
）」
を
従
前
の
一
類
感
染
症
か
ら
二

類
感
染
症
に
分
類
し
直
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
含
む
感
染
症
の
分
類
の
見
直
し
の
ほ
か
に
、
旧
結
核
予
防
法
の
廃
止
、

テ
ロ
対
策
が
ら
み
で
病
原
体
の
取
扱
い
規
制
、
本
稿
二
（
1
）（
イ
）
Ｄ
（
ｃ
）
で
言
及
の
「
人
権
尊
重
」
の
観
点
か
ら
の
条
文
の
見

直
し
等
か
ら
な
る（（12
（

が
、
こ
こ
で
は
感
染
症
の
分
類
学
に
関
す
る
部
分
を
と
り
あ
げ
る
。

　

ま
ず
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、（
ｂ
）
で
見
た
よ
う
に
二
〇
〇
三
年
に
一
類
感
染
症
に
な
っ
た
が
、
三
年
後
の
本
改
正
に
よ
り
、
急
性
灰
白

髄
炎
、
結
核
、
ジ
フ
テ
リ
ア
と
と
も
に
「
二
類
感
染
症
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
感
染
症
分
類
学
に
関
す
る
そ
の
他
の
改

正
は
、
南
米
出
血
熱
を
新
た
に
一
類
に
、
腸
管
感
染
症
法
を
二
類
か
ら
三
類
に
格
下
げ
、
炭
疽
・
ポ
ツ
リ
ヌ
ス
症
・
野
兎
病
を
、
四

類
感
染
中
、
政
令
指
定
か
ら
例
示
に
格
上
げ
で
あ
る（（12
（

。
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国
会
審
議
で
は
、
テ
ロ
対
策
、
結
核
等
に
議
論
が
集
中
し
、
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
「
二
類
感
染
症
」
へ
の
分
類
替
え
を
含
む

感
染
症
の
分
類
学
に
関
す
る
質
疑
は
、
格
別
見
当
た
ら
な
い（（12
（

。
と
い
う
の
も
、「
二
〇
〇
三
年
七
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
終
息
宣
言
を
出
し
、

こ
れ
以
降
は
実
験
室
内
の
研
究
者
の
感
染
症
を
除
い
て
は
新
た
な
症
例
が
発
生
し
て
い
な
い（（12
（

」
と
い
う
事
情
に
加
え
て
、
先
の
二
〇

〇
三
年
法
改
正
時
の
両
院
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
症
類
型
見
直
し
を
織
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
。
逐
条
書

は
、
後
者
の
附
帯
決
議
を
「
当
時
の
知
見
を
前
提
に
［
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
］
当
座
暫
定
的
に
一
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
た
が
、
二
類
感
染

症
以
下
へ
の
格
下
げ
も
視
野
に
入
れ
た
入
念
な
立
法
意
思
の
表
明
」
と
、
大
い
に
も
ち
あ
げ
て
い
る（（12
（

。

　

国
会
両
院
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
も
、
感
染
症
の
分
類
学
に
言
及
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い（（12
（

。

（
93
）　

加
藤
茂
孝
『
続
・
人
類
と
感
染
症
の
歴
史
―
新
た
な
恐
怖
に
備
え
る
』
一
八
五
頁
（
丸
善
出
版
、
二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、
電
子
顕

微
鏡
で
撮
影
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
形
が
、
太
陽
の
コ
ロ
ナ
（corona

）
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
の
が
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（Coronavirus

）」
の
名
前
の
由
来
で
あ
る
。
ヒ
ト
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
は
軽
症
の
風
邪
症
状
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
重
症
急
性
の
肺
炎

症
状
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
初
め
て
と
い
う
。
同
書
一
八
五
～
一
八
六
頁
。

（
94
）　

国
立
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）」
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｒ T

he T
opics of T

his M
onth V

ol.24 
N

o.10 

（N
o.284

）　

一
頁　

https://w
w

w
.idsc.nih.go.jp/iasr/24/284/tpc284-j.htm

l

、
春
木
孝
祐
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
伝
播
」
生
活
衛
生
四
七
巻
六
号
三
一
三
頁
（
二
〇
〇
三
）、「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
と
は
」https://

w
w

w
.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/414-sars-intro.htm

l

（
95
）　

加
藤
・
前
掲
註（
93
）・
一
八
九
頁
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
流
行
地
香
港
・
広
東
省
等
へ
の
渡
航
自
粛
勧
告
が
功
を

奏
し
て
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
収
束
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
事
務
局
は
尾
身
茂
事
務
局
長
で
、
押
谷
仁
教
授
ら
多
く

の
日
本
人
の
献
身
的
協
力
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
96
）　

加
藤
・
同
右
・
一
八
五
、
一
九
七
頁
。
田
中
慶
司
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・
第
一
五
七
回
国
会
・
衆
議
院
厚
生
労

働
委
員
会
議
録
二
号
一
六
頁
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
日
）
に
あ
る
よ
う
に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
…
…
識
別
が
非
常
に
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困
難
」
で
あ
り
、
他
国
と
異
な
る
日
本
人
の
風
邪
対
策
で
あ
る
「
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
」
が
国
際
会
議
の
折
に
も
話
題
に
な
っ
た

と
い
う
。
坂
口
力
大
臣
・
同
会
議
録
一
〇
頁
。

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
伝
播
様
式
に
つ
き
春
木
・
前
掲
註（
94
）・
三
一
八
頁
は
、「
濃
厚
接
触

0

0

0

0

」
と
「
飛
沫
感
染

0

0

0

0

」
が
主
な
感
染
経
路

0

0

0

0

0

0

で
、「
飛
沫

核
［（
空
気
）］
感
染
、
動
物
ベ
ク
タ
ー
の
存
在
の
可
能
性
な
ど
は
未
解
明
」
と
す
る
。
同
旨
・
田
中
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
二
頁
、
同

参
考
人
・
第
一
五
七
回
国
会
・
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
二
号
四
頁
（
同
年
一
〇
月
九
日
）
も
参
照
。

（
97
）　https://w

w
w

.anzen.m
ofa.go.jp/sars/k-10.pdf　

及
び
厚
生
労
働
省
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策
本
部
事
務
局
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
（
二
〇
〇
四
年
四
月
二
八
日
現
在
）」
五
頁https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou05/06-06.htm

l

（
98
）　
「
厚
労
省
、『
指
定
感
染
症
』
に
』（
二
〇
〇
三
年
四
月
一
六
日
読
売
新
聞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
引
用
）https://w

w
w

.m
ed.oita-u.ac.jp/

infectnet/SA
RS?SA

RS_report_00077.htm
l

（
99
）　

厚
生
労
働
省
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策
本
部
事
務
局
・
前
掲
註（
97
）・
五
頁
、
国
立
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
・
前
掲
註（
94
）・
二
頁
、
春
木
・

前
掲
註（
94
）・
三
一
三
頁
。
健
発
〇
七
一
四
〇
〇
六
号
（
平
成
一
五
年
七
月
一
四
日
）
都
道
府
県
知
事
・
政
令
市
市
長
・
特
別
区
区
長
宛

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
を
感
染
症
法
第
六
条
第
六
項
の
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
及
び
関
係
省

令
の
施
行
に
つ
い
て
（
施
行
通
知
）」https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou05/06-07-06.htm
l

参
照
。

（
100
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
〇
頁
。

（
101
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
～
一
〇
頁
は
、
背
景
事
実
と
し
て
、
感
染
症
法
の
見
直
し
条
項
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
へ
の
対
応
、
輸
入
動

物
、
対
象
疾
病
の
見
直
し
、
検
疫
体
制
の
強
化
の
五
点
を
挙
げ
る
。

（
102
）　

感
染
症
法
制
定
時
に
、
参
議
院
で
追
加
さ
れ
た
条
項
で
あ
る
。
尾
辻
秀
久
委
員
・
第
一
四
二
回
国
会
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
会
議

録
一
一
号
五
、
七
頁
（
一
九
九
八
年
四
月
三
〇
日
）、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
三
八
五
～
三
八
六
頁
。

（
103
）　

櫻
井
充
委
員
・
第
一
五
七
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
二
号
一
頁
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
九
日
）。

（
104
）　

坂
口
大
臣
・
同
右
会
議
録
・
二
頁
。

（
105
）　

坂
口
大
臣
・
同
会
議
録
・
七
頁
、
田
中
政
府
参
考
人
・
同
右
・
八
頁
。

　

法
案
は
「
Ｅ
型
肝
炎
、
Ａ
型
肝
炎
、
黄
熱
、
Ｑ
熱
、
狂
犬
病
、
高
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
マ
ラ
リ
ア
」（
傍
点
引
用
者
）
を
「
四
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類
感
染
症
」
の
例
示
に
し
、「
そ
の
他
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
性
の
疾
病
で
あ
っ
て
、
動
物
…
…
そ
の
他
の
物
件
を
介
し
て
人
に
感
染

し
、
国
民
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
。
改
正
後
の
六
条
五
項
）
と
す
る
。

炭
疽
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
、
野
兎
病
の
三
者
は
、
右
の
政
令
に
よ
り
四
類
感
染
症
に
指
定
す
る
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
右
三
者
の
う
ち

野
兎
病
は
、
現
行
法
で
は
四
類
感
染
症
の
例
示
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
106
）　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
（
Ａ
／
Ｈ
5
Ｎ
1
）
に
つ
い
て
、
正
林
督
章
「
準
備
段
階
の
対
応
」
宮
川
・
和
田
・
前
掲

註（
8
）・
二
～
三
頁
、
加
藤
・
前
掲
註（
5
）・
一
三
六
頁
以
下
、
石
・
前
掲
註（
1
）・
二
〇
二
頁
以
下
等
参
照
。

（
107
）　

衆
議
院
Ｈ
Ｐ
〉
立
法
情
報
〉
議
案
情
報
〉
第
一
五
七
回
国
会
議
案
の
一
覧
〉
議
案
本
文
情
報
一
覧
〉
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
及
び
検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
。

（
108
）　

家
西
悟
委
員
・
第
一
五
七
回
国
会
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
二
号
二
頁
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
日
）。

（
109
）　

田
中
政
府
参
考
人
・
同
右
会
議
録
・
同
号
二
頁
。

（
110
）　

阿
部
知
子
委
員
・
同
右
会
議
録
・
同
号
一
八
頁
。

（
111
）　

第
十
回
国
会
衆
議
院
構
成
委
員
会
議
録
二
四
号
一
～
二
頁
（
一
九
五
一
年
五
月
一
八
日
）。

（
112
）　

衆
議
院
Ｈ
Ｐ
〉
立
法
情
報
〉
議
案
情
報
〉
第
一
四
二
回
国
会
議
案
の
一
覧
〉
議
案
本
文
情
報
一
覧
〉
検
疫
法
及
び
狂
犬
病
予
防
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
。

（
113
）　

朝
日
俊
弘
委
員
・
第
一
五
七
回
国
会
・
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
二
号
九
頁
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
九
日
）
が
こ
れ
ら

「
国
の
関
与
を
強
め
る
」
改
正
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
事
務
に
つ
い
て
、
従
来
の
都
道
府
県
・
都
道
府
県
知
事
の
責
任
が
ど
う
な
る
の
か
と

質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
政
府
は
「
基
本
的
に
は
国
の
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
…
…
一
義
的
に
都
道
府
県

の
感
染
症
に
係
り
ま
す
守
備
範
囲
、
こ
れ
を
変
え
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
田
中
政
府
参
考
人
・
同
右
・
九

頁
）。

（
114
）　

厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「『
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
か
ん
す
る
法
律
及
び
検
疫
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
』
の
概
要
」
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｒ
二
四
巻
三
二
八
～
三
二
九
頁https://w

w
w

.idsc.niid.go.jp/iasr/24/286/kj2865.htm
l

、

「
第
一
六
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
・
資
料
1
：『
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
か
ん
す
る
法
律
及
び

検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
の
概
要
』」https://w

w
w

.w
am

.go.jp/w
am

appl/bb11gs20.nsf/vA
dm

PBigcategory10/49
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penD
ocum

ent

の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
～
一
〇
、
七
三
四
～
七
三

六
頁
参
照
。

（
115
）　

五
島
委
員
の
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
は
病
原
体
、
感
染
経
路
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
感
染
症
法
の

一
類
感
染
症
か
ら
二
類
感
染
症
へ
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質
問
に
対
し
、
大
臣
は
、「
今
回
の
改
正
で
［
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
］

一
類
感
染
症
と
位
置
づ
け
る
」
が
「
今
後
、
病
態
や
感
染
経
路
等
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
治
療
方
法
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と
い
っ
た
医

療
が
進
歩
す
る
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
、
類
型
の
見
直
し
を
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
五
島
正
規
委
員
及
び
坂
口
大
臣
・
第
一
五
七
回
国
会
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
二
号
一
二
頁

（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
日
）。

　

感
染
症
法
附
則
二
条
二
項
［
法
案
段
階
の
附
則
二
条
］
は
「
感
染
症
の
範
囲
及
び
そ
の
類
型
」
に
つ
い
て
、「
少
な
く
と
も
五
年
ご
と

に
…
…
検
討
」
と
あ
る
が
、
本
附
帯
決
議
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
見
直
し
を
二
年
に
短
縮
し
て
い
る
。

（
116
）　

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
附
帯
決
議
第
一
項
。
家
西
委
員
・
第
一
五
七
回
国
会
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
二
号
二
一
頁
（
同

年
一
〇
月
三
日
）。
ほ
ぼ
同
文
・
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
附
帯
決
議
第
一
項
。
山
本
委
員
・
同
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議

録
・
二
〇
～
二
一
頁
（
同
年
一
〇
月
九
日
）。
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
一
三
頁
、
七
一
四
頁
に
も
収
録
。

（
117
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
〇
七
、
七
一
一
頁
。

（
118
）　

阿
部
委
員
・
第
一
五
七
回
国
会
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
二
号
一
九
頁
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
日
）。

（
119
）　

坂
口
大
臣
・
第
一
五
七
回
国
会
・
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
二
号
一
六
頁
（
同
年
同
月
九
日
）。

（
120
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
二
～
一
三
、
七
四
一
頁
、
辻
明
良
「
感
染
症
法
の
一
部
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」https://w

w
w

.kao.
co.jp/pro/hospital/pdf/11/11_03.pdf

（
121
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
一
三
、
七
四
一
頁
。

（
122
）　

わ
ず
か
に
感
染
症
の
分
類
学
に
関
連
す
る
質
疑
と
し
て
足
立
委
員
の
質
問
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
入
院
す
べ
き
医
療
機
関
は
、

［
感
染
症
法
一
九
条
及
び
二
六
条
に
よ
れ
ば
］
一
種
感
染
症
は
「
特
定
感
染
症
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
』
に
、

二
種
感
染
症
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
と
い
う
ふ
う
に
、
感
染
症
の
類
型
を
「
類
」、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
「
種
」

で
分
類
し
、
両
者
は
対
応
し
て
い
た
。
今
回
の
法
案
は
、
病
原
体
も
「
種
」
で
分
類
す
る
た
め
、
二
類
感
染
症
の
う
ち
「
類
」
と
病
原
体
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の
「
種
」
の
数
字
が
一
致
す
る
の
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
み
」
で
あ
り
、
医
療
現
場
に
混
乱
を
生
じ
な
い
か
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、「
感
染
症
に
関
す
る
規
制
と
、
病
原
体
に
関
す
る
規
制
が
違
う
」
も
の
で
「
ど
の
医
療
機
関

に
入
院
す
る
か
…
…
は
、
感
染
症
の
分
類
で
入
院
す
る
の
で
あ
っ
て
、
病
原
体
の
分
類
と
い
う
の
は
…
…
別
の
枠
立
て
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
足
立
信
也
委
員
・
一
六
五
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
五
号
七
～
八
頁
、
外
口
崇
政
府
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・

同
右
・
八
頁
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
三
〇
日
）。
な
お
現
行
規
定
上
の
入
院
す
べ
き
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註

（
1
）・
一
三
七
頁
参
照
。

（
123
）　

津
田
弥
太
郎
委
員
・
同
会
議
録
五
号
一
六
頁
（
同
日
）。

（
124
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
二
頁
。

（
125
）　

吉
野
正
芳
委
員
・
第
一
六
五
回
国
会
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
六
号
二
〇
頁
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
）、
津
田
委

員
・
同
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
五
号
三
八
～
三
九
頁
（
同
月
三
〇
日
）。
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
一
六
～
七
一

七
頁
、
七
一
八
～
七
二
〇
頁
に
収
録
。

Ｂ　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
―
感
染
症
法
改
正
（
二
〇
〇
八
年
）

（
ａ
）　

改
正
の
経
緯

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
。
Ｈ
5
Ｎ
1
（
（12
（

）
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
の

感
染
症
法
改
正
で
「
四
類
感
染
症
」
に
例
示
さ
れ
（
改
正
後
の
六
条
五
項
）、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
を
除
く
そ
の
他
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
五
類
に
分
類
さ
れ
た
（
同
条
六
項
一
号
）（
本
稿
二
1
（
ロ
）
Ａ
（
ｂ
）（

（12
（

）。
次
い
で
二
〇
〇
六
年
の
同
法
改
正
で
、
高
病
原
性
に

特
定
す
る
こ
と
な
く
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
四
類
感
染
症
に
例
示
さ
れ
た
（
改
正
後
の
六
条
五
項
七
号（

（12
（

）。

　

そ
の
後
も
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
が
、
鳥
か
ら
人
へ
と
感
染
す
る
事
例
が
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
増
加
し
始
め
、
こ
れ
が
人
か

ら
人
へ
の
感
染
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
と
な
っ
て
世
界
的
に
流
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
に
限
ら
ず
、
新
型
イ
ン
フ
ル
は
、
既
知
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
種

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
治
療
法
や
感
染
予
防
法
に
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つ
い
て
予
測
が
可
能
で
あ
る（（12
（

も
の
の
、
個
別
具
体
的
な
性
質
は
、
発
生
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
部
分
が
残
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル

は
、
既
知
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
種
な
の
で
、
発
生
時
に
未
知
0

0

で
あ
る
「
新
感
染
症
」
に
は
分
類
で
き
な
い
が
、「
指
定
感
染
症
」

へ
の
指
定
は
可
能
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
と
き
の
よ
う
に
、
指
定
感
染
症
の
指
定
に
は
、
審
議
会
に
諮
っ
た
う
え

で
政
令
制
定
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
発
生
後
指
定
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
生
直
後
に
迅
速
な

ま
ん
延
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
新
型
で
な
く
て
も
、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
2
Ｎ
2
）
の
よ
う
に
、
か
つ
て
世
界
的
に
流
行
し
た
が
近
時
発
生

し
な
い
も
の
は
、
そ
の
後
の
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
世
代
に
と
っ
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
と
同
様
の
脅
威
に
な
る
。
こ
れ
ら
「
再

興
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」（
以
下
「
再
興
型
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
と
同
様
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
か

と
い
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
及
び
再
興
型
イ
ン
フ
ル
を
、
従
来
の
一
類
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
る
だ
け
で
は
十
分
な

対
応
を
講
じ
ら
れ
な
い
た
め
、
新
た
な
類
型
を
設
け
る
必
要
性
が
で
て
き
た（（13
（

。

　

そ
こ
で
福
田
康
夫
内
閣
（
舛
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
）
の
二
〇
〇
八
年
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
を
二
類
感
染
症
に
追
加

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
改
正
後

の
六
条
三
項
五
号
）
す
る
と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
及
び
再
興
型
イ
ン
フ
ル
を
ま
と
め
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
等
感
染
症
」
と
い
う
）
と
称
す
る
新
た
な
類
型
（
改
正
後
の
六
条
七
項
）
を
設
け
る
感
染
症
法
及
び
検
疫
法
の

一
部
改
正
法
案（（13
（

が
、
第
一
六
九
回
国
会
に
上
程
さ
れ
た
。

　

同
法
案
は
、
同
年
四
月
、
衆
議
院
で
一
部
修
正（（13
（

、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
、
参
議
院
で
可
決
・
成
立
し
た
（
平
成
二
〇
法
律
三
〇
号（

（13
（

）。

両
院
と
も
に
附
帯
決
議
を
付
し
て
い
る（（13
（

。

（
ｂ
）　

改
正
法
案
の
概
要

　

改
正
法
案
の
う
ち
検
疫
法
改
正
部
分
を
除
く
感
染
症
法
改
正
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
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れ
る
Ｈ
5
Ｎ
1
型
の
高
病
原
性
イ
ン
フ
ル
を
二
類
感
染
症
と
し
（
改
正
後
の
六
条
三
項
五
号
）、
国
内
で
発
生
の
場
合
の
患
者
の
入
院

等
の
措
置
を
可
能
に
し
て
、
ま
ん
延
防
止
を
図
る
こ
と
、
第
二
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
（
改
正
後
の
六
条
七
項
）
を
入
院
、
検
疫
の
対

象
と
な
る
感
染
症
に
定
め
、
発
生
直
後
か
ら
、
国
内
へ
の
病
原
体
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
の
水
際
対
策
の
強
化
、
国
内
で
発
生
の

場
合
の
患
者
の
入
院
等
の
措
置
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
は
感
染
力
が
強
い
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
感
染
の

疑
い
の
あ
る
者
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
が
健
康
状
態
の
報
告
や
外
出
自
粛
を
要
請
で
き
る
も
の
と
し
（
改
正
後
の
四
四
条
の
三
）、

発
症
を
迅
速
に
把
握
し
、
速
や
か
な
ま
ん
延
防
止
策
の
実
施
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た（（13
（

。

（
ｃ
）　

主
要
論
点
―
―
総
論

　

国
会
の
委
員
会
会
議
録
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
法
案
を
め
ぐ
る
論
点
は
、
検
疫
法
改
正
が
ら
み
の
水
際
対
策
を
除
け
ば
、
第
一
に
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
な
ら
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
の
発
生
状
況
及
び
想
定
さ
れ
る
感
染
率
・
死
亡
率
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ル
に
関
す
る

事
実
認
識（（13
（

、
第
二
に
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン（（13
（

な
ら
び
に
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
・
治
験
・
審
査（（13
（

・

輸
入（（13
（

及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
順
序
な
ら
び
に
接
種
に
よ
り
生
じ
た
副
作
用
へ
の
補
償
問
題（（14
（

、
第
三
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
以
外
の
ま
ん

延
防
止
な
い
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
と
い
う
、
三
論
点
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

以
下
で
は
、
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
対
策
に
も
共
通
す
る
第
三
論
点
の
ま
ん
延
な
い
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
的
を
し
ぼ
っ

て
み
よ
う
。

（
ｄ
）　

主
要
論
点
―
―
各
論
「
ま
ん
延
な
い
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
」

　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
当
時
、「
例
へ
ば
患
者
を
隔
離
せ
ん
と
し
て
も
其
の
病
毒
保
有
の
期
間
を
明
に
せ
ず
、
消
毒
を
行
は
ん
と
欲
し
て

其
の
抵
抗
性
の
如
何
を
知
ら
ず
、
畢
竟
不
確
実
な
る
知
識
を
基
礎
と
し
て
行
動
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
…
…
人
を
し
て
或
は
予
防
不
能
の
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病
患
た
る
の
惧
を
抱
か
し
む
る
に
至
れ
り
」（
原
文
通
り
）
と
の
嘆
き
が
残
さ
れ
て
い
る（（14
（

。

　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
大
正
時
代
と
は
異
な
り
、
今
日
の
医
学
、
国
民
の
栄
養
・
衛
生
状
況
に
格
段
の
変
化
が
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
、

ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
、
空
気
感
染
等
へ
の
完
璧
な
対
策
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、「
理
念
型

0

0

0

」

と
し
て
は

0

0

0

0

、
人0

・
物
の
動
き
を
完
全
に
凍
結
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
か
な
い
。
都
市
・
田
園
・
離
島
を
問
わ
ず
、
当
該
社
会
の
完
全
封
鎖
、
交

通
遮
断
、
社
会
活
動
の
全
面
禁
止
、
患
者
及
び
感
染
者
の
完
全
隔
離
等
で
あ
る
。
と
は
い
え
現
実
に
は
共
産
圏
で
す
ら
、
こ
の
よ
う

な
強
行
策
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
実
行
す
る
す
る
こ
と
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
法
的
に
み
て
不
可
能
に
近
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て

や
わ
が
国
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
時
と
い
っ
た
緊
急
事
態
に
お
い
て
す
ら
、
戒
厳
令

0

0

0

は
お
ろ
か
外
出
禁
止
令

0

0

0

0

0

す
ら
発
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
ど
う
か
、
い
ま
だ
に
煮
詰
ま
っ
た
議
論
を
耳
に
し
な
い
状
況
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に

お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
五
法
律
七
九
号
）
二
二
条
三
項
等
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
六
法
律
一
一
二
号
）
四
～
五
条
等
参
照（

（14
（

）。

　

右
の
「
理
念
型
」
を
措
く
と
し
て
、
ま
ん
延
対
策
な
い
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
が
国
会
審
議
で
意
識
さ
れ
た
の
は
、
今
回
の
二
〇

〇
八
年
の
感
染
症
法
改
正
案
が
最
初
で
は
な
い
。
早
い
話
、
二
〇
〇
三
年
改
正
時
（
本
稿
（
ロ
）
Ａ
（
ｂ
））
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
教

訓
か
ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
国
と
地
方
の
権
限
分
配
の
見
直
し
（
五
一
条
の
二
、
六
三
条
の
二
等
）、
知
事
に
よ
る
消
毒
等
の
迅
速
な

措
置
（
二
七
～
二
九
条
）、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
調
査
体
制
の
強
化
・
連
携
（
一
五
条
）、
検
疫
と
の
連
携
（
一
五
条
の
二
）
等（（14
（

、

ま
ん
延
対
策
も
念
頭
に
お
か
れ
て
は
い
た
。
そ
こ
で
今
回
の
法
案
審
議
か
ら
、
ま
ん
延
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
関
連
の
論
点
を
拾
っ

て
み
よ
う
。

①　

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
（
新
設
・
四
四
条
の
三

0

0

0

0

0

）

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
に
つ
い
て
「
い
つ
Ｘ
デ
ー
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
」
状
況
で
の
ま
ん
延
対
策
を
問
わ
れ
た（（14
（

の
に
対
し
て
政

府
は
、
新
設
の
四
四
条
の
三
に
あ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
ま
し
て
、
健
康
監
視
を
進
め
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る
…
…
と
か
あ
る
い
は
外
出
の
自
粛
を
し
て
い
た
だ
く
と
か
、
そ
う
い
う
多
面
的
な
対
策
を
現
在
と
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
ら
か

ら
も
と
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る（（14
（

。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
「
感
染
経
路
が
主
に
飛
沫
感
染

0

0

0

0

0

0

」
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
同
様
の
感
染
経
路
と
想
定
さ
れ
る（（14
（

た
め
、
同
条
は
、
患
者
と
接
触
し
て
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
者
に
対
し
、

潜
伏
期
間
を
考
慮
し
た
期
間
内
、
健
康
状
態
の
報
告
を
要
請
し
（
一
号
）、
同
期
間
中
は
、
居
宅
等
か
ら
の
外
出
自
粛

0

0

0

0

等
の
協
力
を

求
め
（
二
号
）
る
一
方
、
自
粛
協
力
者
に
は
「
都
道
府
県
知
事
は
…
…
食
事
の
提
供
、
日
用
品
の
支
給
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
物
品
の
支
給
」
に
努
め
る
（
四
号
）
と
あ
る
。
都
道
府
県
知
事
は
、
四
号
で
の
食
事
の
提
供
等

へ
の
実
費
徴
収
は
可
能
で
あ
る
（
同
条
五
号
）。

　

た
だ
こ
れ
ら
健
康
状
態
の
報
告
・
外
出
自
粛
等
は
、
い
ず
れ
も
罰
則
に
よ
る
担
保
等
を
含
む
強
制
措
置
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

、
要
請
を
求
め

ら
れ
た
者
は
「
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
号
）
と
し
て
、
任
意
の
協
力
要
請

0

0

0

0

0

0

0

に
と
ど
ま
る（（14
（

。

②　

移
動
制
限
・
交
通
遮
断
・
地
域
封
じ
込
め
（
？
）

　

旧
伝
染
病
予
防
法

0

0

0

0

0

0

0

に
「
交
通
遮
断
・
隔
離
」
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
都
道
府
県

衛
生
吏
員
又
ハ
検
疫
委
員
ニ
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
一
定
ノ
日
時
間

0

0

0

0

0

0

伝
染
病
患
者
ア
リ
タ
ル
家

0

0

0

0

0

0

0

其
ノ
他
伝
染
病
毒
ニ
汚
染
シ
若

ハ
汚
染
ノ
疑
ア
ル
家
ノ
交
通
ヲ
遮
断

0

0

0

0

0

シ
又
ハ
…
…
隔
離
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
八
条
0

0

。
傍
点
引
用
者
）、「
都
道
府
県
知
事
ハ
伝
染
病
予
防

上
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
」
左
ノ
事
項
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
一
九
条
一
項

0

0

0

0

0

柱
書
）「
市
街
村
落
ノ
全
部
若
ハ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
部
ノ
交
通
ヲ
遮
断

0

0

0

0

0

0

0

0

シ
又
ハ
人
民
ヲ
隔
離
ス
ル
コ
ト
」（
同
項
二
号

0

0

0

0

）
で
あ
る
。

　

感
染
症
法
制
定
の
前
年
一
九
九
七
年
一
二
月
八
日
の
小
委
報
告
書

0

0

0

0

0

（
本
稿
（
イ
）
Ａ
）
は
、
前
者
「
患
者
の
発
生
し
た
家
等
の
交

通
遮
断
は
、
患
者
の
入
院
、
家
屋
の
消
毒
等
に
よ
り
感
染
拡
大
防
止
の
効
果
が
あ
る
た
め
、
廃
止
し
て
差
し
使
え
な
い
（
法
第
八

条
）」
と
し
、
後
者
「
市
街
村
落
の
交
通
遮
断

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
人
民
隔
離
は
、
極
め
て
大
規
模
の
感
染
症
の
集
団
発
生
等
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定

し
た
措
置
で
、
…
…
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
自
然
発
生
的
な
感
染
症
法
拡
大
に
お
い
て
、
現
代
の
公
衆
衛
生
水
準
を
考
慮
す
る
と
想0
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定
し
難
く

0

0

0

0

、
ま
た
0

0

、
社
会
的
に
認
め
が
た
い
措
置

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
犯
罪
集
団
に
よ
り
人
為
的
に
病
原
体
が
放
出
さ
れ
た
場
合
等
の
対
応
と

し
て
適
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
国
民
の
情
報
提
供
と
誘
導
と
い
っ
た
措
置
で
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
廃
止
す
る
方
向
で
整
理
を
行
う
（
法
第
一
九
条
第
一
項
第
二
号（

（14
（

）」
と
す
る
。
小
委
員
会
報
告
書
は
、
楽
観

的
で
あ
た
か
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
眼
中
に
な
く
、
移
動
制
限
・
地
域
封
じ
込
め
に
極
め
て
否
定
的
な
論
調
の
よ
う
に
写
る
。
と
こ
ろ

が
同
月
二
四
日
の
公
衆
衛
生
審
議
会
は
「
適
確
か
つ
迅
速
に
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
る
こ
と
が
国
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
す

る
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
に
立
っ
て
種
々
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
続
け
ら
れ
た
い
」
と
し
た（（14
（

。

　

こ
れ
を
受
け
て
「
ノ
ミ
や
ね
ず
み
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ペ
ス
ト
等
の
患
者
が
一
定
地
域
に
お
い
て
短
期
間
に
多
数
発
生
し
た
場

合
な
ど
、
病
原
体
の
外
部
へ
の
流
出
を
確
実
に
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
を
想
定
し
得
る
こ
と
か
ら
、
要
件
を
限
定
し
、
実

施
期
間
を
七
二
時
間
に
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
っ
た
上
で
」
感
染
症
法
三
三
条
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う（（15
（

。
旧
伝
染
病
予
防
法
は
、
交

通
遮
断
の
範
囲
を
狭
く
は
患
者
等
の
「
家
」（
八
条
）、
広
く
は
「
市
街
村
落
」（
一
九
条
一
項
二
号
）
で
画
し
た
が
、
感
染
症
法
三
三

条
は
、
患
者
等
の
「
場
所
」
で
画
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
七
二
時
間
以
内
」
と
の
制
約
で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
有
効

な
手
段
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

一
九
九
八
年
の
感
染
症
法
制
定
時
の
国
会
審
議
で
は
、
委
員
が
、
交
通
の
制
限
又
は
遮
断
を
定
め
る
法
案
三
三
条
に
つ
い
て
「
伝

染
病
予
防
法
の
中
の
規
定
が
こ
こ
に
引
継
が
れ
」
た
「
強
権
的
な
規
定
」
の
よ
う
に
思
う
が
「
こ
れ
を
残
し
た
理
由
」
の
説
明
を
求

め
た（（15
（

。
政
府
委
員
は
、「
交
通
の
制
限
ま
た
は
遮
断
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
伝
染
病
予
防
法
に
お
い
て
発
動
さ
れ
た
と
い
う
記
憶
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

残
っ
て
お
り
ま
せ
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
、
伝
染
力
が
強
く
、
重
篤
に
な
る
感
染
症
が
一
定
の
地
域

0

0

0

0

0

に
お
い
て
短
期
間
に
多
数

発
生
し
、
地
域
の
消
毒
や
患
者
の
入
院
等
の
対
応
で
は
感
染
症
の
蔓
延
が
防
止
で
き
な
い
よ
う
な
緊
急
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
交
通
の
制
限
及
び
遮
断
の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
」
も
の
で
、「
こ
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
、
地
域
の
交
通
を
制
限
ま
た
は
遮
断

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
、
集
中
的
に
健
康
診
断

0

0

0

0

0

0

0

0

、
消
毒
0

0

の
措
置
等
を
実
施
し
て
、
病
原
体
の
外
部
へ
の

0

0

0

0

0

0

0

0
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流
出
を
確
実
に
防
止

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
答
え
た
（
傍
点
引
用
者（

（15
（

）。

　

右
の
答
弁
は
「
一
定
の
地
域
0

0

」
に
お
け
る
交
通
制
限
・
遮
断
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
文
上
の
交
通
の
制
限
・
遮
断

措
置
の
地
理
的
範
囲
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
旧
伝
染
病
予
防
法
八
条
は
患
者
等
の
「
家0

」、
す
な
わ
ち
地
点
を
示
す
表
現
で
あ

る
が
、
同
法
一
九
条
一
項
二
号
は
「
市
街
村
落
ノ
全
部
若
ハ
一
部
」
で
あ
る
か
ら
、「
地
域
封
じ
込
め
」
も
可
能
で
あ
る
。
他
方
、

感
染
症
法
三
三
条
は
、
患
者
・
病
原
体
汚
染
等
の
「
場
所
0

0

」
と
い
う
か
ら
、「
家
」
よ
り
広
範
囲
に
理
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
た
地
点
的

0

0

0

な
表
現
で
あ
る
。
政
府
答
弁
に
あ
る
「
一
定
の
地
域
」
の
外
延
が
、
ど
の
程
度
の
地
理
的
範
囲

を
指
す
の
か
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
法
文
上
の
「
場
所
0

0

」
に
読
み
込
む
の
に
は
、
文
理
上
難
点
が
残
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

　

お
ま
け
に
感
染
症
法
三
三
条
の
交
通
制
限
・
遮
断
は
、
旧
伝
染
病
予
防
法
と
異
な
り
「
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
一
類
感
染
症
に
限
定

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
と
と
も
に
、
措
置
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
最
小
限

0

0

0

0

0

に
と
ど
め
る
べ
き
こ
と
を
［
三
四
条（（15
（

に
］
明
文
化
し
、
実
施
期
間

0

0

0

0

に
つ
い
て

も
七
二
時
間

0

0

0

0

をま
ま

限
定
0

0

す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
動
要
件
を
厳
し
く
限
定
し
て
い
る
」（
傍
点
引
用
者（

（15
（

）。
こ
と
に
期
間
が
「
七
二
時
間
以

内
」
と
い
う
制
約
で
は
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
に
は
到
底
及
ば
ず
、
該
当
場
所
を
消
毒
す
る
の
が
や
っ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

程
度
で
は
到
底
「
地
域
封
鎖
」
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
感
染
症
三
三
条
は
、
旧
伝
染
病
予
防
法
八
条

を
一
部
受
け
継
い
だ
と
し
て
も
、
旧
伝
染
病
予
防
法
一
九
条
一
項
二
号
を
埒
外
に
お
い
た
と
い
う
印
象
を
抱
か
せ
る
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
八
年
感
染
症
法
改
正
の
前
年
二
〇
〇
七
年

0

0

0

0

0

三
月
に
策
定
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
以
下
、「
専
門
家
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
）
は
、
交
通
遮
断
措
置
に
つ
い
て
、「
我
が
国
の
地
理
的
条
件
や
人
口
密
度

な
ど
を
考
慮
し
た
場
合
、
交
通
遮
断
に
よ
る
厳
格
な
人
の
移
動
制
限
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
」
で
あ
る
が
、「
人
口
密
度
が
低

0

0

0

0

0

0

く0

、
交
通
遮
断
が
容
易
な
地

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
か
つ
著
し
く
致
死
率
と
感
染
症
力
が
強
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
初
期
に
偶
然
発
見
さ
れ
る
可

能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
厳
格
な
人
の
移
動
制
限
ま
で
行
う
地
域
封
じ
込
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
を
提
唱
し
て
い
た
。

地
域
封
じ
込
め
作
戦
の
内
容
と
し
て
、
症
例
地
域
内
に
お
け
る
水
際
作
戦
の
強
化
、（
や
む
終ま
ま

え
な
く
対
象
地
域
か
ら
外
部
へ
の
移
動
の
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際
の
）
地
域
検
疫
の
実
施
、
症
例
発
生
地
域
内
外
の
移
動
及
び
行
動
制
限

0

0

0

0

（
交
通
遮
断
、
学
校
臨
時
休
業
、
対
象
者
の
自
宅
待
機
等
）、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
一
斉
予
防
投
与
等
を
想
定
し
て
い
る（（15
（

。

　

二
〇
〇
八
年
改
正
法
案
に
話
を
戻
す
と
、
法
案
に
は
格
別
、「
地
域
封
じ
込
め

0

0

0

0

0

0

」
と
銘
打
っ
た
章
立
て
や
条
文
は
見
当
た
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
右
の
専
門
家
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
連
想
し
た
の
か
、
国
会
審
議
に
お
い
て
「
地
域
封
じ
込
め
」
対
策
の
決
定
者
・
決
定
条

件
・
決
定
手
続
き
・
国
民
へ
の
周
知
等
へ
の
質
問
が
あ
る（（15
（

。
大
臣
は
、
地
域
封
じ
込
め
の
決
定
手
続
き
と
し
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
本
部
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
専
門
諮
問
委
員
会
を
招
集
し
、
…
…
こ
の
地
域
封
じ
込
め
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見

を
ま
ず
聴
取
」
し
、「
諮
問
委
員
会
の
検
討
を
経
て
、
対
策
本
部
で
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
地
域
封
じ
込
め
を
決
定

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
す
る
も
の
で
、

離
島
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

「
人
口
密
度
が
低
く

0

0

0

0

0

0

0

、
交
通
遮
断
が
比
較
的
容
易
な
地
域

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
［
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
］
発
生
し
た
場
合
な
ど
限

定
的
な
場
合
の
み
が
可
能

0

0

0

0

0

」
と
し
て
、
専
門
家
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
違
和
感
の
な
い
答
弁
を
し
て
い
る（（15
（

。
こ
れ
を
裏
返
し
て
い
う

と
、
大
都
市
部

0

0

0

0

で
の
地
域
封
じ
込
め
は
難
し
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る（（15
（

。
な
お
地
域
封
じ
込
め
の
国
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
大
臣
は
、
右

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
ま
す
と
、
…
…
地
域
封
じ
込
め
対
策
に
関
す
る
情
報
を
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
生
地
域
以
外
の
人
々

に
適
切
に
国
が
情
報
提
供
を
す
る
と
い
う
こ
と
…
…
［
な
の
］
で
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
対
応
」
を
す
る
と
答
え
て
い

る
（
（15
（

。

　

専
門
家
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
右
の
質
疑
応
答
も
、
私
に
は
旧
伝
染
病
予
防
法
一
九
条
一
項
一
号
、
感
染
症
法
三
三
条
に
基
づ
く

厳
密
な
議
論
に
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
実
行
可
能
性
（feasibility

）
を
重
視
し
て
か
、
封
鎖
の
対
象
地
域
は
離
島
・
村
落
の
み
と

し
て
、
あ
っ
さ
り
と
都
市
部
を
除
外
し
て
い
る
。
し
か
も
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
の
「
最
小
限
度
」
の
原
則
（
感
染
症
法
三
四
条
）

が
働
い
て
か
「
七
二
時
間
以
内
」
と
い
う
厳
し
い
時
間
的
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
感
染
症
法
三
三
条
は
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
と
し
て
の
交
通
規
制
・
遮
断
の
手
段
か
ら
は
遠
い
こ
と
を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い（（
（
（15
（

。
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③　

移
動
及
び
行
動
制
限
・
そ
の
2
「
学
校
閉
鎖
」

　

学
校
の
臨
時
休
業
は
、
専
門
家
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
地
域
封
じ
込
め
作
戦
中
「
移
動
及
び
行
動
制
限
」
の
一
つ
に
も
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。

　

委
員
が
、
学
校
閉
鎖
の
手
順
及
び
閉
鎖
が
受
験
時
期
に
重
な
っ
た
と
き
の
受
験
生
の
救
済
策
に
つ
い
て
質
問
し
た（（16
（

。
政
府
は
こ
の

う
ち
学
校
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
根
拠
条
文
と
し
て
学
校
保
健
法
一
三
条（（16
（

を
挙
げ
て
、
感
染
第
一
例
判
明
時
点
で
「［
文
部
科
学
省
は
］

全
国
の
教
育
委
員
会
あ
る
い
は
私
立
学
校
担
当
の
知
事
部
局
へ
情
報
提
供
」
す
る
こ
と
、
次
い
で
「
児
童
生
徒
や
教
職
員
等
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
が
発
生
」
あ
る
い
は
「
患
者
と
接
触
を
し
て
い
た
者
が
関
係
す
る
発
生
地
域
の
学
校
等
」
に
お
い
て
は
、

「
学
校
の
全
部
又
は
一
部
の
臨
時
休
業
の
措
置
」
に
つ
い
て
「
検
討
を
…
…
要
請
」
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
国
内
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
場

合
に
は
、「
政
府
か
ら
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
予
定
」
で
、
文
部
科
学
省
は
「
学
校
の
閉
鎖
を
行
い
、
極
力
外
出
を
控
え
る

こ
と
と
併
せ
て
、
閉
鎖
期
間
中
の
措
置
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
…
…
［
教
育
委
員
会
、
知
事
部
局
へ
］
要
請
」
し
「
こ
れ
を
受
け
、

全
国
の
学
校
は
休
業
と
…
…
考
え
て
い
る
」
こ
と
と
し
て
い
る（（16
（

。

④　

入
院
治
療

　

先
に
②
で
述
べ
た
二
〇
〇
七
年
専
門
家
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
「
医
療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
第
一
段
階

0

0

0

0

の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
初
期
に
保
健
所
等
に
「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
こ
と
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
及
び
協
力

医
療
機
関
（
以
下
あ
わ
せ
て
「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
等
」
と
い
う
）
を
即
応
体
制
に
す
る
こ
と
、
第
二
段
階

0

0

0

0

の
入
院
勧
告
措
置
に
基

づ
く
医
療
が
行
わ
れ
る
段
階
で
は
、
発
熱
外
来
を
設
置
す
る
こ
と
、
感
染
症
法
一
九
条
に
基
づ
く
入
院
勧
告
を
受
け
た
患
者
に
対
し
、

病
状
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
診
療
を
行
う
こ
と
、
第
三
段
階

0

0

0

0

の
患
者
増
加
で
入
院
勧
告
措
置
が
解
除
さ
れ
、
当
該
都
道
府
県
の

全
医
療
機
関
に
お
い
て
病
床
を
動
員
し
て
対
応
す
る
段
階
で
は
、
原
則
と
し
て
全
て
の
医
療
機
関
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
診
療
を

担
う
こ
と
、
医
療
機
関
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
の
病
床
確
保
の
た
め
」
自
宅
で
の
治
療
が
可
能
な
患
者
に
対
し
退
院
を
促
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し
自
宅
療
養
を
勧
め
る
こ
と
、
第
四
段
階

0

0

0

0

の
入
院
が
必
要
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
膨
大
と
な
り
、
医
療
機
関
内
の
既
存
の

病
床
以
外
の
新
た
な
病
床
が
必
要
と
な
る
段
階
で
は
、
医
療
機
関
以
外
に
お
い
て
も
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
、

医
療
機
関
以
外
で
の
医
療
提
供
の
場
は
公
的
研
修
施
設
等
の
宿
泊
施
設
が
望
ま
し
い
こ
と
、
な
お
こ
れ
ら
宿
泊
施
設
は
、
医
療
法
上

の
医
療
施
設
で
は
な
く
居
宅
の
延
長
線
上
の
も
の
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
、
第
五
段
階

0

0

0

0

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
が
終
息
傾
向

に
入
っ
た
段
階
で
は
、
発
熱
外
来
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
、
平
時
の
医
療
提
供
体
制
へ
の
復
帰
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る（（16
（

。

　

右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
三
段
階
に
関
連
し
て
委
員
か
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
「
重
症
者
の
み
医
療
機
関
で
の
入
院
治
療
を
行
い
、

軽
症
者
に
つ
い
て
は
在
宅
療
養
」
と
い
う
「
振
分
け
」
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
る（（16
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
「
患
者
数
が
医
療
機
関
の
収
容
能
力
を
超
え
て
し
ま
う
、
あ
る
い
は
地
域
の
中
で

も
ベ
ッ
ド
が
ほ
と
ん
ど
満
床
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
」
お
り
、「
重
症
者
と
在
宅
療
養
が
可
能
な
方
を
医
師
を

中
心
に
し
て
分
け
て
い
た
だ
か
な
き
ゃ
動
か
な
い
だ
ろ
う
」
が
「
具
体
的
な
振
分
け
の
基
準
に
つ
い
て
は
現
在
専
門
家
に
聴
い
て
い

る
と
こ
ろ
」
と
い
う
。
ま
た
在
宅
療
養
者
は
、「
軽
症
の
方
と
い
っ
て
も
や
は
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
な
の
で
、「［
二
〇
〇
七

年
専
門
家
］
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
往
診
…
…
訪
問
看
護
、
訪
問
薬
剤
、
電
話
相
談
や
薬
剤
の
受
渡
し
な
ど

を
通
じ
て
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
医
療
体
制
の
整
備
を
地
方
公
共
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
…
…
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
い
う（（16
（

。

　

そ
も
そ
も
感
染
症
法
は
、「
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
…
…
入
院
…
…
を
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
入
院
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
を
「
入
院
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
は
規
定
し
な
い
で
、

「
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
規
定
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
（
二
六
条
で
準
用
の
一
九
条
一
、
三
項
）。
ま
た
逐
条
書
か
ら
引
い
て

き
た
本
稿
「
表
2
」
で
は
、
一
類
感
染
症
は
「
原
則
入
院
」
だ
が
、
二
類
感
染
症
は
「
状
況
に
応
じ
て
入
院
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
入

院
の
裏
返
し
で
あ
る
退
院
に
つ
い
て
も
、「
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
」
と
い
う
本
来
の
退
院
基
準
（
二
六
条
で
準
用
の
二
二
条（

（16
（

）
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を
満
た
さ
な
い
「
患
者
で
あ
っ
て
も
、
回
復
し
医
学
的
に
自
宅
療
養
可
能
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
極
力
自
宅
療
養
を
推

奨
（
（16
（

」
す
る
と
の
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
三
段
階
）
の
記
述
に
、
さ
し
た
る
違
和
感
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
逐
条
書
は
、「
一
類
感
染
症

0

0

0

0

0

、
二
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

等
感
染
症
は
通
院
医
療
で
は
対
応
で
き
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

感
染
症

0

0

0

で
あ
る
こ
と
か
ら
確
実
に
入
院
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
こ
で
、
強
制
的
に
入
院
さ
せ
る
権
限
を
都
道
府
県
知
事
に
与
え
て

い
る
」
と
い
う
。
そ
れ
で
は
何
故
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
な
か
っ
た
か
と
の
疑
問
が
わ
く
。
逐
条
書
は
、
条
文
上
「
で
き
る
」
と

い
う
の
は
、
入
院
措
置
が
知
事
権
限
と
い
う
授
権
規
定
に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
さ
ら
に
「
非
常
に
稀
で
は
あ
る
が
」
と
断
っ
た
う
え

で
、
す
で
に
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
者
が
新
た
に
罹
患
し
た
場
合
の
よ
う
に
「
新
た
に
入
院
勧
告
等
を
す
る
必
要

が
な
い
場
合
も
想
定
で
き
る
」
こ
と
を
挙
げ
る
。
後
者
の
よ
う
な
レ
ア
ケ
ー
ス
の
存
在
だ
け
で
は
、
入
院
措
置
を
義
務
付
け
な
い
論

拠
に
は
な
り
に
く
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
入
院
措
置
が
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、「
権
限
規
定
の
一
般
的
法
制
の
用
例
」

か
ら
だ
と
逐
条
書
は
い
う
が
、
市し
せ
い井
の
我
々
に
は
こ
う
し
た
「
阿あ
う
ん吽
の
呼
吸
」
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
逐
条
書
は
、「
裁
量
と

義
務
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
当
該
裁
量
権
を
与
え
ら
れ
た
趣
旨
が
没
却
し
て
し
ま
う
よ
う
な
裁
量
権
の
不
行
使
は
違
法
と
な

り
、
許
さ
れ
な
い
も
の
で
…
…
状
況
に
よ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
…
…
入
院
措
置
を
と
る
義
務
が
生
じ
る（（16
（

」
と
い
う
。
右
は
、
知

事
が
と
る
入
院
措
置
は
知
事
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、
一
定
の
状
況
下
で
措
置
不
行
使
が
違
法
と
い
う
「
行
為

規
範
」
と
い
う
よ
り
、
も
っ
ぱ
ら
行
政
救
済
法
で
お
馴
染
み
の
「
裁
量
権
零ゼ
ロ

収
縮
理
論
」
等
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と

自
体
に
と
く
に
違
和
感
は
な
い
も
の
の
、「
確
実
に
入
院
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
逐
条
書
の
建
前
と
の
整
合
性
は
保
ち
に
く

い
。
前
回
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
の
感
染
症
法
改
正
で
明
文
化
さ
れ
た
「
最
小
限
度
の
措
置
」（
二
二
条
の
二
）
規
定
は
、
右
の

議
論
に
援
軍
に
は
な
り
に
く
い
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
第
一
段
階
で
原
則
患
者
の
入
院
を
想
定
し
つ
つ
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
第
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三
段
階
で
は
、
病
床
数
等
と
の
関
係
で
入
院
患
者
の
一
部
が
退
院
さ
せ
ら
れ
て
自
宅
療
養
が
増
加
す
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
右
の
最

小
限
度
の
措
置
規
定
（
感
染
症
法
二
二
条
の
二
）
と
は
無
関
係
に
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
は
重
篤
者
以
外
は
原

則
「
自
宅
療
養
」
等
と
い
う
ふ
う
に
、
原
則
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
、
感
染
症
法
の
入
院
規
定
（
二
六
条
で
準
用
の
一
九
～
二
〇
条
）

及
び
退
院
基
準
（
二
六
条
で
準
用
の
二
二
条
）
が
形
骸
化

0

0

0

し
か
ね
な
い
と
い
う
、
実
に
皮
肉
な
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
感
染
症
法
上
の
入
退
院
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
あ
る
種
「
竜
頭
蛇
尾

0

0

0

0

」
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
逐
条
書
に
い
う
二
類

感
染
症
も
原
則
入
院
治
療
と
い
う
理
想
論
的
な
「
建
前
」
は
、
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
国
会
答
弁
等
の
「
実
務
」
に
よ
っ
て
変

貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
い
う
と
、
大
袈
裟
で
あ
ろ
う
か
、

　

最
後
に
一
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
第
三
段
階
で
「
自
宅
療
養
」
を
推
奨
し
て
お
き
な
が
ら
、「
自

宅
療
養
」
自
体
が
感
染
症
法
の
表
舞
台
に
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
宅
療
養
者
へ
の
配
慮
条
項

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
格
別
設
け
ら
れ
て
は
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
自
宅
療
養
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
確
保
は
、
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
い
う
よ
う
に
、
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
二
〇
〇
八
年
改
正
法
案
に
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
感
染
症
患
者
と
の
接
触
者
が
、
居
宅
等
か
ら
外
出

し
な
い
こ
と
の
見
返
り
に
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
物
品
の
支
給
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
改
正
後
の
四
四
条

の
三
）。
こ
の
よ
う
な
生
活
配
慮
は
、
自
宅
療
養
者
に
つ
い
て
も
、
独
居
者
は
い
う
に
及
ば
ず
、
家
族
同
居
で
あ
っ
て
も
、
家
族
が

持
病
・
高
齢
等
で
戦
力
に
な
ら
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
感
染
症
患
者
と
の
接
触
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
か
ら
見

て
も
、
同
様
の
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
法
条
に
落
す
の
は
難
し
い
が
、
兎
小
屋
的
な
日
本
の
居
宅
に
あ
っ
て
、「
家
庭
内

0

0

0

感
染
の
防
止

0

0

0

0

0

」
と
い
う
難
題
解
決
へ
の
視
点
も
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
企
業
の
「
行
動
計
画
」

　

二
〇
〇
七
年
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
波
は
複
数
回
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
一
つ
の
流
行
期
間
は
約
二
ケ
月
間
続
く
と
考
え
ら
れ
…
…
二
ケ
月
間
機
能
停
止
す
る
こ
と
で
国
民
生
活
や
社
会
機
能
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が
破
綻
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
社
会
機
能
維
持

0

0

0

0

0

0

者
」（
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
、
他
事
業
以
上
に
業
務
継
続
に
つ
い
て
の
検
討
が

必
要
と
す
る
。「
社
会
機
能
維
持
に
関
わ
る
事
業
」
の
一
つ
の
範
疇
と
し
て
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

0

0

0

0

0

0

0

0

」
す
な
わ
ち
「
機
能
低
下
を
来

し
た
場
合
、
最
低
限
の
国
民
生
活
が
維
持
で
き
な
い
も
の
」
と
し
て
「
電
気
事
業
者
、
水
道
事
業
者
、
ガ
ス
事
業
者
、
石
油
事
業
者
、

食
料
販
売
関
係
者
等
」
を
挙
げ
て
い
る
（
こ
こ
で
は
通
信
事
業
者
は
例
示
か
ら
漏
れ
て
い
る（

（16
（

）。

　

こ
れ
を
受
け
て
経
済
産
業
省
も
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
に
対

し
て
「
行
動
計
画
」
の
策
定
を
要
請
し
た（（17
（

。

　

右
の
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
事
業
者
の
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
質
問
が
あ
る
。
第
一
に
経
済
産
業
省
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
行
動
計
画
」
の
策
定
を
要
請
し
た
要
請
先
の
う
ち
、
電
力
に
つ
い
て
（
以
下
、
当
時
の
事
業
区
分
に
よ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）

「
卸
供
給
事
業
者
」「
特
定
規
模
電
気
事
業
者
」「
共
同
火
力
」
等
が
抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
第
二
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
に
は
、
電
気
事
業
者
の
ほ
か
、
電
力
関
係
の
「
メ
ー
カ
ー
」「
関
係
会
社
」
も
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
で
あ
る（（17
（

。

政
府
は
、
第
一
点
は
、「
供
給
義
務
を
負
う
十
電
力
、
そ
れ
か
ら
電
源
開
発
［
株
式
会
社
］
と
日
本
原
［
子
力
発
］
電
と
い
う
大
手

十
二
社
に
対
し
て
行
動
計
画
の
要
請
策
定
を
要
請
」
し
、
昨
二
〇
一
七
年
四
月
ま
で
に
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
右
の
対
象

外
の
中
小
電
気
事
業
者
つ
い
て
は
、
十
二
社
が
「
詳
細
に
計
画
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
時
の
電
力

の
安
定
供
給
な
ど
に
与
え
る
影
響
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、
行
動
計
画
の
策
定
要
請
な
ど
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、
検
討
」
す
る
と

し
、
第
二
点
は
、
メ
ー
カ
ー
等
は
、「
最
終
的
に
は
」
電
気
事
業
者
が
行
動
計
画
を
ま
と
め
、「
計
画
の
詳
細
な
展
開
を
よ
く
見
な
が

ら
、
…
…
［
メ
ー
カ
ー
等
］
も
含
め
…
…
引
き
続
き
周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
え
て
い
る（（17
（

。
ま
た
、
発
電
所
の
「
定

期
点
検
」
が
法
定
ど
お
り
い
か
な
い
と
き
に
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
と
の
質
問（（17
（

に
対
し
て
は
、（
当
時
の
）
原
子
力
安
全
・
保
安
院

と
し
て
は
「
安
全
確
保
が
大
前
提
」
で
あ
る
が
、
他
方
火
力
発
電
で
は
「
災
害
そ
の
他
の
非
常
の
場
合
に
は
検
査
開
始
時
期
の
変
更

を
認
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
お
り
ま
す（（17
（

」
と
答
え
て
い
る
。
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（
126
）　

前
掲
註（
106
）の
各
文
献
参
照
。「
高
病
原
性
」
と
い
う
の
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
う
ち
、
特
別
な
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
も
ち
、
か

つ
病
原
性
が
高
い
極
く
一
部
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
を
い
う
（
加
藤
・
前
掲
註（
5
）・
一
三
八
頁
）。

（
127
）　

前
掲
註（
105
）の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
検
討
小
委
員
会
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書
』
八
頁
（
二

〇
〇
四
年
八
月
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/topics/2004/09/tp0903-1.htm
l

、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
四
〇
頁
。

（
128
）　

も
っ
と
も
小
池
晃
委
員
に
よ
れ
ば
、
広
義
の
鳥
イ
ン
フ
ル
の
う
ち
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、「
指
定
感
染
症
の
政
令
指
定

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
［
二

〇
〇
八
年
］
六
月
に
失
効
す
る
」
状
態
に
あ
っ
た
。
小
池
委
員
・
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
三
一
頁
（
二

〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
）。

（
129
）　

古
く
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
と
き
の
内
務
省
「
流
行
性
感
冒
予
防
心
得
」（
大
正
八
年
一
月
、
内
務
省
衛
生
局
）
は
、「
は
や
り
か
ぜ
は

如ど

何う

し
て
伝
染
す
る
か
」
の
項
で
、「
は
や
り
か
ぜ
は
、
主お
も

に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
病や
ま
ひ気
で
あ
る
。
か
ぜ
を
引
い
た
人
が
咳
や
嚔
（
く

し
ゃ
み
）
を
す
る
と
眼
に
も
見
え
な
い
程
微こ
ま
か細

な
泡と
ば
し
り沫

が
三
、
四
尺
周
囲
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
夫そ

れ
を
吸
い
込
ん
だ
者
は
此こ
の

病
（
や
ま
ひ
）

に
罹か
か

る
」
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
飛
沫
感
染

0

0

0

0

と
し
て
い
た
。
内
務
省
衛
生
局
・
前
掲
註（
6
）・
一
四
三
頁
。

　

ま
た
同
書
・
三
七
四
頁
以
下
で
は
、
各
国
共
通
の
予
防
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
、
マ
ス
ク
、
含う
が
い嗽

の
三
つ
を
挙
げ
、
詳
論
し
て
い
る
。

同
時
に
視
覚
に
訴
え
る
五
種
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
。「
予
防
注
射

0

0

0

0

で
宿
の
な
く
な
る
風
乃
神
」「
恐
る
べ
し
『
ハ
ヤ
リ
カ
ゼ
』
の
『
バ
イ

キ
ン
』
！
マ
ス
ク
を
か
け
ぬ
命
知
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

！
」「『
テ
バ
ナ
シ
』
に
『
セ
キ
』
を
さ
れ
て
は
堪
ら
な
い
」「
含
嗽
せ
よ

0

0

0

0

、
朝
な
夕
な
に

0

0

0

0

0

」「
手
當

が
早
け
れ
ば
直
ぐ
治
る
」（
順
不
同
・
各
傍
点
引
用
者
）
で
あ
る
。
同
書
・
一
五
八
～
一
六
二
頁
。

（
130
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
書
・
一
五
～
一
八
頁
。

（
131
）　

法
案
は
、
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
八
号
三
九
～
四
三
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
一
八
日
）。

（
132
）　

自
由
民
主
党
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
の
三
派
共
同
提
案
に
よ
る
法
案
修
正
案
の
主
た
る
内
容
は
、
第
一
に
無
症
状
病

原
体
保
有
者
に
つ
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
患
者
と
み
な
す
こ
と
（
改
正
後
の
八
条
三
項
）、
第
二
に
、
国
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
等
医
薬
品
の
研
究
開
発
促
進
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
医
薬
品
の

早
期
の
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
（
改
正
後
の
新
三
条
一
項
）、
第
三
に
、
国
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
に
備
え
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
及
び
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
な
量
の
備
蓄

に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
（
同
条
二
項
）
で
あ
る
。
大
村
秀
章
委
員
・
同
会
議
録
・
一
〇
号
四
〇
頁
及
び
四
二
頁
（
同
月
二
三
日
）。
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（
133
）　

可
決
さ
れ
た
法
案
は
、
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
三
九
～
四
二
頁
（
同
月
二
四
日
）、
厚
生
労
働

省
・
前
掲
註（
1
）・
二
〇
、
七
五
〇
～
七
五
三
頁
、
国
立
感
染
症
研
究
所
「
感
染
症
法
お
よ
び
検
疫
法
の
改
正
と
麻
疹
対
策
強
化
、
二
〇

〇
八
年
五
月
」https://w

w
w

.niid/ja/iasr-law
/152_2008512.htm

l

（
134
）　

附
帯
決
議
は
、
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
一
〇
号
四
一
頁
（
同
月
二
三
日
）
及
び
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

会
議
録
八
号
三
七
～
三
八
頁
（
同
月
二
四
日
）。
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
一
六
～
七
一
七
、
七
一
八
～
七
二
〇
頁
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
135
）　

舛
添
大
臣
・
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
八
号
三
九
頁
（
同
月
一
八
日
）、
同
・
同
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委

員
会
会
議
録
八
号
一
五
頁
（
同
月
二
四
日
）。

（
136
）　

岡
部
信
彦
（
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）
参
考
人
・
同
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
九
号
四
～
六
、
一

一
頁
（
同
月
二
二
日
）、
清
水
鴻
一
郎
委
員
・
同
会
議
録
一
〇
号
三
頁
（
同
月
二
三
日
）、
田
代
眞
人
（
国
立
感
染
症
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
第

三
部
長
）
政
府
参
考
人
・
同
号
三
〇
頁
、
西
山
正
徳
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
一
〇
号
・
二
五
頁
（
同
月
二

三
日
）、
同
政
府
参
考
人
・
同
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
二
四
頁
（
同
月
二
四
日
）、
同
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
同
号

二
九
頁
、
谷
口
隆
（
農
林
水
産
大
臣
官
房
審
議
官
）
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
同
号
二
九
～
三
〇
頁
等
。

（
137
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
用
の
ワ
ク
チ
ン
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
は
、
発
生
し
て
か
ら
で
な
い
と
製
造
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
感

染
事
例
か
ら
分
離
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
も
と
に
ワ
ク
チ
ン
用
に
開
発
さ
れ
た
種
ウ
イ
ル
ス
か
ら
開
発
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
な
っ
た
と
き
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
基
礎
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を

プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
。
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」https://

w
w

w
.idsc.go.jp/disease/infuluenza/pandem

ic/Q
A

12.htm
l

（
138
）　

清
野
研
一
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
難
病
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）
参
考
人
・
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

議
録
九
号
六
～
七
、
一
一
、
一
四
、
一
六
～
一
七
、
一
九
、
二
〇
、
二
一
、
二
二
、
二
三
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
二
日
）、
光
石
忠
敬

（
日
本
弁
護
士
連
合
会
人
権
擁
護
委
員
会
特
別
委
嘱
委
員
）
参
考
人
・
同
号
一
〇
、
二
二
頁
、
西
山
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
一
〇
号
四

頁
（
同
月
二
三
日
）、
高
橋
直
人
（
厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
長
）
政
府
参
考
人
・
同
号
五
、
九
～
一
〇
頁
、
舛
添
大
臣
・
同
号
五
、
一

〇
頁
、
郡
和
子
委
員
・
同
号
一
九
～
二
〇
頁
、
高
橋
政
府
参
考
人
・
同
頁
、
三
井
瓣
雄
委
員
・
同
号
二
六
頁
、
西
山
政
府
参
考
人
・
同
国
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会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
一
〇
～
一
一
頁
（
同
月
二
四
日
）、
舛
添
大
臣
・
同
号
一
一
頁
、
中
村
哲
治
委
員
・
同
号
二
〇

頁
等
。

（
139
）　

高
橋
政
府
参
考
人
・
同
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
一
〇
号
二
〇
頁
（
同
月
二
三
日
）、
西
山
政
府
参
考
人
・
同
号
二
一
頁

等
。

（
140
）　

西
山
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
一
〇
号
一
四
頁
（
同
月
二
三
日
）、
中
村
哲
治
委
員
・
同
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八

号
二
二
～
二
三
頁
（
同
月
二
四
日
）、
足
立
信
也
委
員
・
同
号
二
五
頁
、
舛
添
大
臣
・
同
号
同
頁
等
。

（
141
）　

内
務
省
衛
生
局
・
前
掲
註（
6
）・
三
七
三
頁
。

（
142
）　

他
方
、
災
害
対
策
基
本
法
に
市
長
村
長
に
よ
る
避
難
指
示
（
六
〇
条
）・
警
戒
区
域
設
定
（
六
三
条
）、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
よ

る
交
通
規
制
（
七
六
条
）
等
の
具
体
的
措
置
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
感
染
症
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
と
は
異
な
り
、
災
害
・
被
害
が

「
可
視
」
の
た
め
だ
ろ
う
か
。

（
143
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
八
、
七
三
五
～
七
三
六
頁
。

（
144
）　

清
水
鴻
一
郎
委
員
・
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
一
〇
号
三
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
三
日
）。

（
145
）　

西
山
政
府
参
考
人
・
同
号
・
同
頁
。

（
146
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
九
二
頁
。

（
147
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
九
三
頁
。
義
務
付
け
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
逐
条
書
は
、
本
条
の
対
象
者
は
、
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
不
確
実
で
、
他
者
に
感
染
さ
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
、「
一
五
条
に
よ
る
調
査
、
一
七
条
に
よ
る
健
康
診
断
等
に

よ
る
ま
ん
延
防
止
策
も
可
能
」
な
の
で
「
罰
則
等
に
よ
る
義
務
付
は
行
わ
な
い
」
と
す
る
。
右
の
二
か
条
の
う
ち
一
五
条
は
、
い
わ
ゆ
る

積
極
的
疫
学
調
査
の
こ
と
で
あ
り
、
同
条
六
項
は
「
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
だ
け
で
、
調
査
に
関
す

る
秘
密
漏
洩
に
つ
い
て
七
三
条
二
項
は
あ
っ
て
も
、
調
査
に
応
じ
な
く
て
も
罰
則
は
な
い
（
同
書
・
九
二
頁
）。
他
方
、
一
七
条
の
健
康

診
断
は
、
勧
告
に
基
づ
く
健
康
診
断
を
原
則
と
し
つ
つ
も
（
同
条
一
項
）、
都
道
府
県
知
事
が
「
職
員
に
健
康
診
断
を
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」（
同
条
二
項
）
と
、
健
康
診
断
を
行
う
権
限
を
与
え
て
い
る
（
同
書
・
一
〇
七
頁
）。

　

ち
な
み
に
内
務
省
「
流
行
性
感
冒
予
防
心
得
」
の
「
罹か
か

つ
た
な
ら
」
の
項
に
は
、「
一
、
か
ぜ
を
引
い
た
な
と
思
っ
た
な
ら
直
ぐ
に
寝

床
に
潜
り
込
み
医
師
を
呼
べ
」「
三
、
治
っ
た
と
思
っ
て
も
医
師
の
許
し
の
あ
る
迄
は
外
に
出
る
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。
内
務
省
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衛
生
局
・
前
掲
註（
6
）・
一
四
四
頁
。

（
148
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
一
五
頁
。

（
149
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
（
親
審
議
会
）「
新
し
い
時
代
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
（
意
見
）」
を
ウ
ェ
ブ
で
検
索
で
き
ず
、
厚
生
労
働
省
・

前
掲
註（
1
）・
一
五
六
～
一
五
七
頁
に
よ
る
。

（
150
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
一
五
七
頁
。

（
151
）　

武
山
百
合
子
委
員
・
第
一
四
二
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
四
号
二
四
頁
（
一
九
九
八
年
五
月
二
七
日
）。

（
152
）　

小
林
秀
資
政
府
委
員
（
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
）・
同
右
・
二
四
頁
。

　

感
染
症
法
成
立
の
翌
二
〇
〇
九
年
に
出
さ
れ
た
同
法
施
行
通
達
（
平
成
一
一
年
三
月
九
日
健
医
発
四
五
二
号
・
生
衛
発
四
三
四
号
厚
生

省
保
健
医
療
。
生
活
衛
生
局
長
連
名
通
知
）
は
、
同
法
三
三
条
に
基
づ
く
「
交
通
の
制
限
又
は
遮
断
は
、
以
下
の
基
準
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
こ
と
（［
同
法
施
行
］
令
第
五
条
［
現
九
条
］
関
係
）
と
し
て
、「
ア
一
類
感
染
症
の
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
る
ま
ん
延
を
防
止
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
当
該
一
類
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
当
該
措
置
を
実
施
す
る
場
所
の
状
況

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
適
切
な
方

法
を
行
う
こ
と
」、「
ウ
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
者
の
人
権
に
配
慮
し
つ
つ
行
う
こ
と
。
な
お
、
…
…
［
右
の
］
者
に
は
、
感
染
症
の
患

者
に
加
え
、
交
通
の
制
限
又
は
遮
断
の
対
象
と
な
る
者
が
含
ま
れ
る
」
と
す
る
（
傍
点
引
用
者
）。
し
か
し
具
体
的
措
置
で
あ
る
「
場
所
」

の
交
通
制
限
・
遮
断
が
、
達
成
目
標
で
あ
る
「
広
範
囲
の
地
域
の
ま
ん
延
防
止
」
に
つ
な
が
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
153
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
五
七
頁
は
、
三
四
条
を
「
人
権
を
尊
重
し
た
…
…
精
神
が
本
条
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
も

の
」
と
い
う
。

（
154
）　

小
林
政
府
委
員
・
第
一
四
二
国
会
衆
議
院
厚
生
委
員
会
議
録
一
四
号
二
四
頁
。

（
155
）　

第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
資
料
1
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ラ
イ
ン
（
フ
ェ
ー
ズ
4
以

降
）（
案
）」
八
〇
、
八
九
～
九
三
頁
。https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/shingi/2007/03/s0314_21.htm
l

（
156
）　

渡
辺
孝
男
委
員
・
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
三
〇
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
）。

（
157
）　

舛
添
大
臣
・
同
右
会
議
録
同
号
三
〇
頁
。

（
158
）　

質
問
者
の
渡
辺
委
員
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
渡
辺
委
員
・
同
右
同
号
三
〇
頁
。

（
159
）　

舛
添
大
臣
・
同
右
同
号
三
〇
頁
。
第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
155
）・
九
四
頁
等
。
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（
159
の
2
）　

村
上
一
樹
・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
及
び
同
月
二
日
付
東
京
新
聞
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、「
感
染
症
法
［
三
三
条
］
は
、
知
事
が

七
二
時
間
以
内
に
限
り
交
通
を
『
制
限
・
遮
断
』
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
消
毒
の
た
め
の
措
置
」
で
、「［
要
請
を
受
け
た
交
通

事
業
者
が
間
引
き
運
転
な
ど
に
協
力
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
も
の
の
］
広
域
的
に
長
時
間
、
公
共
交
通
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

菅
義
偉
官
房
長
官
も
［
二
〇
二
〇
年
四
月
］
一
日
の
記
者
会
見
で
感
染
症
法
の
規
定
に
つ
い
て
『
都
市
封
鎖
の
た
め
で
は
な
い
』
と
明

言
」
と
報
じ
る
。https://w

w
w

.tokyo-np.co.jp/article/14358

及
び
同14365

（
160
）　

石
井
準
一
委
員
・
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
）。

（
161
）　

当
時
の
学
校
保
健
法
の
第
三
章
伝
染
病
に
は
「
学
校
の
設
置
者
は
、
伝
染
病
予
防
上

0

0

0

0

0

0

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校
の
全
部

又
は
一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」（
傍
点
引
用
者
。
一
三
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　

の
ち
に
同
法
は
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
改
題
さ
れ
（
平
成
二
〇
法
律
七
三
号
）、
同
法
第
二
章
学
校
保
健
・
第
四
節
「
感
染
症
の
予

防
」
に
組
み
替
え
ら
れ
て
お
り
、「
学
校
の
設
置
者
は
、
感
染
症
の
予
防
上

0

0

0

0

0

0

0

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校
の
全
部
又
は
一
部
の

休
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」（
傍
点
引
用
者
。
二
〇
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
162
）　

田
中
敏
政
府
参
考
人
（
文
部
科
学
大
臣
官
房
審
議
官
）・
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
九
頁
（
二
〇
〇

八
年
四
月
二
四
日
）。

（
163
）　

第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
155
）・
一
〇
〇
～
一
〇
八
頁
。

（
164
）　

石
井
委
員
・
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
七
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
）。
な
お
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
及
び
発
熱
外
来
の
設
置
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
南
野
知
恵
子
委
員
・
同
右
・
二
九
頁
、
西
山
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局

長
）・
同
頁
。

（
165
）　

西
山
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
八
号
八
頁
。

（
166
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
二
三
、
一
二
六
頁
参
照
。

（
167
）　

第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
155
）・
一
〇
六
頁
。

（
168
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
一
六
～
一
一
七
頁
。

（
169
）　

専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
155
）・（
事
業
者
・
職
場
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

（
170
）　

ウ
ェ
ブ
で
検
索
の
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
七
年
版
経
済
産
業
省
の
行
動
計
画
を
み
つ
け
ら
れ
ず
、
そ
の
十
年
後
の
二
〇
一
七
年
版
し
か
参
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照
で
き
な
い
た
め
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
行
動
計
画
策
定
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
七
年

四
月
二
七
日
）http://w

w
w

.japc.co.jp/new
s/other/2007/20070427.htm

l

の
説
明
文
に
よ
る
。

（
171
）　

小
林
政
夫
委
員
・
第
一
六
九
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
一
八
頁
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
）。

（
172
）　

西
山
英
彦
政
府
委
員
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
長
）・
同
号
一
八
頁
。
な
お
現
行
電
気
事
業
法
の
も
と
で
の
状
況

は
本
稿
註（
17
）参
照
。

（
173
）　

小
林
委
員
・
同
号
一
八
～
一
九
頁
。

（
174
）　

稲
垣
嘉
彦
政
府
委
員
（
経
済
産
業
大
臣
官
房
審
議
官
）・
同
号
一
九
頁
。

Ｃ　

新
型
肺
炎
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
二
〇
一
二
年
～
）

　

二
〇
一
二
年
、
中
東
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
類
似
の
重
症
呼
吸
器
疾
患
が
み
つ
か
り
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
似

て
い
る
た
め
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（M

iddle East Respiratory Syndrom
e

以
下
「
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

0

0

0

0

」
と
い
う
）」
と
命
名
さ
れ
た（（17
（

。
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
（
一
人
の
患
者
が
何
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
を
も
つ
か
の
）
基
本
再
生
産
数
は
、
〇
・
八
～
一
・
三
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
二
～
三
）、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
二
～
五
）
に
比
べ
て
低
い
こ
と
も
あ
り
、
急
速
に
は
他
地
域
に
拡
散
し
な
か
っ
た
が（（17
（

、
翌
一
三
年
に
拡

大
し
、
二
〇
一
五
年
に
は
隣
国
韓
国
へ
飛
び
火
し
た（（17
（

も
の
の
、
結
果
的
に
わ
が
国
で
は
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
感
染
者
は
出
な
か
っ
た（（17
（

。
な
お
二

〇
一
三
年
、
ウ
イ
ル
ス
分
類
に
関
す
る
国
際
委
員
会
に
よ
っ
て
、
本
病
原
体
名
は
「M

iddle East Respiratory Syndrom
e 

Coronavirus

（M
ERS-CoV

）」
と
命
名
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
同
名
称
の
使
用
を
開
始
し
て
い
る（（17
（

。

（
ａ
）　

情
報
提
供
及
び
協
力
要
請
か
ら
「
指
定
感
染
症
」
へ

　

二
〇
一
二
年
九
月
以
降
、
厚
生
労
働
省
は
「
新
種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
に
つ
い
て
（
情
報
提
供
及
び
協
力

依
頼（

（18
（

）」、「
新
種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
に
つ
い
て
（
症
例
定
義
の
変
更（

（18
（

）」、
翌
年
「
新
種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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に
よ
る
感
染
症
の
国
内
検
査
体
制
及
び
日
本
に
お
け
る
呼
称
の
変
更
に
つ
い
て
（
情
報
提
供（

（18
（

）」、「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
）
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て（（18
（

」
等
の
自
治
体
の
衛
生
主
管
部
に
あ
て
結
核
感
染
症
課
長
通
知
に
よ
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
罹
患
の
疑
い

の
あ
る
患
者
診
察
の
情
報
提
供
を
依
頼
し
て
き
た
。
し
か
し
右
の
症
例
の
報
告
依
頼
は
、「
法
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」

し
「
検
疫
法
に
基
づ
く
検
査
・
診
察
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
入
国
段
階
で
の
把
握
が
で
き
な
い
た
め
、
感
染
症
法
に
基
づ
く
措
置
に

効
果
的
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
」
が
あ
っ
た（（18
（

。

　

そ
こ
で
二
〇
一
四
年
五
月
の
第
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
「
二
類
感
染
症
」
に
位
置
付
け
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
国
会
で
の
法
改
正
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
は
、
二
類
感
染
症
相
当
の
「
指
定
感
染
症
」
に
指
定
す
る
と

い
う
案
が
諮
ら
れ
た（（18
（

。
提
案
理
由
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
た
め
に
必
要
な
感
染
症
法
の
措
置
と
し
て
、
医
師
に
よ
る
迅
速
な
届
出
に
よ
る

患
者
の
把
握
（
四
類
感
染
症
以
上
）、
患
者
発
生
時
の
積
極
的
疫
学
調
査
（
接
触
者
調
査
）（
四
類
感
染
症
以
上
）、
患
者
に
対
す
る
入
院

措
置
や
公
費
に
よ
る
適
切
な
医
療
の
提
供
（
二
類
感
染
症
以
上
）
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
二
類
感
染
症
と
し
て
感
染
症
法
に

位
置
付
け
る
こ
と
が
適
当
と
い
う
も
の
で
あ
る（（18
（

。
こ
れ
に
対
し
て
部
会
の
委
員（（18
（

か
ら
は
格
別
の
異
論
は
な
く
、
部
会
長
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
が
結
果
的
に
二
類
感
染
症
に
分
類
す
る
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
「
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
を
行
う
」
と
の
附
帯
意
見
を
つ
け

て
、
部
会
と
し
て
は
賛
成
と
総
括
し
て
い
る（（18
（

。

　

同
年
六
月
、「
感
染
症
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
案
）」
が
第
五
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
に
提
出
さ
れ
た
。
第
四
回
部

会
で
合
意
し
た
よ
う
に
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
指
定
感
染
症
と
し
て
指
定
し
、
指
定
時
か
ら
一
年
で
失
効
す
る
（
感
染
症
法
七
条
一
項
）
た

め
、
法
改
正
で
二
類
感
染
症
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
再
確
認
し
て
い
る（（18
（

。

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
症
法
の
位
置
づ
け
は
、
既
述
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ａ
）
～
（
ｃ
））
の
よ
う
に
新
感
染
症
―
→
指
定
感
染

症
―
→
一
類
感
染
症
―
→
二
類
感
染
症
と
目
ま
ぐ
る
し
く
か
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、
二
〇
一
四
年
時
点
で
「
既
知

の
感
染
症
」
で
あ
る
た
め
、（
新
感
染
症
で
あ
れ
ば
準
用
さ
れ
る
一
類
感
染
症
並
の
措
置
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
）
そ
も
そ
も
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新
感
染
症
に
な
る
余
地
は
な
い
。
ま
た
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
二
類
感
染
症
へ
の
分
類
が
適
当
と
判
断
し
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
よ
う
な
迷
走
を
回
避
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

翌
七
月
、「
中
東
呼
吸
器
感
染
症
候
群
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
」（
平
成
二
六
政
令
二
五
六
号
）
に
よ
り
、「
病
原

体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
」
り
（
同
令
一
条
括
弧
書
き
）、
一
年
間
（
同
令
二

条
）「
指
定
感
染
症

0

0

0

0

0

」（
感
染
症
法
六
条
八
項
）
に
指
定
さ
れ
た（（19
（

。

（
ｂ
）　
「
二
類
感
染
症
」
へ
―
―
感
染
症
法
改
正
（
二
〇
一
四
年
）

　

同
（
二
〇
一
四
）
年
一
〇
月
、
安
倍
晋
三
内
閣
（
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
）
の
も
と
感
染
症
法
の
一
部
改
正
案
が
上
程
さ
れ
た
。

法
案
に
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
七
月
に
指
定
感
染
症
と
し
て
指
定
さ
れ
た
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
「
二
類
感
染
症
」
に
加
え
る
（
改
正
後
の
六
条

三
項
五
号
）
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
た
。
そ
れ
と
並
ん
で
法
案
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
へ
の
変
異
が
危
惧
さ
れ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

（
Ｈ
7
Ｎ
9
）
も
あ
わ
せ
て
二
類
感
染
症
に
加
え
て
い
る
（
改
正
後
の
六
条
三
項
六
号
）。

　

国
会
委
員
会
審
議
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
鳥
イ
ン
フ
ル
に
関
す
る
議
論
を
み
て
お
こ
う
。

①　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
7
Ｎ
9
）：
指
定
感
染
症
か
ら
二
類
感
染
症
へ

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
四
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
（
Ｈ
5
Ｎ
1
）
に
限
っ
て
は
、
そ
の
病
原

性
や
感
染
力
、
新
型
イ
ン
フ
ル
へ
の
変
異
0

0

の
お
そ
れ
を
考
慮
し
て
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
指
定
感
染
症
に
指
定（（19
（

の
の
ち
、
二
〇
〇
八

年
の
感
染
症
法
改
正
で
、
二
類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
て
い
た
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ａ
））。

　

二
〇
一
三
年
四
月
の
第
一
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
で
、
Ｈ
7
Ｎ
9
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
が
議
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
は
、「
Ｈ
7
Ｎ
9
」
が
四
類
感
染
症
の
ま
ま
で
は
「
二
類
感
染
症
並
の
入
院
措
置
や
就
業
制
限
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
仮
に
国
内
で
発
生
し
た
場
合
に
、
当
該
患
者
に
対
し
て
、
適
切
な
医
療
を
公
費
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
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で
き
ず
、
患
者
の
生
命
及
び
健
康
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
し
て
、「
政
令
で
指
定
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
指
定

し
て
は
ど
う
か
」
と
、
指
定
感
染
症
へ
の
指
定
を
諮
っ
た（（19
（

。
審
議
の
結
果
、
渡
邊
部
会
長
は
、
感
染
症
法
上
の
指
定
感
染
症
に
指
定

す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
た
だ
過
剰
な
対
応
に
な
ら
な
い
よ
う
国
民
に
十
分
説
明
す
る
よ
う
要
望
す
る
と
総
括
し
た（（19
（

。

　

こ
れ
を
受
け
て
同
月
、「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
7
Ｎ
9
）
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
」（
平
成
二
五
政
令
一
二
九

号
）
が
公
布
さ
れ
た（（19
（

。
同
令
は
、
施
行
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
（
二
〇
一
四
年
五
月
六
日
。
同
令
附
則
二
項
、
感
染
症
法
七
条
一

項
）
に
失
効
す
る（（19
（

が
、
一
年
以
内
に
限
っ
て
は
政
令
で
延
長
が
可
能
（
感
染
症
法
七
条
二
項
）
で
、
二
〇
一
五
年
五
月
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
た（（19
（

。

　

厚
生
労
働
省
は
、
右
の
二
〇
一
五
年
五
月
の
指
定
感
染
症
の
指
定
失
効
に
備
え
る
た
め
、
第
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会

に
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
7
Ｎ
9
）
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
に
お
い
て
、
二
類
感
染
症
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

諮
っ
た（（19
（

と
こ
ろ
、
渡
邊
部
会
長
は
、「
特
に
意
見
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
賛
成
」
と
ま
と
め
て
い
る（（19
（

。

　

二
〇
一
四
年
法
案
に
よ
れ
ば
、
鳥
イ
ン
フ
ル
の
う
ち
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
感
染
症
の
病
原
体
に
変
異
0

0

す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
に

限
っ
て
二
類
感
染
症
と
し
、
そ
の
範
囲
は
政
令
で
血
清
亜
型
を
定
め
て
特
定
す
る
。
そ
し
て
四
類
感
染
症
の
鳥
イ
ン
フ
ル
と
区
別
す

る
た
め
に
こ
れ
を
「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
（
改
正
後
の
六
条
三
項
六
号
括
弧
書
き
）。
な
お
法
改
正
後
の

政
令
は
、「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
体
の
血
清
亜
型
は
、
予
想
通
り
、
従
前
か
ら
の
「
Ｈ
5
Ｎ
1
」
と
、
新
た
に
加
え

る
「
Ｈ
7
Ｎ
9
」
の
両
者
で
あ
る
（
感
染
症
法
施
行
令
一
条
）。

②　

法
案
提
案
理
由

　

Ｈ
7
Ｎ
9
型
鳥
イ
ン
フ
ル
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
は
じ
め
、
海
外
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
、
国
際
交
流
の
進
展
、
保
健
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
感
染
症
に
対
応
す
る
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
一
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
感

染
症
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
鳥
イ
ン
フ
ル
及
び
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
二
類
感
染
症
に
追
加
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
医
療
機
関
や
感
染
症
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患
者
に
対
す
る
検
体
の
提
出
要
請
制
度
の
創
設
、
第
三
に
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
感
染
症
、
新
感
染
症

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
や
患
者
か
ら
の
検
体
の
採
取
、
第
四
に
、
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
患
者
等
の
検
体
等
の
提
出
を
担
当
す

る
指
定
提
出
期
間
制
度
の
創
設
、
第
五
に
、
第
二
か
ら
第
四
に
よ
り
入
手
の
検
体
等
に
つ
い
て
、
知
事
に
よ
る
検
査
実
施
、
大
臣
に

よ
る
検
査
基
準
の
策
定
、
大
臣
か
ら
知
事
へ
の
提
出
要
請
等
を
設
け
る
も
の
で
あ
る（（20
（

。

③　

国
会
審
議
に
お
け
る
主
要
論
点
―
―
二
類
感
染
症
へ
の
指
定

　

参
議
院
先
議
の
国
会
委
員
会
審
議
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
に
つ
い
て
若
干
の
や
り
と
り
は
あ
る
が
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
二
類
感
染
症
へ
の

指
定
は
、
と
く
に
話
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
便
宜
上
、
以
下
、
鳥
イ
ン
フ
ル
の
二
類
感
染
症
へ
の
指
定
に
つ
い
て
記
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
を
二
類
感
染
症
に
追
加
し
、
血
清
亜
型
の
範
囲
を
政
令
に
委
任
す
る
法
案
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
現
行
法
の
指
定

感
染
症
で
十
分
に
対
応
可
能
」
と
し
て
、
法
改
正
の
必
要
へ
の
疑
問
が
投
げ
掛
け
ら
れ
た（（20
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
第
一
に
、
指
定
感
染
症
は
緊
急
に
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
又
は
三
類
感
染
症
相
当
と
し
て
入
院

等
の
措
置
が
可
能
だ
が
、「［
感
染
症
法
七
条
一
、
二
項
に
よ
り
］
指
定
か
ら
原
則
一
年
間
、
延
長
し
て
も
最
大
二
年
間
が
限
度
と
さ

れ
…
…
措
置
内
容
が
変
わ
ら
な
い
場
合
で
」
も
、「［
指
定
か
ら
二
年
間
の
］
指
定
期
限
が
到
来
す
る
た
び
に
法
改
正
を
行
う
こ
と
が

必
要
」
に
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
の
「
ウ
イ
ル
ス
の
変
種
が
突
然
か
つ
頻
繁
に
生
じ
る
た
め
、
二
類
感
染
症
に
相
当
す

る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ど
の
血
清
亜
型
で
発
生
す
る
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
う
え
に
「
二
類
感
染
症
相
当
の
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
人
へ
の
感
染
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
入
院
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
得
る
」
が
、
現
行
制
度
の
下
で
は
、「
二
類
感
染
症
相
当
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
継
続
的
に
発
生
し
、
又
は
法
律
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
後
に
終
息
す
る
度
に
法
律
の
改
正
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
迅
速
な
対
応
に
支
障
を
来
た
す
場
合
も
想
定
さ
れ

る
」
こ
と
か
ら
、
法
案
は
、「
血
清
亜
型
の
変
異
が
突
然
か
つ
頻
繁
な
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
み
、
法
律
に
お
い
て
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
と
そ
の
性
質
を
明
確
化
し
た
上
で
、
政
令
に
よ
り
血
清
亜
型
を
定
め
る
と
い
う
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こ
と
で
、
期
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
二
類
感
染
症
法
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
」
と
答
え
た（（20
（

。

　

つ
い
で
同
委
員
は
、「
Ｈ
5
Ｎ
1
な
ど
と
同
等
の
感
染
力
、
重
篤
性
を
持
つ
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
血
清
亜
型
が
見
付
か
っ
た
場

合
」
に
、「
一
旦
指
定
感
染
症
に
指
定
し
た
上
で
、
一
年
な
い
し
二
年
の
期
間
経
過
後
、［
改
正
後
の
六
条
三
項
六
号
に
い
う
二
類
感

染
症
で
あ
る
］
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
政
令
指
定
に
進
む
」
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
指
定
感
染
症
へ
の
指
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
飛

ば
し
て
い
き
な
り
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
政
令
指
定
と
い
う
ふ
う
に
な
る
の
か
」
と
質
し
た（（20
（

。
政
府
は
、
法
案
の
も
と
で
設
問

の
場
合
は
「
指
定
感
染
症
に
指
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
ず
に
二
類
感
染
症
と
し
て
緊
急
に
入
院
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
」

に
な
る
が
、
二
類
感
染
症
の
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
一
類
な
い
し
三
類
感
染
症
相
当
の
対
応
が
可
能
な
指
定
感
染
症
の
「
い
ず

れ
の
政
令
を
定
め
る
場
合
に
も
厚
生
科
学
審
議
会
で
…
…
対
象
と
な
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
や
病
原
性
等
の
特
性
、
ま
た

そ
の
蔓
延
の
防
止
の
た
め
に
構
ず
べ
き
措
置
を
勘
案
し
た
上
で
、
二
類
感
染
症
で
あ
る
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
指
定
感
染
症
の

い
ず
れ
で
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
も
ご
議
論
を
い
た
だ
く
」
と
答
え
て
い
る（（20
（

。

　
「
動
物
か
ら
人
へ
感
染
す
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
よ
う
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
に
つ
い
て
、
法
案
が
「
血
清
亜
型
を
政
令
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
二
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
が
、

「
こ
の
よ
う
な
病
原
体
の
変
異
の
発
生
は
今
後
も
あ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
捉
え
て
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
」
と
の
委
員
の
質
問（（20
（

に
対
し
て
、
政
府
は
、「
今
後
も
、
二
類
感
染
症
に
相
当
す
る
新
た
な
血
清
亜
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
は
あ
り
得
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
発
生
を
前
も
っ
て
予
測
す
る
と
い
う
の
は
困
難
」
で
あ
る
こ
と
、
法
案

に
よ
っ
て
「
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
が
突
然
か
つ
頻
繁
な
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
み
、
…
…
二
類
感
染
症
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
…
…
新
た
な
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
機
動
的
に
こ
れ
は
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
」
と
答
え
て
い
る（（20
（

。
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（
175
）　

加
藤
・
前
掲
註（
93
）・
一
九
一
頁
。

（
176
）　

加
藤
・
同
右
・
一
九
二
頁
。

（
177
）　

平
成
二
七
年
六
月
一
付
健
感
発
〇
六
〇
一
第
一
号
・
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
厚
生
労
働

省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
「
韓
国
に
お
け
る
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
の
発
生
に
つ
い
て
」
別
添
1
（
二
〇
一
五
）

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/dl/20150602_01.pdf

、
加
藤
・
前
掲
註（
93
）・
一
九
四
～

一
九
六
頁
参
照
。

（
178
）　

加
藤
・
同
右
・
一
九
七
頁
。

（
179
）　

厚
生
労
働
省
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
諸
国
で
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
新
種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
呼
称
に
つ
い
て
」

（
二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/houdou/2r98520000032vm
4.htm

l

（
180
）　

平
成
二
四
年
九
月
二
六
日
付
健
感
発
〇
九
二
六
第
一
号
・
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
厚
生

労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長　

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/dl/20120926_01.pdf

（
181
）　

平
成
二
四
年
一
一
月
三
〇
日
付
健
感
発
一
一
三
〇
第
一
号
・
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
厚

生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長　

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/dl/20121130_01.

pdf

（
182
）　

後
掲
・
註（
183
）に
よ
る
。
こ
の
う
ち
後
段
の
「
呼
称
」
は
前
掲
註（
179
）に
あ
る
が
、
前
段
の
「
国
内
検
査
体
制
」
に
関
す
る
通
知
部

分
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
。

（
183
）　

平
成
二
六
年
五
月
一
六
日
付
健
感
発
〇
五
一
六
第
二
号
・
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
厚
生

労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長　

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/dl/20140516_01.pdf

（
184
）　

第
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
資
料
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
の
感
染

症
法
上
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
」
二
頁
（
二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-
D

aijinkannboukouseikagakuka-K
ouseikagakuka/0000047110.pdf

（
185
）　

福
島
結
核
感
染
症
課
長
補
佐
・
第
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
議
事
録
二
～
三
頁https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/
shingi/0000048258.htm

l
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（
186
）　

厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
・
前
掲
註（
184
）・
三
頁
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
類
感
染
症
を
対
象
と
す
る
建
物
に
係
る
措

置
（
三
二
条
）、
交
通
の
宣
言
又
は
遮
断
（
三
三
条
）
等
は
、
準
用
さ
れ
な
い
。
同
右
・
四
頁
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
に

準
用
す
る
規
定
（
案
）」
参
照
。

（
187
）　

感
染
症
部
会
発
足
時
の
委
員
二
三
名
中
、
法
律
家
は
磯
部
哲
塾
法
務
研
究
科
教
授
と
山
川
洋
一
郎
弁
護
士
の
二
名
で　

https://
w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/shingi/2r98520000030jzo-att/2r98520000030k47_1.pdf

、
第
四
回
時
点
で
委
員
二
〇
名
中
、
法
律
家
は

磯
部
哲
教
授
と
中
山
ひ
と
み
弁
護
士
の
二
名
で
あ
る
。https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-
D

aijinkannboukouseikagakuka-K
ouseikagakuka/0000047120.pdf

（
188
）　

渡
邊
治
雄
部
会
長
・
前
掲
註（
185
）議
事
録
・
四
頁
。

（
189
）　

第
五
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
資
料
1
「
感
染
症
」
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
四
年
六
月
二
〇
日
）https://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-D

aijinkannboukouseikagakuka-K
ouseikagakuka/0000048811.pdf

（
190
）　

同
令
三
条
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
主
な
感
染
症
法
上
の
措
置
は
、
疑
似
症
患
者
に
対
す
る
適
用
（
同
法
八
条
一
項
）、
医
師
・
獣
医
師

の
届
出
（
一
二
・
一
三
条
）、
感
染
症
の
発
生
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
（
一
五
条
）、
健
康
診
断
（
一
七
条
）、
就
業
制
限
（
一
八

条
）、
入
院
・
移
送
・
退
院
（
一
九
～
二
二
条
）、
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
た
場
所
の
消
毒
（
二
七
条
）、
ね
ず
み
族
、
昆
虫
等
の

駆
除
（
二
八
条
）、
物
件
に
係
る
措
置
（
二
九
条
）、
死
体
の
移
動
制
限
等
（
三
〇
条
）、
質
問
及
び
調
査
（
三
五
条
）、
入
院
患
者
の
治
療

（
三
七
条
）
で
あ
る
。
平
成
二
六
年
七
月
一
六
日
付
健
発
〇
七
一
六
第
一
七
号
・
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
衛
生
主
管
部

（
局
）
長
宛
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
施
行
に
つ
い
て
」https://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/dl/20140716-03.pdf

（
191
）　

第
一
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
資
料
6
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
7
Ｎ
9
）の

感
染
症
法
上
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
」
二
頁　

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/shingi/2r98520000030jzo-att/2r98520000030k4z-1.

pdf

及
び
参
考
資
料
2
・
同
課
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
7
Ｎ
9
）
の
感
染
症
法
上
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
（
参
考
資
料
）」
二
頁

　

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/shingi/2r98520000030jzo-att/2r98520000030k6j-1.pdf　

後
者
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三

年
四
月
時
点
で
「
指
定
感
染
症
」
及
び
「
新
感
染
症
」
は
「
現
在
は
該
当
な
し
」
で
あ
る
。

（
192
）　
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
指
定
感
染
症
に
」
二
〇
〇
六
年
五
月
三
一
日
付
薬
事
日
報　

http://w
w

w
.yakuji.co.jp/entry494.htm

l
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（
193
）　

厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
・
前
掲
註（
191
）（
資
料
6
）・
二
、
五
頁
。

（
194
）　

第
一
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
議
事
録
（
二
〇
一
三
年
四
月
二
四
日
）
五
頁　

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

shingi/0000029903.htm
l

（
195
）　

同
令
二
条
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
主
な
感
染
症
法
上
の
措
置
は
、
の
ち
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
と
き
の
註（
190
）と
同
じ
で
あ
る
。
平
成
二
五
年

四
月
二
六
日
付
健
感
発
〇
四
二
六
第
一
九
号
・
各
都
道
府
県
知
事
・
政
令
市
市
長
・
特
別
区
区
長
宛
厚
生
労
働
省
健
康
局
長　

https://
w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-K
enkoukyoku/000014468.pdf

（
196
）　

第
二
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
資
料
3
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
7
Ｎ
9
）
の

感
染
症
法
上
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
」
二
頁
（
二
〇
一
四
年
一
月
三
〇
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/05-Shingikai-
10601000-D

aijinkannboukouseikagakuka-K
ouseikagakuka/0000036380.pdf

（
197
）　

第
三
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
資
料
3
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「
感
染
症
の
範
囲
及
び
類
型
に
つ
い
て
」
二

頁
（
二
〇
一
四
年
三
月
一
九
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-D
aijinkannboukouseikagakuka-

K
ouseikagakuka/0000040509.pdf

（
198
）　

第
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
資
料
3
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「
感
染
症
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
た
た

き
台
）」
二
頁
及
び
本
文
一
頁
（
二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/05-Shingikai-10601000-
D

aijinkannboukouseikagakuka-K
ouseikagakuka/0000047113.pdf

（
199
）　

第
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
議
事
録
・
前
掲
註（
185
）・
六
頁
。

（
200
）　

塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
・
第
一
八
七
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
七
号
三
～
四
頁
及
び
同
号
三
七
～
三
八
頁
掲
載
の

「［
法
律
案
］
理
由
」（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
三
日
）。

（
201
）　

福
島
み
ず
ほ
委
員
・
同
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
八
号
一
二
～
一
三
頁
（
同
月
六
日
）。

（
202
）　

新
村
和
哉
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・
同
会
議
録
一
三
頁
。

（
203
）　

福
島
委
員
・
同
会
議
録
一
三
頁
。

（
204
）　

新
村
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
一
三
頁
。

（
205
）　

輿
水
恵
一
委
員
・
同
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
七
号
三
二
頁
（
同
月
一
三
日
）。
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（
206
）　

新
村
政
府
参
考
人
・
同
会
議
録
三
二
頁
。


